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天神橋遺跡発掘調査(TJO9- 1)報告書
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調査 個 所 大阪市北区天神西町10-1

調査 面 積 28ポ

調査 期 間 平成21年4月13日～4月17日

調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄、市川創
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1)調査に至る経緯と経過

本調査地は天神橋遺跡の南部に位置し、南には堺筋、西には阪神高速道路守口線(旧天満堀川)が

通る(図1)。天神橋筋遺跡は、古代には東大寺新羅江荘あるいは安曇江荘、中世では渡辺津といっ

た、文献史学からその存在が想定される拠点的施設の推定地、あるいは近隣地域である。豊臣期には

城下町として整備され、また近世には大阪天満宮の門前町として発展した。こうした賑わいは、例年

行われる天神祭などによってその一端を窺うことができる。各時代における当遺跡の重要性について

は、 これまで文献史学の成果から評価されることが多かったが、TJOO- 2次調査[大阪市文化財協会

2002]をはじめとする発掘調査成果の蓄積を経て、考 古学的手法によってもある程度の評価が可能と

なって い る。

今回の調査地では、事 前に大阪市教育委員会によって敷地内の試掘調査が行われた。その結果、現

地表下約2.2mにおいて大坂夏ノ陣に伴うと考えられる焼土層、お よびその下位に遺物包含層の存在を

確認したため、発 掘調査を実施することになった(図2)。

調査着手前に事業者側で土留工事および現地表面から2.2mまで重機による掘削が行われたのち、

2009年4月13日から調査を開始した。掘削はすべて人力によって行い、そ の間、遺構検出・掘下げ・

記録などの作業を適宜行い、調査を進めた。現場での作業については、 4月17日に機材類の撤収を含

むすべての工程を完了した。

以下、本 報告で使用する標高はT.P.値(東京湾平均海面値)であり、本文・挿図中では「TP+○m」と

示す。平面図は座標北を基準に作成した。

図1 調査地位置図
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2)調査の結果

1)層序

先述のように、調査着手時には現地表下約2.2mま
での地層が除去されていた。そのため以下では、

この深度以下で観察可能であった各層の特徴につい
て述べる(図3 ・4)。

第1層 :整地層であり、シルト偽礫を含む仄黄褐色
(10YR4/2)粗粒砂からなる。層厚は最大で32

cmあった。層中に含まれる遺物は備前焼・瓦質土
器・瓦などで、豊 臣期までの様相を呈している。本

層上面では埋土に焼土を含む柱穴SP104～106な
どを検出した。試 掘時に検出された焼土層は検出で

きなかったが、本 層よりも上位に存在していたと考
えられる。

第2層 :整地層であり、にぶい黄褐色(10YR4/3)を
呈する細粒砂からなる。層厚は最大で28cmあっ

た。層中には瀬戸美濃焼陶器や瓦器、瓦質土器、瓦
のほか、中国産白磁や青花を含む。なお本層以下は、
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SP104～106
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わずかながら東側が低くなっている。

第3層:調査区東半では暗褐色(10YR3/3)を呈し炭を含むシルト質細粒砂、 西半では黒褐色

(10YR2/3)を呈しシルト偽礫を含む中粒～粗粒砂からなる。第4層の上部が撹拌されたもので、一部

で第4層との層界が不明瞭であった。層厚は最大で18cmあった。層中から土師器、須恵器、瓦器、瓦、

石製品などが出土した。

第4層:第3層の母材となる客土層である。調査区東半に分布する第4A層と、西半に分布する第

4B層に細分できた。第4A層はにぶい黄褐色(10YR4/3)を呈する礫質粗粒砂からなる。層厚は最大48

cmであり、第 9層に由来する可能性が高い。第4B層は黒褐色(10YR3/2)を呈する砂層で、古土壌の

偽礫を多く含んでいた。後述する第8層に近似する。層厚は最大で24cmであった。第4A・4B層は西

から東に向かって傾斜して堆積しており、 また第9層由来と目される4A層と第8層由来と目される

4B層の天地が逆転していることから考えて、調査区より西方の近隣地を掘削して客土が行われた可能

性がある。本層からは土師器、瓦器、東播系須恵器、備前焼、中国産白磁などが出土した。

第5層:客土層であり、にぶい黄褐色(10YR5/4)を呈するシルト質細粒砂からなる。層厚は最大で

12cmであった。本層からは土師器、須恵器、中国産白磁などが出土した。

第6層:客土層であり、褐色(10YR4/4)を呈する細粒砂質シルトからなる。層厚は最大で14cmであっ

た。上面では格子状に巡らされた溝状の遺構SD601を検出している(図6)。本層からは土師器、須恵

器、黒色土器、瓦器などが出土した。

第7層:にぶい黄褐色(10YR4/3)を呈するシルト質砂からなる。層厚は最大で16cmであった。本

層からは土師器、須恵器、瓦器、備前焼などが出土した。

第8層:古土壌であり、褐色(10YR3/3)を呈するシルト質砂からなる。層厚は最大で12cmであり、

第9層との層界は一部不明瞭であった。本層からは土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器などが出土した。

第9層:にぶい黄色(2.5Y6/3)を呈する粗粒砂からなる。明瞭なラミナは観察できなかったが、よ

く淘汰されており、また周辺調査の成果からも、河成層を主体とする自然堆積層と考えてよいだろう。

本層から遺物は出土しなかった。

ii )遺構と遺物

a,第9層の遺構と遺物(図5)

古土壌である第8層を除去した段階で検出した。したがって、本 来は第8層に伴う遺構群である。

SE901は、直径1.56m,検出面からの深さ0.72mを測る。埋土の状況から素掘りの井戸と判断した。

埋土の最下部には機能時の堆積層(図5-② ・③層)があり、その上を埋戻し土(①層)が覆っている。

遺構周囲の第9層(⑤層)は粗粒砂で、遺構の掘削深度内での顕著な粒径の変化は認められなかった。

遺物は土師器、須恵器、黒色土器、緑釉陶器、瓦器、瓦質土器、被熱した石材などが出土した。こ

のうち③層から出土した完形の瓦器椀1は口径15.4cmを測り、高台の退化した形態で、外 面にはヘラ

ミガキが施されていない。内面のヘラミガキもまばらで、底部は定方向に施している。また二次的に

被熱しており、一部で表面の炭素が失われている。土師器羽釜2・尭3は埋戻し土(①層)から出土した。

2の外面の鍔部以下にはススが付着している。これらのうち、井戸の機能時堆積層から出土した瓦器



椀1は13世紀前半の資料であるが、図化できなかった資料の中に瓦質土器の
脚が含まれていることか

ら、当遺構の使用・廃棄年代は14世紀代に降るものと考える。

SK902は、直 径1.20m以上、検出面からの深さ0.46mを測る土壇である。
埋 土には土師器および瓦

器の細片が含まれていた。

SD903はほぼ正南北に延びる溝で、長さ2.40m以上、幅は0.60m以上を測
り、検 出阿からの深さは

0.30mである。埋土からは土師器と須恵器が出土した。

b.第8層の遺構と遺物(図6)

東西に延びる溝状の遺構SD801、小型の土WSK802・803を検出した。このう
ちSD801は長さ2.40m,

幅1.26m以上を測る。検 出面からの深さは0.l9m程度であった。土師器、瓦器
、瓦が出土した。

c.第7層の遺構と遺物(図6)

北でやや東に振れる方向に延びる溝状の遺構SD701～704を検出した。こ
れら4条の溝状遺構は長

さ2.1m以上で、幅は最大で0.36mである。埋土はシルト質砂で、滞水・流水
の痕跡は認められなかっ

た。形状から、耕 作に伴う遺構である可能性があろう。これらの溝群からは
土師器、須恵器、瓦器の

細片が出土した。

d.第6層の遺構と遺物(図6)

格子状に連結する溝群SD601を検出した。これらの溝群は最大幅0.42mで、
検出面からの深さは0.03

SE901

1

2

3

4

5

TP+l.Om

0̂,Om

遺物

:黒褐色(10YR5/6)シルト質中粒～粗粒砂

:黒褐色(2.5Y3/1)シルト質砂・礫

:黒褐色(2.5Y3/1)含礫砂質シルト

:黒褐色(2.5Y3/2)中粒～粗粒砂

:黒褐色(2.5Y3/1)粗粒砂

2m
2m

1:60 1:40

20cm

図 5 第 9層 の遺 構 と遺 物
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【第8層の遺構】 【第7層の遺構】

0  Q
SK802   SK803

SD801

SD701
D702

SD704

SD703

【第4B層の遺構】

1 :暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂
2:にぶい黄褐色(10YR3/6)シルト質粗粒砂
3:黒褐色(2.5Y3/2)含シルト偽礫シルト質粗粒砂(SD801埋土)

2m

1:60

TP+2.0m

(

1 ;にぶい黄褐色(10YR4/3)礫質中粒～粗粒砂(第3層)
2:暗褐色(10YR3/3)含礫シルト質砂中粒～粗粒砂

(上部は暗色化したシルト偽礫を含み、撹拌されている)
3:黒褐色(10YR3/2)礫質砂層(第4B層)

TP+2.0m

NE  2            SW

1 :黒褐色(10YR2/3)シルト質粗粒砂
(レンズ状を呈する砂の偽礫を含む)

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粗粒砂
3:黒褐色(10YR2/3)礫質粗粒砂(砂の偽礫を含む,第4A層)
4:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒砂(第5層)

図6 第8～4B層の遺構
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～0.04mとごく浅かった。溝によって区画される方形の領域は一辺0.80～l.OOmほ
どである。溝の埋

土最下部にはわずかに水つきのシルト層が堆積していた。また、溝はすべて第5層
によって埋没して

いた。遺構のベースとなる第6層が調査区周辺であまり検出例のない細粒な砕屑物
であり客土と目さ

れること、また溝の埋土に滞水の痕跡が認められることから、何らかの目的で保水
を企図した遺構で

あった可能性がある。

e.第4B層上面の遺構(図6)

第3層および第4A層を除去した段階で遺構の形状を記録した。先述のとおり第4B
層は西から盛ら

れた客土であり、凹凸を有する形状から当初は畠の可能性を考えた。しかしながら
断面による堆積状

況の観察からは畠として断定できる根拠がなく、客土の単位であった可能性もある
。

f.第2層の遺構(図7)

溝状遺構SD201のほか、土WSK202・203、柱穴SP204・205を検出した。出土遺
物および上下の

地層との関係から、豊臣期の遺構群である可能性がある。

このうちSD201は北で約6度東に降り、現在の敷地西辺とほぼ並行する。長さl.35m
以上、幅0.30m,

検出面からの深さは0.06cmを測る。埋土はシルトを主体とする偽礫で固く締って
おり、あるいは道路

であった可能性がある。溝、道路のいずれであっても、敷地と並行して南北に延
びる遺構であること

から、敷地境としての機能を考慮する必要があるだろう。

SK202は直径約1.20mを測り、検出面からの深さは0.62mであった。

SD201からは土師器、瓦器、中国産白磁が、SK202からは土師器、瓦器、瓦が出
土した。

g.第1層の遺構(図7)

溝SD101、土城SK102・103、柱穴SP104～106を検出した。出土遺物および上下
の地層との関係

から、豊臣期の遺構群である可能性が高い。

このうちSD101は、第2層で検出したSD201と位置は異なるものの同方位で、北で
約6度東に振っ

ている。長さは2.40m以上、幅は最大で0.95m,検出面からの深さは0.l9mを測る
。

柱穴SP104～106は埋土に焼土を含む。柱間隔にはばらつきがあるが直線上に位
置することから、

同一の構造物を構成していたと考える。なおSP104～106の延長線とSD101とは直
行する。

h.各層出土の遺物(図8)

第8層出土遺物では、瓦器皿4、および瓦器椀5を図化した。4・5とも内面のみにヘ
ラミガキを施す。

これらは13世紀に遡る資料であるが、細片では瓦質土器など14世紀に降る遺物も
含まれた。

第4B層出土遺物では、土師器6～8、瓦器9、古瀬戸10、中国産白磁11、土製品13
、金属製品14を

図化した。このうち土師器皿7は15世紀以降の形態で、本層の形成年代の一端を
示している。瓦器椀

9は内面に黒漆が付着しており、パレットとして使用された可能性がある。口縁
部をヘラ状工具で輪

花とする小型の鉢10は須恵器質の焼成で、粘土質の緻密な胎土を使用している。
入子として生産され

ていたことが知られている器形である。底部外面も切離し後にナデによって調整
するなど、精製品で

ある。内面および外面の上半は鉄分によって赤色を呈しており、人為的な着色あ
るいは付着である可

能性がある。土製品13は焼成後に丸く成形されており、平坦な面には布目の痕跡
がある。板状の金属

一 10 -



【第2層の遺構】

SK203 a

⑦ SP205

SP204

SD201           (SK202

【第1層の遺構】

D101 SP104

官SP105 SP106

SK102

SK103

図7 第2・1層の遺構

製品14は、表面に緑青を吹くことから銅合金製であると考える。図中で網目をかけた部分には、金箔

が付着している。

第2層出土遺物では、土師器皿12および碁石状の石製品15を図化した。このうち12の内面には、判

読不能ながら墨書が施されている。

3)まとめ

今回の調査では、これまでに周辺で得られた成果に一定度の知見を加えることができた。その主た

る成果は以下のとおりである。

第9層の上面では、13～14世紀の遺構群を検出した。今回の調査地の東方に位置するTJOO- 2次

やTJO8- 1次調査[大阪市文化財協会2009]ではこれよりも遡る時期の遺構が検出されており、天神

橋遺跡における各時期の遺構変遷を把握できるようになりっつある。

-  11 -



20cm

ーーと   宮)5げ了ノlj 川       ○-()
1     14       15

0    (13～15)    10cm

1:3

図8 各層出土の遺物

第8層(4・5)、第4B層(6～11・13・14)、第2層(12・15)

その後は、第7層から第4層まで4次にわたる客土が行われ、中世を通じて土地に
対する積極的な

働きかけがなされている。このうち第4層については、出土した遺物は15世紀まで
のものであったが、

地層の観察から西側の近隣地を掘削して得られた土を盛っていることが推測でき、
調査区の西側に位

置し1598(慶長3)年に工事が始まったとされる天満堀川の開削に係わる可能性があ
る。

また第2・1層の遺構群については、豊臣期のものである蓋然性力塙 い。このうち
SD201・101に

ついては北で東に約6度振る現在の町割りと同じ方位を有しており、天満地域の土
地開発の様相を知

る上で重要な知見といえる。

今回の調査で得たこうした知見に対し、今後とも周辺調査における成果を積み重ね
てゆくことが必

要であろう。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2002、「TJOO- 2次調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告』-1999・2000
年度一、pp.l81 - igo

大阪市文化財協会2009、『株式会社近江兄弟社による建設工事に伴う天神僑遺跡発掘調査(TJO8
-1)報告書』
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第9層の遺構

および調査区壁面

(北東から)

第6層の遺構

(南から)

第4B層上面検出状況

(北東から)



Ⅱ 中 央 区

13



大坂城下町跡発掘調査(OJO9-1)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区北久宝寺3丁目12-1・13-1・14-1

15-1・16-1 ・17・18-31・19-1、 2・41-2、 3

調査 面 積 172留

調査 期 間 平成21年5月12日～5月20日

平成21年5月27日～6月3日

調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄、藤田幸夫
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1)調査 に至 る経緯 と経過

調査地は豊臣氏大坂城下町の西南部に当る(図1)。周辺の調査では、豊 臣氏大坂城下町に関する顕

著な遺構は検出されていない。

今回の調査では、大 阪市教育委員会による試掘調査の結果に基づき、事業者側が重機で地表下2.8m

までを掘削し、それ以下について人力掘削による調査を実施した。

また、調 査区は2箇所に分かれており(図2)、まず、第2区の調査を平成21年5月12日から20日ま

で行い、一 時中断後、 5月27日から6月3日まで第1区の調査を実施した。なお、第 2区は土留めの

ためのH鋼打設後に横矢板を設置した状態であったので、地層の断面観察は行えなかった。本報告書

で用いた水準値はT.p.値(東京湾平均水面値)で、図中ではTPと省略した。また、指 北記号は座標北を

示す

2)調査の結果

1)層序

第0層 :近代以降の盛土層である。

第1層 :灰オリーブ色(5Y 4/2)シルトを主とする江戸時代の盛土層である。上述のように第2区で

は断面観察を行っておらず、第2層上にごく一部を確認したのみである。また、第1区ではPC杭の

打設が先行されており、一部の断面で観察されたのみである。

第2層 :褐色(10YR4/4)細粒砂で、弥 生時代末～古墳時代前期の遺物を含む地層である。第1・2

区ともに分布し、層厚は20～50cmである。

1 : 10,000

久
宝

公

園

,320

,340

ノ

30m

1 : 800

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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第3層:黄灰色(2.5Y5/1)細粒砂で水成層である。層厚は70cm

第。層        以上である。

ii )遺構と遺物(図5～9)

第2層上面および第3層上面で土壇や井戸などを検出した。そ

れらのうち、おもな遺構について記述する。

図 3 地層 と遺 構 の関 係 図

第3層

a.第3層上面の遺構と遺物(図5・7・8)

SK21  第2区の北西部で検出した土壇であるが、PC杭で攪乱

されるなどしており、ごく一部を検出したのみである。残存部の

最大長は0.4mで、深さは0.4mである。埋土はにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂であ
る。完形の庄内式

期の土師器尭17、土錘16が出土した。

SK23  第2区南東隅で検出した南北1.2m以上の不整形な土塘である。埋土はS
K21と同様で、深

さは約0.4mである。SK21と同じく庄内式期の遺構と思われるが、遺物が出土して
いないため正確な

時期は不明である。

SK34  第1区で検出した南北約5.0m,東西4.3m以上の隅丸方形の土塘である
。深さは約0.3mで

ある。中央部に幅0.2rnの溝があるが、同時存在であるかは確実でない。また、小土
渡も見られる。埋

土は暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂である。内部から布留式期の土師器尭18～21、小型
丸底壺22、広口壺

23～25、小型器台27、土錘28～31が出土した。26はイイダコ壺の破片の可能性
がある。

SK35  第1区の南端で検出した土塘で、東西4.5m以上、南北3.Om以上、深 さ
は約0.3mで、底は

平坦である。埋土は暗灰黄色(2.5Y 4/2)細粒砂でSK34と同様である。布留式期の
土師器小型丸底壺

1～4、鉢5、碗6、亮7・8、土錘9～13、砥石14が出土した。

以上の遺構は出土遺物の編年観から、弥生時代末期～古墳時代前期に属すると判断
される。また、

江戸時代の遺構に属するSK27からも土錘15が出土しているが、上記の遺構と同じ
時期の遺物であろ

つ O

TP+4.0m

X～ー

第0層

+3.0m

+LOm

5m

Ô.Om

1 : 100

1:125

図4 第1区西壁地層断面図
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5m

1 : 200

図5 第1区第3層上面平面図
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.320
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1 : 200

図6 第1区第2層上面平面図

X-146
,305

1 : 100

5m

図7 第2区平面図(網掛けは第3層上面の遺構)
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20cm

図8 出土遺物実測図(1)

SK35( 1～14)、SK27(15)、SK21(16・17)、SK34(18～31)
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20cm

図9 出土遺物実測図(2)

SE11(32～34)、SK18(35～37)、SK17(38～40)、SE24(且 ・42)

b.第2層上面検出の遺構と遺物(図6・ 7・9)

以下に記述する遺構は、重機掘削後に検出したもので、各遺構の正確な切込み面は判明しないが、

出土遺物からみて江戸時代に属する遺構である。

SK17  第2区の西北部で検出した不整形な土壇で、後述するSEI 1に切られている。南 北約1.2m,

東西1.Om以上で、深さは約1.2mである。埋土は黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルトである。瀬戸美濃

焼皿38、肥前磁器染付皿39、肥前磁器青磁皿40が出土した。これらの遺物からみて17世紀中葉～後半

の遺構である。なお、38は豊臣期に遡る遺物で、後 代の遺構に混入したものであろう。

SK18  第2区の西部で検出した南北2.5m,東西2.8m以上の方形の土塘である。深 さは0.2mで底

は平坦である。埋土は主としてにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質シルトであるが、北端部には炭化物

を多く含 む黒褐色(10YR3/2)シルトが堆積していた。瀬戸美濃焼皿35、肥前陶器皿36、肥前磁器染

付碗37が出土した。これらの遺物からみて17世紀前半の遺構である。

SEI 1  第2区の西北部で検出した径1.6mの円形の井戸で深さはl.Omである。井戸側については不

明であり、素 掘りか、木製であった可能性がある。埋 土は黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルトである。

土師器灯明皿32、肥 前磁器染付碗33・34が出土した。これらの遺物からみて、18世紀前葉頃の遺構で

ある。
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SKO1  径1.Omの円形の土壇で、深さは約0.3mである。埋土は黒褐色(2.5Y3/2)
細粒砂質シルトで

ある。

SE24  第1区で検出した径約1.8mの円形の井戸で、 深さl.Omまで掘削した
。埋 土は黒褐色

(2.5Y3/2)細粒砂である。井戸側は遺存していなかったが、緩やかな曲線をもつ
厚さ6 cm程度の漆喰

片が数点出土したことから、漆喰製の井戸側が想定できる。関西系陶器土瓶41、土
師器炬炉42が出土

した。これらの遺物からみて、↓9世紀の遺構である。

SB28  第1区の西端で南北に並ぶ直径約0.4mの柱穴を5基検出した。建物の一
部とみられ、北に

さらに延びる可能性がある。西壁際で崩壊の危険もあったため完掘したものはない
が、柱穴の深さは

約0.7mで、埋土はオリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒砂である。正確な掘込み面は不明で
あるが、おそらく

江戸時代以降の遺構であろう。

3)まとめ

今回の調査では弥生時代末～古墳時代前期と江戸時代などの遺構・遺物が発見され
、当地が長期間

にわたって生活の拠点であったことが明らかになった。以下、今後の調査のために
とくに留意すべき

点を述べる。

・自然堆積層である第3層の上面から、布留式期や庄内式期の遺構が検出され、
当地における居住の

開始が弥生時代末から古墳時代前期に遡ることを証明することができた。このこと
は上町台地西側地

域の陸化・土地利用開始の時期を考える上で重要な資料である。なお、本調査地
北方の○J98- 8次

調査でも、弥生時代末から古墳時代にかけての遺物・遺構が検出されている[大阪市
文化財協会20011o

・弥生時代末～古墳時代前期の遺物に伴って土錘が多く出土したことは注目され
る。このことは、当時、

この地の生業が漁掃と関係深かったことを推測させるものである。

・豊臣氏大坂城下町に関係する確実な遺構は検出されなかったが、同期に遡る
遺物は出土しており、

今後遺構が発見される可能性はある。

・江戸時代(17～19世紀)の遺構が発見され、この時代を通じて居住地であった
ことが確認された。今

後はこれらの遺構を町並み像復元の中で位置づけることが課題である。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2001,「OJ98-8次調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告』-1998年度一、
pp.96-102
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SK34遺物出土状況

SE24断面

(南から)

第1区 第 2層上面

遺構検出状況

(南から)



第2区 第 3層上面

遺構検出状況

(東から)

第2区 第 3層上面

遺構完掘状況

(東から)

SE 11断而

(南から)



中央区平野町一丁目における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(OJO9-2)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区平野町工丁 目2-1

114留

平成22年2月8日～2月23日

財団法人大 阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、清水和明
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1)調査に至る経緯と経過

本調査地は大坂城下町跡の東北部にあり、平野町通と八百屋町筋が交差する地点の北西にあたる。

付近は本遺跡内でも調査箇所が多く、おもなものでも次のような大きな成果を上げている。

本調査地の北西・西に接する調査(OJ91-11・92-18・92-25次)では、豊臣前期には金属生産に

係わる職人の居住地(OJ92-18次)であったと推定されており、 町場の外に当ると考えられている。

続く豊臣後期には城下町の整備が開始されて敷地方位が変わり、輸入陶磁器も含む良好な茶陶が大量

に出土し(○J91-11次)、富裕層の屋敷地となったようである。一方で隣接する敷地に共同廃棄場と

みられる大型ゴミ穴も検出され、土地の利用状況が単純ではないことを示している。また、本調査地

の北東約100mのOS86-20次調査地は豊臣前期に鋳物師の屋敷地と推定されること、豊臣後期～徳川

初期には、その北50mのAZ87-5次調査地と合わせて大量の魚骨や魚名木簡が出土し、1622(元和8)

年まで魚市場が存在していたことなどが明らかとなっている[大阪市文化財協会2004]o

このように本調査地は、大坂城下町の形成と発展、個々の敷地における利用形態の変遷、大量の陶

磁器・金属器などの日用品をはじめ、木簡などの文字資料や動植物遺体から想定される生業や食生活

の復元など、近世大坂研究の基盤となる資料が集積される重要な地域といえよう。そこで、本報告で

は出土した脊椎動物遺存体の同定と分析考察を奈良文化財研究所客員研究員丸山真史氏に依頼し原稿

を賜った。同じく貝類については当研究所学芸員池田研(現大阪歴史博物館学芸員)が執筆した。

調査地は2009年11月20日に大阪市教育委員会によって試掘調査が行われ、地下約3.2mで徳川～豊

臣期の遺構面が検出された。そこで、その面までを事業主により機械掘削した。2010年2月8日から

調査を開始し、豊臣後期～徳川期の遺構・遺物の検

出と図・写真による記録保存に努め、23日に現地に

伏 見 町 一     ③

o.ig:＿←20

200m

1 :5.000             ①

図1 調査地位

1 : 500

図2 調査区位置

20m

壷

番

館
ピ
ル
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おける全作業を終了した。以下、本報告示す標高
はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、方位は図1

が

座標北(世界測地系)、そのほかは磁北を基準とし
た。

2)調査の結果

)層序(図3～6)

西敷地 東敷地

第1層
(17C中)

第2層
(17C前)
徳川初期

豊臣後期

第5層

第6層

(中世)

SK27

SDO9

SK12

SK37

SK36

TP

+0.5m

第3・4層

(16C末

～17C前)
豊臣後期

第5層 一 初

-0.5m

図3 地層とおもな遺構の関係

第1層

図4 調査区酉壁地層断面

N

1:60

図5 調査区東敷地地層断面

TP+0.4m

-0.4m

1:30
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嗅

〒
派

調査区で検出された地層は中世～徳川初期に相当する。調

査区中央付近に南北に延びる板組溝があり、 その東西で地層

の状況が大きく異 なることか ら敷地境とみられる。以 下に、

各地層の岩層と堆積状況を述べる。

第1層 オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質中粒～細粒砂で貝

や魚骨、炭化物を含む。西 敷地のほか東敷地南部の一部に認

められた。17世紀中葉の遺物が出土し、下面および基底面で

遺構を確認した。また本層の上位層はSKO3やSDO9などの遺

構埋土のみで確認した。層厚は10～30cmである。

第2層 黒色(10YR1.7 /1)シルト質細粒砂で大量の動植物

遺体を含む。東敷地の第3層を切って西敷地に堆積している。

16世紀末～17世紀前葉の遺物が出土した。本 層内および下面

の遺構は特に南半部で切り合いが激しく、 遺構外とした地層

からも大量の遺物が出土した。層厚は30～40cmである。

第3・4層 暗褐色(7.5YR3/ 4)～にぶい橙色(5YR6/3)で

炭の薄層が多数挟在し、多 量に灰を投棄して形成された層と

みられる。東 敷地にのみ認めた。中位に明黄褐色(10YR6/6)

極粗粒砂の整地層を挟むが、図5の状況から一連の堆積物と

みられ、まとめて記述する。豊臣後期の遺物が出土した。

第5層 暗灰色(2.5Y6/2)わずかにシルト混 りの細粒～中

粒砂で、 下位の第6層の上部が土壌化したものとみられる。

遺物は出土していない。

第6層 黄褐色(2.5Y5/4)中粒～粗粒砂の水成層で、水 平

方向のラミナがある。瓦器細片など、中世遺物が出土した。

ii)遺構と遺物

a.中世以前の遺物(図7)

図7 中世以前の遺物

第3・4層(2)、第 2層(1)、SKO8( 3～5)



近世の遺構や包含層から中世以前の遺物が出土している。1～3は須恵器で古
墳時代から奈良時代

にかけてのものである。4・5は瓦器椀で11世紀後半および12世紀前半頃のも
のである。北接する

○J91-11次でTPO.O～-1.Om付近の水成砂層である第8層(本調査地第6層)
から第9層にかけて瓦

器が出土しているほか、第10層上部・下部で古代～古墳時代の遺物が出土してい
るなど、一帯では中

世以前の遺構・遺物も少なくない[大阪市文化財協会2004]o

b,豊臣後期の遺構と遺物(図8 ・9・11)

東敷地で第3・4層の下面で豊臣後期の土WSK34～39が検出されたほか、西
敷地のSK23・26・

27が当該期の遺構である。第 3・4層基底の特に窪んだ箇所をSK36～39と
したが、図5に示したと

おり全体で大きな窪みのなかを灰・炭や砂で徐々に埋めていった状況がうかが
える。本層の上部は大

坂冬ノ陣を含む時期と考えられるが、焼土を片付けた状況はない。何 らかの産
業で生成、廃棄された

ものと考えられるが、兵体的な業種を示す遺物はなかった。SK23・26・27は黒
褐色シルト質細粒砂

l 1 1 1 11

SK23
1/  SK18

SK26 /=フ SK15
◎/

SK24 11 ・
SK27

 SK16

〔つ
SK34

Q二二;- \ j

SK31 山、 Q/己 ア  ア  ア

1

1′一一゙\ - l図9 

1 フニニ)1
魚骨サンプル 1 SK38

採取地点 1  ゙ \ SK33 SK36

1 ・-
\ - 1 SK37

一一 一 一、一 1
 SK39

1 1
一  ゚ 1 :)

1゙・、 1
1

SK29 1 図5」

SK36～39は第3・4層の基底で検出したが、地層内の遺構である。

魚骨サンプルは土のう 6袋を採取した。
5m

1:100

図8 第3層お よび 第 2層関連遺構

第2層

(遺構の可能性あり)
SK31

第2層

(遺構の可能性あり) SK25

魚骨サンプル

採取地点

0

SD40 TP+0.4m

0.Om

-0.4m

1:50

図9 酉敷地中央部東西地層断面
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を埋土とし、遺 物は豊臣後期に限られている。出土遺物にはSK38の土師器小皿6、SK26の中国製青

花碗8、SK27の土師器皿7・丹波焼捕鉢9などがある。西敷地の遺構には陶磁器や木製品や部材など

の有機物が多く含 まれ、敷 地奥側のゴミ捨て場として機能していたと考えられる。

c,豊臣後期～徳川初期の遺構と遺物(図8～13・16)

第2層は豊臣後期の遺物を多く含 みながらも徳川初期に降る遺物も含まれる。西 敷地では第2層

内および下面のSK24・29～31、溝SD40があり、東 敷地では第3層の上位から掘り込まれたSK15・

16・18・33を検出した。SD40は敷地境に当る溝で、第3層を切っている。ここから西側に第2層が

厚く堆積する。ほぼ南北に延び、幅約1.Omの東西の側縁に高さ5～10cm程度の板を並べ杭で固定して

いる。東 側の板組は後述のSDO9によって多くは壊されている。最 も深い箇所では0.4m近くになる

が、下半は偽礫を含む加工時形成層で、上半の多くは第2層によって埋められている(図17)。西敷地

の遺構は、前 代に続き多量の陶磁器や木製品などの日常品が投棄されており、 ゴミ捨て場として機能

38  ]  41

TP+0.50m 45 」 40

25～ 36

50cm

0.OOm

図10 SK33遺物出土状況
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していたようである。東敷地は第2層に相当する地層は遺構内埋土のみになる。
遺物には、後述する

SK33から一括で出土した陶器21点が特筆すべきものであるが、そのほかにSK1
6の肥前陶器碗10・皿

11・片口鉢12・刷毛目唐津皿13、焼塩壺14・15、糸切り底の土師器灯明皿」
6、景徳鎮系のの中国製

青花碗18、鉄製鍋19や、SK18の土師器灯明皿17、SK24の肥前陶器碗20、SK30
の肥前陶器碗21、瀬

15

O 20cm

図11 第3層・第2層の遺構出土陶磁器・土器

第3層: SK26( 8 )、SK27( 7・9)、SK38( 6 )

第2層: SK16(10～16・18・19)、SK18 (17)、SK24(20)、SK30(21・22・24)、
SD40(23)
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戸美濃焼丸皿22、中国製青花碗24、SD40の瀬戸美濃焼ねずみ志野向付23などがある(図11)。

SK33は直径1.Om,深さ0.5m弱の土壇である。埋土は第3層の偽礫からなる埋戻し土である。肥前

陶器・丹波焼・備前焼・瀬戸美濃焼の計21点が一括で出土した(図10)。土城は西側が深くなっており、

南から備前焼小壺39と双耳壺41を北に口を向けて横倒しに並べ、向い合わせて備前焼徳利38の口頚を

41の口に、尭43の口に38の底部を入れ子にして置いている。その西側に備前焼40を正置し、備 前焼徳

利37を横位に置いている。その上には丹波焼壺45を横位に載せ、丹波焼輪花大鉢44を立てて置き、45

の口をふさいでいる。また、39・41の上に肥前陶器皿25～35の11枚と肥前陶器向付36の計12枚を伏

せて重ね、その途中に銭貨がまとまった状態で見つかった(図22-121)。銹着のため正確な枚数は不

O

20cm

図12 SK33出土遺物(1)
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1:6

図13 SK33出土遺物(2)

明だが13枚とみられる。また銭貨の種類は不明で、
紐 で固定されていたようであるがその痕は見つか

らなかった。また側面に平坦な木質が付着しており、
箱または板とともに埋納された可能性があるが、

出土時点では確認できなかった。肥前陶器大皿42は4
4・45を覆うように置かれている。なお、備 前焼

37～41・43、丹 波焼45には底面や頚部などにヘラ
記号がある。

これらは豊臣後期～徳川初期の陶器であり、多 量の
陶器を一括して埋納した非常に稀な例である。

本調査地から東80m付近のOJ91-2次でも豊臣後
期の肥前陶器向付・大 皿、備前焼三耳壺、産地不

詳四耳壺のほか硯・木箱・金属製片口が一括埋納さ
れたSK601が見つかっている[大阪市文化財協会

2004]。しかし、埋 納物の構成やいずれも正置す
ることなど差異は多く、 これらの陶器の多量埋納土

塘の性格については今後の検討課題である。

d.徳川期の遺構と遺物(図14～17)
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SKO8

SK25

5m

図14 第1層関連遺構

1 : 100

SKO3

SK28

図15 17世紀後葉以降の遺構

1 : 100

5m
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第1層に関連する遺構として西敷地のSK○8・21・22・25・32、SD19がある(
図14)。肥前磁器が

出現し、17世紀中葉頃の遺構であるが、豊臣後期～徳川初期に遡る遺物も少な
からず出土している。

SK08からは肥前磁器染付碗55・肥前陶器皿56・土師器銅 7が、SK25からは肥前磁器染付碗52・肥前

陶器皿53・向付54・土師器灯明皿50・皿51などが出土している。SK22やSD19
からは肥前陶器碗46・

瀬戸美濃焼折縁皿47・土師器小皿48・灯明皿49など豊臣後期に遡る遺物も出土
しているが、検 出した

層準からSKO8・25と同時期の遺構である。ほかに上位層は削平されているが、
東敷地のSK12も当該

期の遺構であろう。SK12は深さO.lm程度の浅い土壇であるが、オリーブ黒色
シルト質細粒砂を埋土

とし、東敷地では最も新しい時期の遺構となる。肥前陶器向付58・59などが出
土している。

これらの遺構よりも新しい時期の一群として17世紀後葉以降の遺構がある。重機
による機械掘削後

に、第」層に掘り込まれた状態で検出されたが、本来の検出面は上位層が削平
されているため不明で

ある。SK01・02・04～07、SDO9は深さ0.2～0.3m程度の浅い遺構で、黒色か
ら黒褐色シルト質細粒

を主体とする埋土である。SKO6からは口緑部を肥厚させない丹波焼捕鉢61が
出土している。SKO3

は灰オリーブ色シルト質細粒砂およびシルトが混る細礫質細粒～中粒砂で埋め
られ、他の遺構埋土と

は異なっている。出土遺物には肥前磁器染付碗60をはじめ、17世紀後葉以降の
ものがある。SDO9は

ス 8  ご 邊,茗9

20印

図16 第1層および17世紀後葉以降の遺構出土陶磁器・土器

第1層:SK08(55～57)、SK12(58・59)、SK22(46) 、SK25(50～54) 、SD19(47～49)、17世紀後葉
以降:SKO3(60)、SKO6 (61)
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SD40と同位置にある溝で、東側肩には板を並べ、杭を打って土留めを行っている(図17)。幅 約1.Om

のSD40に比べ、幅0.6～0.7mと狭 くな るが、東屑をおおむね一致させ ることか ら、東 敷地との境界

SKO5

E

TP+0.6m

3ゞ ごごク
1:含木片黒色シルト質細粒砂

2:黒色(10YR1.7/1)シルト質細粒砂

第1層[ 3:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質中粒～細粒砂

SKO6
TP+0.6m

N

1:含炭化物灰 白色中粒砂偽礫 黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質細粒砂

第1層[ 2:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質中粒～細粒砂

SK12

E          W TP+0.6m

1:含焼土 オリーブ黒色(2.5Y3/3)シルト質細粒砂

2:炭化物

3:含焼土 黒褐色(2.5Y3/2)シルト質炭化物

第1層[ 4:含炭化物 にぶい橙色(5YR6/3)灰

SKO3

E

TP+0.6m

1:含炭化物灰 オリーブ色(2.5Y4/1)シルト質細粒砂

2:灰オリーブ色(2.5Y4/1)シルト混り細礫質細粒～中粒砂

第1層[ 3:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質中粒～細粒砂

SDO9・SD40

SD40
ら1

TP+0.6m

SD40

SDO9

1:黒褐色(2.5Y3/1)シルト質極細粒砂(埋戻し土)

2;含緑灰色(7.5GY5/1)シルト質粘土偽礫黒褐色(2.5Y3/1)シルト質極細粒砂

3:黒褐色(2.5Y3/1)細粒砂(端に残った機能時堆積層)

4:含青灰色シルト偽礫・炭化物黒色(10YR1.7/1)中粒砂(加工時形成層)

5:含灰色シルト偽礫黒色(5Y2/1)わずかにシルト質細粒砂

6;黒褐色(2.5Y3/1)細粒砂質シルト

7:炭化物、灰

8:暗灰色(2.5Y6/2)わずかにシルト混りの細粒～中粒砂

0            1           2m

1:40

一一 一 一一-9

(SD40)

(SKO8)

(埋戻し土)

図17 各遺構断面図およびSDO9平面図
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線に当ると考えられる。西屑には板組が見られなかった。0.05mの低い立ち上がりは確認できる
ため

溝としたが、東西の敷地間で高低差があり、そこに段を作って土留めする施設とも考えられる。

e.各層の出土陶磁器(図18)

以上のほか、各包含層の出土遺物として取り上げた資料を図18に載せる。

第3層としたものは調査区東南部の当該層を掘削中に、また、調査区南壁の側溝掘削中に取り上
げ

たものである。第3層は特に調査した範囲が狭く遺構の全貌が不明なため、これらの資料を補足
する。

肥前陶器には小碗62・皿63、瀬戸美濃焼には皿64・ねずみ志野向付65などがあり、その他輸入陶
磁器

として中国製白磁皿66・青花皿67、ベトナム製長胴尭69などがある。壺68は中国南方系産とみら
れる

が産地不詳である。第2層は調査区の範囲内では西敷地南半が深くなっている。遺構の範囲外
でも基

底に起伏がみられ、全体力吠 きな遺構であった可能性もあるため、同様に出土資料を補足する。
肥前

陶器には天目碗70・碗71・向付72・73・捕金ト83などがあり、瀬戸美濃焼には織部向付79・80の
ほか

志野向付74、皿75・76・丸碗77・灯明具の志野織部蓋78などがあるほか、備前焼捕鉢82、産地
不詳

の壺または花生84、土師器大和型鍋85などが出土している。第1層からは上野高取焼皿86が出
土して

いる。

f.各層の出土木製品・金属生産関連資料(図19)

金属を溶かす坩堝が東敷地の第3層から87、西敷地の第2層から88の1点ずつ出土している。
88は

第2層で取り上げているが、第3層と同時期に遡る可能性もある。どちらも角の鈍い直方体の
把手が

付くコップ型のもので真鍮に用いられたものであろう。

木製品には漆器・下,駄・曲物とそのほかの板材や部材などが多い。全ての層から出土している
が、

ここでは第2層から出土した漆器・下駄・その他木製品のおもなものをあげる。漆器には赤漆
地に黒

漆で桔梗紋をあしらった椀89や黒漆地に赤漆で種別不明の葉をあしらった椀90,黒漆地に金泥
で桔梗

紋・九枚笹紋ほかの家紋を4方に配した蓋91などがある。92・93は鞘形木製品と呼ばれるもので
ある。

下.駄には94～98の各種が見つかっているが、角下駄・丸下,駄ともに一木下駄である。99は火打
ち金で

ある。このほか、第1層から小型の杓文字100が見つかっている。

g.各層の出土木簡(図20)

今回の調査では70点の木簡を確認した。第2層からが42点と最も多く、SK27の1点を合わせた
43

点が豊臣後期から徳川初期にかけての資料である。そのほか3点の遊離資料を除き、より新し
い時期

の遺構から出土した木簡がある。SK08からは2点、SK25からは18点、第1層からは1点が出土
した。

また、SK28から2点、西に接するSK32と区別できずに取り上げたもの1点がある。これらは1
7世紀

中～後葉に降る遺構から出土している。木酊の形態には101・102の033型式、104の051型式、1
05の

059型式、106の022型式のほか、両端が折損して原型は不明だが長方形の板材を使用した107～1
09な

どがある。これらのほとんどは差し込むか紐で固定する荷札木簡として使われたものであろう。
木簡

に記された内容は判読できないものが多いが、101「三右衛門殿力」、103「さの仁右衛門」、104
「少右

衛門」、107「彦兵衛甚兵衛」、109「四郎兵衛」など人名を記したもの、101「七斗五力升入」、103「四
十入」、

104「六十入」、105「百十人」などの数量を記したものがあり、荷物の差出入、宛先と数量を示し
たもの
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20cm

図18 各層出土陶磁器・土器

第3層(62～69)、第2層(70～85)、第1層(86)
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20cm                   
  こ=:=〉 a

口    b

図19 各層出土木製品

第3層(87)、第2層(88～99)、第 1層(100)
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図20 出土木簡

第2層(102～104・106・107・109)、第1層: SK08(101・108)、SK25(105)
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110

115

ino1第2層 淳化元宝 990年 宋銭11116 SK22 煕寧元宝(真書)1068年 宋銭 1

Ill1第2層 祥符通宝 1008年 宋銭 1117 第1層 元豊通宝(行書)1078年 宋銭 1

1121第3層 天聖 元 宝 (叢 書)1023年 未 銭 1118 遊離 元豊通宝(篭書)1078年 宋銭 

113 第2層 天聖元宝(真書)1023年 未銭 119 第1層 永楽通宝 1408年 明銭

114 第2層 皇未通宝 1039年 未銭 120)1第2層 ?

115 第2層 煕寧元宝(真書)1068年 宋銭 121}SK33 13枚以上銹着のため不明(図22)120

111 112

119

0        2cm

1:1

図21 出土銭貨

と考えられる。内容物については、 2点のみであるが104の「こさ者(
は)」および105の「むろ」が判読で

き、 コサバとムロアジを示す魚名木簡が含まれる。冒頭で紹介した
ように、本 調査地の北東100～150

m付近には豊臣後期から徳川初期にかけて魚市場があったことが判
明しており、 また、北西のOJ92

-18次調査地など魚屋との関連が想定される地域であることを考え
る必要があろう。ただし、105が

出土したSK25は肥前磁器52が出土してい

ることか ら17世紀中葉の時期が求められ、

魚市場の開設時期よりは後出するため、第

2層を掘 り返 して再堆積した可能性や、魚

商などにより荷札付きの荷が市場から移動

された可能性も考 えられる。 なお、102の

両面およびi06の片面頭部には符号がある。

OS86-20次調査では314点の魚名木簡が出

土しているが、そのうち2点の木簡に同種

の符号が記されており、関係が注目される。

1点は木簡No.l57の表裏面で、 もう1点は

No.l71だが、こちらは同じ記号を「口」で囲

んでいる[大阪市文化財協会2004]。

h.各層の出土銭貨(図21・22)

本調査では輸入銭が11枚出土し、詳細不図22 SK33出土銭貨
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明ながらSK33から出土した分を加えると24枚以上になる。それぞれの出土遺構ないし層準と初鋳年

を図21に記した。

3)大坂城下町跡(OJO9-2次)調査出土の脊椎動物遺存体について

OJO9- 2次調査では脊椎動物遺存体が395点出土しており、 その内訳は魚類337点、爬虫類5点、

鳥類9点、噛乳類42点を数える。

これらのうち種類、部位などを

特定できたものは、表1に示し

たように382点にのぼり、 以下

では特筆すべき資料について報

告する。

1)魚類

第2層の土壌サンプル(図8・

9)を水洗選別した結果、293点、

37種類の魚類遺存体が回収され

た。マダイが67点で23%を占め

る。次 いでアジ科が多く出土し

ており、40点で14%を占める。

近世遺跡ではマダイが多く出土

することは一般的であるが、ア

ジ科がマダイに次いで多く出土

したことは当地点の特徴であ

る。SK25出土の木簡にある「む

ろ」はムロアジのことであり、

層準は異なるものの関連が興味

深い。また、「小さは」は小さな

サバを示 していると考えられ、

出土したサバ属が体長20cm程度

のやや小さな個体であることに

関連している可能性がある。大

部分の魚種が大坂城下町魚市場

跡から出土しており、 ハモ属、

イトヨリダイ科 といった大坂を

代表する魚種が見られる。その

ほかSK15からダツ科が出土し

1(クロダイ属歯骨)、2(マダイ主上顎骨)、3(ホウボウ科擬鎖骨)、4(チダイ主上顎骨)、5(スズキ擬鎖骨)、

6(イトヨリダイ科舌顎骨)、7(エソ科歯骨)、8(カマス科歯骨)、9(アジ科角骨)、10(アジ科歯骨)、

11(サバ属椎骨)、12(サバ属椎骨)、13(カツオ椎骨)、14(マダイ前上顎骨)、15(マダイ前頭骨)、

16(マダイ歯骨)、17(ヒラメ擬鎖骨)、18(フグ科椎骨)、19(フグ科主鯰蓋骨)、20(フサカサゴ科角骨)、

21(イトヨリダイ科椎骨)、22(カマス科椎骨)、23(ソウダガツオ属椎骨)、24(フナ属舌顎骨)、25(サワラ椎骨)、

26(ウシノシタ科椎骨)、27(タチウオ科椎骨)、28(トビエイ科歯板)、29(ナマズ擬鎖骨)、30(ナマズ椎骨)、

31(トビウオ科椎骨)、32(マイワシ舌顎骨)、33(ダツ科前上顎骨)、34(ダツ科歯骨)、35(ハタ科角骨)、

36(シイラ前鯉蓋骨)、37(ハモ属前頭骨〉、38(ブリ科椎骨〉、39(コイ主簡蓋骨)、40 (ボラ科主鯰蓋骨)

魚類

サギ科上腕骨

カモ科大腿骨  カモ科上腕骨 二ワトリ大腿骨

鳥類

図23 脊椎動物遺存体(1)

- 41



表1 脊椎動物遺存体集計表
地点1 時期 1遺構・層序 1 大分類 1 小分類 部1立 左 右1-1計

西
敷
地

徳川初期 (豊臣後期

遺物多く含む)
第2層

ダイ

上後頭骨 1こ1 5
前頭骨 (1 C

基後頭骨 12
椎骨 2(12C

口蓋骨 5 5

主上顎骨 4 2 6

前上顎骨 2 2

歯骨 5 5

角骨 2 2

方骨 3 1 4

主鯰蓋骨 3 4 7

前鯰蓋骨 2 2

舌顎骨 1 2 3

チダイ 主上顎骨 1 1

タイ科

前上顎骨 l 1

主上顎骨 2 2

方骨 1 1

主鯰蓋骨 l 1 2

舌顎骨 l l

カマス科

角骨 1 1

歯骨 1 l

椎骨 3 3

タチウオ科 椎骨 9 9

サバ属
椎骨 6 6

主上顎骨 1 1

カツオ 椎骨 1 1

カツオ/マグロ属 .椎骨 1 1

サワラ 椎骨 2 2

ソウダガツオ属 椎骨 2 2

カレイ科 椎骨 1 1

ヒラメ

主上顎骨 1 1

前上顎骨 1 1

椎骨 3 3

擬鎖骨 1 1

ウシノシタ科 椎骨 5 5

フグ科

椎骨 4 4

主鯰菱骨 1 1

前鯰蓋骨 1 1

舌顎骨 l 1

爬虫綱
バタグールガメ科

背甲板 3 3

腹甲板 1 1

ヘビ類 椎骨 1 1

鳥絹

ウズラ 脛足机骨 1 l

カモ料

上腕骨 l 1

大腿骨 1 1

指骨 1 1

サギ科
上腕骨 1 1

尺骨 1 1

啼乳綱

ヒト

遊離歯 1 l

大腿骨 1 1

中足骨 l l

ウシ 角芯 1 31 4

イノシシ/ニホンジカ 椎骨 1 1

ネズミ科
大腿骨 2 2

脛骨 1 1

イルカ類 椎骨 1 1

骨細工 未成品 エ l

徳川初期

SD19 噛乳綱 ウシ 角芯 1 1

SK22 噛乳綱
イノシシ/ブタ 大腿骨 1 1

ウシ 角芯 1 1 2

SK24 啼乳綱 ウシ 角芯 1 1

17C前葉～18C ? 第1～2層?

硬骨魚綱 タイ科 椎骨 2 2

噛乳綱

ヒト

寛骨 1 1

尺骨 1 1

上腕骨 1 1 2

大腿骨 1 1

撓骨 l 1

脛骨 2 2

腓骨 l 1

ウシ 角芯 】 1

クジラ類 肋骨? 1 1

17C中葉 SK25 硬骨魚綱 コイ 主鯰蓋骨 1 1

17C中葉～

SKO8

硬骨魚綱 シイラ 前鯉蓋骨 l l

啼乳綱
ウシ 角芯 1 1

ニホ ン ジ カ 中手骨 l l

第1暦 啼乳綱
イノシシ/ブタ 1脛骨 1 1

ニホンジカ 大腿骨 1 1

17C後葉

SKO2 硬骨魚綱 マダイ 口蓋骨 1 l

SDO9 硬骨魚綱 スズキ 主鯰蓋骨 1 1

SK28
硬骨魚綱 スズキ 主鯰蓋骨 l 1

噛乳綱 イヌ 寛骨 1 1 2

～17C後葉 S心8・32 硬骨魚綱

エソ科 歯骨 1 1

タイ料 椎骨 1 1

マグロ属 椎骨 l

地,q. 時期 遺構・層序 1 大分類 1 小分類 部位 左 右 計

東
敷
地

豊臣後期

第3～4層 噛乳綱1・・
角芯 1 1

大腿骨 l 1

脛骨 1 1

第3層
硬骨魚師 マダイ 上後頭骨 1 1

噛乳胴 ヒト 頭蓋骨 1 1 1

17C前葉 (豊臣後期

～徳川初期)

b

SK15 硬骨魚胚

ダツ科
前上顎骨 12 4

歯骨 12 4

チダイ 上後頭骨 1 1

マダイ

主上顎骨 呼 1 1

角骨 11 1 2

上擬鎖骨 1 1

17C前葉

(徳川初期)

SK16

硬骨魚卵.

ブリ属 椎骨 l l

タイ科 椎骨 1 1

マダイ 上後頭骨 1 1

鳥綱 ニワトリ

大腿骨 1 1

脛足根骨 1 1

腓骨 1 1

SK18
硬骨魚絹 ポラ科 下鯰蓋骨 1 1

マダイ 上浚頭骨 1 1

17C中葉～ SK12 硬骨魚絹 ハタ科 角骨 1 1

西
敷
地

徳川初期 (豊臣後期

遺物多く含む)
第2層

軟骨魚絹
エイ・サメ類 椎骨 l 1

トビエイ上科 歯板 1 1

ハモ属

前頭骨 2 2

前上顎骨

-篩 骨一

鋤骨板

2 2

副蝶形骨 1 l

椎骨 18 18

主上顎骨 1 1 2

歯骨 2 2 4

主鯰蓋骨 l 1

舌顎骨 1 1

マイワシ 舌顎骨 l 1

ニシン料 椎骨 17 17

コイ 椎骨 1 1

コイ科
椎骨 2 2

臀鰭辣 3 2 5

フナ属 舌顎骨 l l

ナマズ

擬鎖骨 1 1

前上顎骨 1 1

椎骨 4 4

方骨 1 1

サケ科 推骨 1 l

エソ科

椎骨 8 8

前上顎骨 3 3

歯骨 1 2 3

口蓋骨 1 1

タラ科 椎骨 1 1

トビウオ科 椎骨 1 1

ボラ科
主鯰蓋骨 1 1 2

椎骨 2 2

フサカサゴ科

角骨 1 1

主鯉,蓋骨 1 1

前鯰蓋骨 1 1

コチ科

椎骨 2 2

前上顎骨 l 1

歯骨 2 2

主鯰蓋骨 l 1

舌顎骨 1 1

ホウポウ科
擬鎖骨 2 1 3

椎骨 2 2

スズキ

椎骨 l 1

前上顎骨 1 1

1歯骨 1 1

擬鎖骨 1 2 3

ハタ科
角骨 l l

擬鎖骨 1 1

ブリ属
椎骨 2 2

歯骨 1 1

アジ科

椎骨 31 31

前上顎骨 l 1

主上顎骨 2 2

歯骨 2 2

角骨 1 1 2

方骨 1 1

稜鱗 l 1

イトヨリダイ科

鋤骨 1 1

椎骨 13 13

舌顎骨 2 2

キダイ

前頭骨 1 1

前上顎骨 1 1

歯骨 1 1

角骨 1 1

口蓋骨 1 1

クロダイ属 歯骨 11
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牛角 ウシ

ウシ大腿骨

イル カ類環椎

二木ンジカ

大腿骨

ニホンジカ    イノシシ

中手骨     大腿骨

噛乳類 人骨

図23 脊椎動物遺存体(2)
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ており、大坂城下町では大坂魚市場跡(AZ87-5次調査)に次ぐ出土例となる。
ダツ科は東北地方の

縄文貝塚などから出土しているが、全国的に出土例が少ない。

ii )喰乳類

SK28から出土したイヌの寛骨(左・右)は腸骨、寛骨臼が叩き切られており、
解体されたことが明

らかである。イヌの肉は人間の食用だけでなく、鷹狩り用のワシ・タカ類の餌
にもなる。当地が武家

屋敷地ではないことからワシ・タカ類の飼育は考えに<<、人間の食用となっ
た可能性が高い。イノ

シシ/ブタとニホンジカは出土量が少ないが、イノシシ/ブタの大腿骨・脛骨、
ニホンジカの大腿骨

に解体痕や肉を削ぎ取った痕跡が見られ、いずれも食用となったものと考えられ
る。

iii)骨角細工

本地点における動物利用の最大の特徴は、牛角がまとまって出土したことである
。それら牛角12点

のうち7点に、加工痕が見られる。ウシの角は、前頭骨から生える角芯(角突起)
と、それを覆う角鞘

からなり、出土したものはいずれも角芯である。出土した角芯は徳川初期を主
体として、その前後の

時期にも少量ずつある。東敷地第3～4層出土の1点を除き、他はすべて酉敷
地の遺構・包含層から

出土したものである。角芯の加工痕は先端部の切断、角幹の切り込みの2種類
が見られる。これらの

加工はウシの角鞘を切り開き、偽べっ甲などの細工に利用した痕跡である。一
方、骨細工の未成品は

1点のみと、出土量が少ない。また、その原材料となるウシの大腿骨、脛骨が1点
ずつ出土しているが、

加工された痕跡は見られない。当地では、骨細工と角細工の両方が営まれたと
考えられるが、牛角の

出土量が多い。これまで大坂城下町跡では骨細工の工房が複数箇所見つかって
いるが、当地点のよう

に牛角を集中的に加工している地点は見られず、角細エエ房の様相を知ること
ができる貴重な資料で

ある。

iv)人骨

第1～2層から出土したヒトの上腕骨、大腿骨に刀創が見られる。これらは、同
一個体であるかど

うか不明であるが、形質から両方とも成人男性と考えられる。上腕骨の近位部
外側には刃物が突き刺

さった痕跡、遠位部外側には刃物が貫人し、骨の一部が弾け飛んだ痕跡が見ら
れる。大腿骨の近位端

は、完全に切断され、骨幹部後位には刃物が貫入し、骨の一部が弾け飛んだ痕
跡が見られる。これら

は、日本刀による刀創であるが、17世紀前葉以降と時期が特定されないことから、
戦闘中の負傷以外に、

様斬(ためしぎり)など、その他の要因も考えられる。

(奈良文化財研究所客員研究員 丸山真史)

4) OJO9-2次調査出土の貝類について

ここではOJO9-2次調査で出土した貝類について報告する。同定作業には現生
標本と図鑑[吉良哲

明19541を利用しており、個体数に関して腹足綱は殻口数を、二枚貝綱は左右
殻頂数の多数の方を原

則として採用している。

本調査では23種、436個体の貝類を回収した(表2)。生息域から見た貝種構成に
ついては、大半が

鍼水性種で、汽水性種はヤマトシジミ、淡水性種はイシガイ・オオタニシのみであ
る。他の貝類に混じっ
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て捕獲されたとみられるヤガスリヒョクを除き、いずれも当遺跡で一般的に出土する貝種で、食用と

なりうるものである。また、チ ョウセンハマグリや有練型のサザエなど、遠 隔地で捕獲された可能性

があるものも含まれている。

次に、出土した遺構・包含層について見ると、第 2層出土資料が311個体と全体の約70%を占める。

第2層は調査区西半の屋敷地内に分布する地層で、 もっとも時代の降る遺物は徳川初期(大坂ノ陣以

降、肥前磁器が当地域に出現する以前)に属するが、豊臣後期の遺物も多 く含 まれる。土サンプルを

水洗選別した結果、貝類のほかにも魚骨、木片などが多数回収されており、当該時期には少なくとも

敷地の奥(北)についてはゴミ捨て場として利用されていたと考えられる。調査地の近隣には豊臣期か

ら徳川初期にかけて魚市場が存在していたことが知られており、 出土した貝殻や魚骨にも魚市場やそ

の周辺の飲食施設で廃棄されたものが含まれている可能性があり、判読できた木簡に「むろ」・「こさ

は」の魚名を記した荷札があることも、OS86-20次調査と同じく魚市場との関連を裏付けるものであ

ろう。続 いて第2層など豊臣後期～徳川初期に属する遺構・包含層から出土した資料の貝種構成を見

ると、ハ マグリの49.4%を筆頭に、サザエが17.4%、アカニシが6.4%、イタボガキが3.8%、アカガ

イが3.2%、バイが2.6%を占めている。そのうち、第 2層出土のハマグリの平均計測値は殻高36.7mm

(計測数61個体)、殻 長42.5mm (同34個体)で、当遺跡における徳川期資料の多くが殻高30mm前後であ

るのと比較して、やや大きめである。

当遺跡における貝種構成の時期的変化に関しては、イタボガキを筆頭にサザエ・ハマグリ・ヤマト

シジミ・アカニシなどを主要種とする豊臣後期の構成が、徳川初期には90%以上の圧倒的多数をハマ

表2 貝類一覧表

遺構・層名 時期

ア
カ
ガ
イ

サ
ル
ボ
ウ

ハ

イ
ガ
イ

イ
タ
ヤ
ガ
イ

マ

ガ
キ

イ
タ
ボ
ガ
キ

ハ

マ

グ
リ

チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ

マ

グ
リ

カ
ガ

ガ
イ

オ
キ
ン

ン

冫

オ
フ

キ

ト
リ
ガ
イ

ヤ
マ

ト
ン

ン

イ
ン

ガ
イ

オ
オ
タ

ン

ア
ワ
ビ

類

メ
カ
イ
ア
ワ
ビ

ク
ロ
ア
ワ
ビ

サ
ザ
コ二

ツ
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SKOI 17C後半～18C初 ● 4 5 2 1 1(車東) 1

SKO2 17C後葉 1 2(練1)

SKO3 18C前半 1 ● ● 殻5蓋1 2 2

SKO7 17C後葉 1

SKO8 17C中葉～ ● 7 1 1

SDO9 17C後葉 3 1(申東) ● 1

SK15 豊臣後期～徳川初期 1 1 1

SK16 徳川初期 ●

SD19 徳川初期 3 1 2

SK21 徳川初期 1 ●

SK25 17C中葉 1

SK28 17C後葉 1 2 1 殻2蓋1 1 1

SK28・32 ～17C後葉 1

第1層 17C中葉～ 1 1 1 1 1 ● 1

第1層以上～第2層 17C前葉～18C ? 1 4 1 1 3 1 殻11(練1)蓋6 1 3 1

第2層 徳川初期 11 6 6 6(1) 13156(合4) 1 1 4 3 5(2ゝ 1 1 1 殻57(練7)蓋2212
190ゝ 1 殻6蓋1 1

第3層 豊臣後期 9 3 1 1 ● 1 1 ● 1

第3層以下 豊臣後期以前 1 1 殻2蓋1 2

その他 1 1 5 ● ● ● ●

表註

1)6個体中4個体は杓子で、 2個体は不明

2)セタタイプ含む

3)幼貝含む

4)●は殻頂・殻口が出土していないが破片から存在が確認されたもの

5)(刺)は有刺型の個体数。(合)は左右殻が合わさって出土した個体数。

6)「徳川初期」は大坂ノ陣以降、肥前磁器が当地域で出現するまでの期間を指す
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グリが占めるように変化することが明らかとなって
いる[池田研2005]。また、ハ マグリの平均的な大

きさについても中世から豊臣期、徳 川期へと時代が
降るにつれて小型化する傾向が見て取れる。そう

した成果と照らし合われると、第 2層をはじめとす
る資料は、豊臣後期から徳川初期に跨る時期の資

料として相応しい内容を示しているといえよう。

5)まとめ

本調査ではおもに豊臣後期～徳川期前半の調査を行
った。その結果、豊 臣後期から調,査地には敷地

境が存在し、その東側と西側で利用状況が大きく異
なる事が明らかとなった。

豊臣後期では、東 敷地は灰や炭を断続的に大量に投
棄する場所として利用され、一方、西 敷地は日

常雑器や食物残滓、生業から生じる廃棄物などのゴ
ミ捨て場として利用されている。

両者の違いはその後も続 き、徳川初期に入っても西
敷地は依然としてゴミ捨 て場として利用され、

廃棄土塘の掘削とゴミの廃棄が繰り返 されている。
その結果、大量の有機物を含む遺物が出土した。

そのなかで以前から付近の調査で出土している魚市
場との関連を示す魚名のある荷札木簡が見つかっ

たことは注目される。また、徳 川初期を中心にウシ
の角芯がまとまって見つかり、当地付近における

生業の一端を明らかにする新たな手掛かりを得るこ
とができた。一方、東 敷地は徳川初期にかかる遺

物包含層がなく、利 用状況は判然としない。このこ
とは東敷地が西敷地に比べて高い位置にあった可

能性を示している。ただし、数 は少ないもののSK3
3のような多量の陶器の優品を埋納する土壇を設

けていることから、前代のような火に係わる生業の場
としての利用はすでに変化していることがいえ

よう。

このように、当該地一帯では敷地の逐一から新たな
知見を得ることができ、大 坂城下町の形成と発

展を考えるうえで特に重要であり、今 後も調査の積
み重ねが求められる地域である。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2004、『大坂城下町跡発掘調査報告』Ⅱ

池田研2005、「中・近世における大坂城下町出土の貝類につ
いて」:大阪大学考古学研究室編『待兼山考古学論集

都出比呂志先生退任記念一』、pp.859-886

吉良哲明1954、『原色日本貝類図鑑』 保育社
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第3層下面の遺構

(手前左側区画 :東から)

SK27・SK31断面

(南東から)

第2層下面の遺構

(南西から)
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SK33陶器出土状況

(西から)

SK28・SK32

(北東から)

17世紀後葉以降の遺構

(南西から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区内本町2丁 目49(2丁目2番)

300ポ

平成21年5月25日～6月30日

財団法人 大阪市文化財協会

文化財研究部次長 南秀雄、平 田洋司
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣期大坂城惣構内の西部に位置し、近隣では多くの調査が行われている(図1)。豊臣期

の遺構としては、北側のOS89-41次調査では南北方向の石垣が、OS92-22・95-26・00-32・89

-19・08-3次調査では東西方向の石垣が検出されている。この東西方向の石垣は直線的にならず、

正方位に沿ってもいないことから、現在の本町通りの地下に埋没する谷の制約を受けたものと推定さ

れている[大阪市文化財協会2004]。また、この谷につながると考えられる谷は南のOS89-23・07-

4次調査で確認されており、奈 良時代を主体とする多くの遺物が出土している。また、南のOS87-

18次調査では奈良時代の井戸が検出されており、調査地周辺に奈良時代の集落が存在したことが明ら

かである。

今回の調査地では事前に大阪市教育委員会による試掘調査が行われた結果、現地表下1.9m以下に古

代の遺物を包含する層が、2,5～3.7mには谷の埋土とみられる地層が確認された。このことから工事

に先立ち、発掘調査を実施することとなった。

調査区は、旧建物の地下室による攪乱を受けていない敷地南側に300 rrfを設定した(図2)。平成21

年5月25日より重機による掘削を開始した。重機による掘削は後述の第3層までとし、以下は人力に

よる掘削を行った。調査が進むにつれ掘削深度が深くなったことから、安全のために調査区4周に適

宜テラスを設けながら下位の掘削を進めた。途中、遺構検出・掘削・記録などの作業を行い、同6月

30日、埋戻し・機材類の撤収を含む現地におけるすべての作業を完了した。

調査および本報告で使用した水準値は東京湾平均海面値であり、本文・挿図中ではTP+○mと表記

する。方位は図1・図2が座標北、それ以外は磁北である。

;コE1[肖

図1 調査地位置図

調査区

図2 調査区配置図

1 : 1,000

30m
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2)調査の結果

1)層序(図3～ 5)

調査地が位置する敷地の現地表面は南側が北側に比べて約1m段状に高くなっている。調査では、

TP+8.8m以下、TP+ 3 mまでの地層を確認した。

後述のように調査地は谷内に位置していること、および豊臣期の盛土などによって、各地層の堆積

は複雑な様相を示していることから、まず地層の概略を記述する。調査地内には南西に深くなる谷が

存在し、谷内を中心に第10・11層が堆積する。また、谷 の窪みに第8・9層の作土層が見られる。第

7層は谷を埋めながら、南側が一段高くなる地形を造り出した整地層で、整地が行われなかった低い

部分には作土層である第6層が存在する。第5層はさらに西側も一段高くなるよう整地した盛土層で、

低い部分には第6層段階から継続する作土層として第4層が見られる。第 3層はこれらの凹凸を平坦

にした整地層でこれ以後、調査地は平坦となる。

以下、各地層の状況を記す。

第1層 近現代の整地層および撹乱などで、層厚は40～140cmある。

第2層 オリーブ褐色シルト質中粒砂、暗褐色粗粒砂質シルトなどからなる徳川期の整地層で、間

に複数の生活面がある。層厚は100cm程度である。

第3層 地山を主体とする偽礫を多く含むにぶい黄色シルトおよびシルト質粗粒砂などからなる整

地層である。調査区西・南 ・東端部では層厚が30cm未満であるのに対し、中央部から北側では層厚は

120cmと厚い。豊臣前期に存在した段差を埋立て、平坦にした整地層である。本層以上は重機によっ

て除去したため、時期のわかる遺物は出土していないが、本層より下位で豊臣後期以降の遺構が検出

されていないこと、加えて周辺の調査成果からも、1598年の三ノ丸造成および大坂町中屋敷替に伴う

整地と考えられる。

第4層 地山の偽礫を含むオリーブ褐色シルト質粗粒砂および暗オリーブ褐色シルト質粗粒砂から

なる作土層である。調査地中央部以北の

豊臣前期の窪地内に存在し、 層厚は20

cm程度ある。上面では畝間が、下面では

小溝群が検出され畠と考えられる。出土

遺物は少ないが豊臣前期に位置づけら

第1層

れる。

図3 地層と遺構の関係図

第5層 第7層以下の偽礫を含むに

ぶい黄褐色シルト、暗灰黄色粗粒砂質シ

ルトなどからなる整地層で調査地中央

～北部を除いて存在し、 層厚は最大で

120cmある。調査地西部および南部を中

心に段状に盛上げた地層である。遺物は
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少量であるが、豊臣前期に位置づけられる。

第6層 暗灰黄色シルト質粗粒砂からなる作土層で、調査地西北部にのみ存在する。層厚は10cm未

満である。遺物は少量であるが瀬戸美濃焼が出土し、豊臣前期に位置づけられる。

第7層 シルト偽礫を多く含む暗灰黄色シルト質粗粒砂、黄褐色粗粒砂などからなる整地層で、調

査地南部を中心に存在する。南に下がる谷内を埋めて、逆に一段高くした盛土層である。層厚は最大

140cmある。出土遺物は土師器・須恵器がほとんどであるが、本層上面の溝SD701の出土遺物から豊

臣前期に位置づけられる。

第8層 にぶい黄褐色中粒砂質シルトなどからなる作土層で、層厚は最大60cmある。調査地西南部

に存在し、 3層程度に細分できる。土師器・須恵器のほか瓦器・瓦片が出土し、鎌倉～室町時代に位

置づけられる。

第9層 暗褐色粗粒砂質シルトおよびオリーブ褐色シルト質粗粒砂などからなる作土層で、調査地

西南部にのみ存在する。層厚は5～30cmある。出土遺物は奈良時代のものが多いが、黒色土器片を含

み、平安時代に降ると考えられる。

第10層 第10a～10f層に細分した。谷 の埋土で調査地西南部で厚く存在する。このうち第10b・

10d・10f層は暗色化している。第10a～第10e層最上部にかけて奈良時代を主とする土師器・須恵器

などが多量に出土した。

第10a層は黄褐色粗粒砂および暗灰黄色シルト質粗粒砂を主とする水成層である。層厚は最大で50

cmある。本層からは土器類のほか、長 さ20～50cm程度の石が多く出土した。

第10b層は炭を含む黒褐色シルト質粗粒砂層で、暗色化している。層厚は10cm未満である。

第10c層は地山を主とした偽礫を多く含む黄褐色粗粒砂などからなる整地層である。部分的に周囲

からの崩落土や薄い水成層を介在する。層厚は最大で60cmである。

第10d層は黒褐色中粒～粗粒砂、および黒褐色細粒砂質シルト層で暗色化している。層厚は最大30

cmあ る。

第10e層は黄褐色～褐色を呈する中粒～粗粒砂からなる水成層である。最下部には第10f層に由来す

る腐植物の再堆積が見られる。層厚は最大50cmある。本層の上部からは奈良時代の土器が出土したが、

下部からの出土遺物はない。

第10f層は灰黄色中粒砂、黒褐色シルトなどからなる水成層である。全体に暗色化してぃるが、腐

植物を多く含む部分など特に暗色化した層が数枚見られる。遺物は出土しなかった。

第11層 調査地東部から西南部にかけて存在する。高所は黄褐色粗粒砂質細礫、低所では灰白色粗

粒砂質細粒砂など直下の地山層である第12層に似る。第12層の風化および再堆積と考えられる。高所

では木の根の痕跡とみられる窪みが認められた。遺物は出土してぃない。層厚はもっとも厚い部分で

100cmあり、谷深部に向かって厚く堆積する。

第12層 高所では黄褐色粗粒砂～細礫、底所では灰白色細粒砂となる中位段丘構成層で、いわゆる

地山層である。

ii)遺構と遺物
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5              10m

1 : 150

図6 第12層上面の谷

a.第12層上面検出遺構と遺物(図6～10)

遺構ではないが地形に係わるものとして谷を検出した。調査区外に続くため、規模・方向などの詳

細は不明であるが、調査地内では第10d層以下では、東南東から西北西の方向にあり、第10c層以上で

はやや北方向に拡がり、屈曲する形状を呈する。深さは3.6m以上ある。幅は15m以上あり、対岸付近

を検出した南東のOS89-23次調査の所見と合わせると幅40～50m程度に復元しうる。

最深部が調査区外のため、正確な変遷は不明であるが、ここでは第10層以下の形成状況について記

す。まず、地山層である第12層の再堆積として第10層が堆積する。第10e・f層の段階では水漬きの状

態であり、第10f層では腐植土の堆積が、第10e層では水流の痕跡が顕著に認められた。第10d層の段

階には一時期地表面となる。その後、第10c層の整地によって部分的に谷は埋められ、第11b層が形成

されるが、まだ周囲よりはかなり低く、第10a層の水成層に覆われるなど谷の名残をもつ地形と考え

られた。第10e層下半以深からは遺物が出土していないため谷の成立時期は不明である。

谷の埋土からは第10a層を中心に飛鳥～奈良時代の多くの遺物が出土したが、層位ごとの大きな時

期差は認められなかった。

1～34は土師器である。

1～12は杯である。1～4は杯Cで、深い杯部で内面に暗文をもつ。5～9は杯Aで、5の底部外面

には「大」の墨書がある。10～12は杯Bで、10の内面には暗文が認められ、外面には丁寧なヘラミガキ

が施されている。
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図8 谷出土遺物(2)
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13～17は皿である。13～15は皿Aでいずれも内面に暗文が施されている。16・17は皿Bで、17は口

縁部が内湾する。18は皿蓋で、19～21は椀である。

22～26は高杯である。26の杯部には放射状暗文と螺旋状暗文が施されている。

27・28は鉢である。27は口縁部が内傾し、28は大きく外方に開く。体部の調整は、27はヘラミガキ

調整で、28はハケメ調整である。

29は小型の壺であろうか。あるいは杯Bの深いタイプである。高台があり、体 部外面には丁寧なヘ

ラミガキが施されている。

30～34は尭である。

これらの土師器は1～ 4・22は飛鳥時代に遡るものである。12はやや時期が降る可能性があるが、

おおむね奈良時代前半を中心とするものであろう。

35～77は須恵器である。

35～61は杯および杯蓋で、35は杯H1 36は杯G蓋、37～40は杯G1 41は杯A1 42～55は杯B蓋、56

～58は杯Bである。55の内面には墨跡の可能性がある付着物がある。これらの杯および杯蓋は35～40

が飛鳥時代前半、42～44が飛鳥時代後半に遡るが、他 は奈良時代前半に中心があり、55・57・59はい

くぶん降る可能性がある。

61は杯であるが、胎 土は精良でやや白っぽい。62は皿、63は高杯、64は平瓶である。

65～75は壺および壺蓋、76・77は売である。69は口縁部を除き完形、72は完形でそれぞれ出土した。

73の内底面には繊維状のものと漆の可能性がある付着物がある。74は東海産の耳の付く壺である。濃

い緑色の釉が掛る。

78～81は瓦である。78は重圏文軒平瓦である。79～81は平瓦でいずれも凹面には布目痕が、凸面に

は縄タタキの痕跡がある。瓦はほかにも比較的多く出土している。

82は土師質の埠で、厚 さは6 cmある。

83は円筒埴輪片でほかに数点出土している。突帯は低い台形で、外 面の調整はタテハケである。

84は土馬である。多 くを欠損するが定形的な表現のものである。

出土遺物としては図化したもののほかに製塩土器・土錘がある。また、第10a層からは長さ20～50

cm大の石が多く出土した。見かけ上数箇所にまとまるが、構 築したようすはなく、投 棄されたものが

傾斜の変換点などに溜まったものであろう。

この谷はOS89-23次・07-4次調査で確認されており、方 向はおおむね東南東から西北西である。

本町通りにあった谷につながるとの復元案が提示されている[大阪市文化財協会2004]が、復 元案と比

べると、谷 はもう少 し西に延びることが判明した。

出土遺物の多くは奈良時代の土器類で、近 隣に生活の場があったことは確実であり、その証拠とし

てOS87-18次調査では同時期の井戸が確認されている。また、土馬・墨書土器・瓦 などの出土が注

目され、一般の集落とは異なった施設が近隣に存在した可能性がある。また、本来の所属時期は不明

であるが多くの石が出土しており、○S07-4次調査では長さ80cmほどの大きなものもある。古墳あ

るいは石組の溝など大型の石材を使う構造物が上方にあったことを窺わせる。
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b.第8 ・9層の遺構と遺物(図J＿2)

谷が第10層によってある程度埋没したのちは第8・ 9層が作土層であることから、耕 作地
として利

用されたと考えられる。遺構は確認できなかった。出土遺物の多くは奈良時代以前の土
師器・須恵器

であるが、第9層には黒色土器片、第 8層には瓦器片などが含まれることから平安時代
以降の年代と

いえる。

第9層からは丸瓦95、第8層からは青磁皿片85が出土した。95は内面に布目痕がある。85
は輪花状

口縁部で刻線により文様が付けられている。後述の第7層上面遺構の出土遺物とあわせ
ると第8 ・9

層の年代は平安～室町時代と考えられる。

c.第6・7層の遺構と遺物(図11・12)

豊臣前期に相当する遺構群を検出した。第 8層以下を掘削し整形するとともに、第 7層の
盛土を施

し、生 活面が形成されている。東 北部の高所には東西方向から南北方向に屈曲するSD7
01が掘られ、

東北部に周囲より一段高い地形を造り出している。また、南 部には埋没していない谷を
埋めるように

第7層による盛土を最大1.4m行い、逆 に南部が高くなるような東西方向の高まりを築い
ている。高 ま

りに沿って東西方向の溝SD702が掘られている。こうして溝・盛土によって東北部と南
部が高い造成

を行っている。西北部の低い部分は第6層の作土があり、耕 作地として利用されていた。

第7層からは以下の遺物が出土した。

87は土師器把手片で上部に切込みを有する。88は瓦質土器三足片である。96は土師質の
博で幅17cm,

5

1 :150

10m

図11 第6 ・7層の遺構
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\ ニ ニ 巳 ? 93

95

96

 97

20cm

第9層(95)、第8層(85)、

厚さ6.5cmある。

以下おもな遺構について記す。

図12 第6～9層・SD702出土遺物

第7層(87・88・96)、第6層(86・89・94・97)、SD702(91～93)

SD701  調査地東北部で検出した東西から南北方向に屈曲する溝である。谷の斜面を掘込み、東北

部の高所と低い部分とを明瞭に区分している。幅1.5～3.0mで、南北方向の方が広い。深 さは、東肩

および北肩を基準にするとl.7m,西肩および南肩を基準にすると0.5mある。屈曲部には杭の痕跡が
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あり、高 まりからの土砂の崩落を防ぐためと考えられる。この溝は第4層上面の段階にも継
続する。

出土遺物は若干の土師器・須恵器・瓦片のみであった。

SD702  調査地南部に位置する東西方向の溝である。幅268～4.0mで、0.3～0.5m掘込んでいるが、

南側の肩は第7層の盛土斜崩を利用していることから、南側を基準にすると0.7～1.2mある
。底は東

から西に向かって下がるが、西端付近では急に浅くなる。

幾度かの掘直しが認められ、埋土下部には流水の痕跡が認められる。埋土上部は第5層の整
地に伴

う埋戻し土である。瀬戸美濃焼丸皿91、白磁碗92・93などが出土し、豊臣前期に位置づけら
れる。

第6層の大部分は第4層の耕作によって失われていたが、第5層の整地で覆われた西端部分
を中心

に東西方向の小溝群が検出された。耕作に伴うものであろう。

第6層からは、瓦器椀86、管状土錘89、青磁碗94、砥石97が出土した。

上記のように第5層の整地によって地形は大きく改変する。斜面地をいくつかの平坦地に分
割する

造成であり、町づくりに関係する可能性が高い。北西の高所は削平のためか遺構が検出され
なかった

ものの屋敷地として利用されたと考えられる。また、南側の東西方向の高まりはのちの段階
と合わせ、

道路を意識したものであるかもしれない。高い部分は屋敷地および道路、低 い部分は耕作地
として利

用された可能性がある。

d.第4・5層の遺構と遺物(図13・14)

第3層以上を重機によって除去したため、第4・5層より上位に掘込み面がある遺構も一括
して検

小溝群 SK201

SD50マ、、

K30

SE302

SD504

E30

5

1 :150

10m

図13 第2～ 5層の遺構
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1:4

図14 出土遺物(6)

には南北方向の溝sD501が掘ら  SD501(98 ・99)、SD502(102 ・103)、SD504(101 - 104)、SD505(100)

れている。前段階のSD701は幅、深さともに減ずるが、継続して利用されている(SD502)。こうして東・

南・西 3方が高い地形となり、低 い部分には作土である第4層が認められることから耕作地として使

われていた。第 5層からは図化可能な遺物は出土しなかった。

おもな遺構と遺物について記す。

SD501  調査区西側にある南北方向の溝である。幅2.Omで深さは東の低い部分から測ると0.4m,

西の高い部分からは1.0～1.2mある。底部の形状はⅤ字形で底には流水の痕跡が認められた。それよ

り上位は整地層である第3層である。出土遺物はごく少量で、土師器皿98・99を図化した。

SD502  北西部の高まりを囲むように屈曲する前段階の溝SD701に継続するものである。幅1.0～

2.0m,深さは東肩および北肩を基準にすると0.9m,西肩および南肩を基準にすると0.3～0.4mある。

この溝に後述のSD504・505が取り付 く。丹波焼鉢102、備前焼捕鉢103などが出土した。

SD503  南側の高まり肩部にある東で南にやや振れる東西方向の溝である。幅0.3mi 深さはO.lm

ある。埋土の多くは整地土である第3層である。遺物は出土しなかった。高 まりの肩部に位置するこ

とから、高 まりを道路と仮定すると、深 さは浅いものの道路側溝の可能性がある。

SD504  調査地南東部で検出した幅0.6m,深さ0.2mの北で東に振れる溝である。SD502に取り付

く。瀬戸美濃焼碗101、丹波焼平鉢104などが出土した。

SD505  SD504と1.8mの距離をおいて東に平行する溝である。幅1.2～2.0mと肩部はやや不整形で、

深さは0.3mある。SD502に取り付 く。土師器皿100が出土した。口縁部に煤が付着しており、灯 明皿

として使用されたものである。

SD504・505は平行することから互いに関連した溝であろう。溝が位置する部分は西に比べて高く、

南側の高まりともほとんど変わらない。また、SD502と取 り付 く部分ではSD502の深さが0.2mと浅
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くなっている。このことから、南側の高まりと北東部の高まりとをつなぐ通路の可能性がある。

中央部の低い部分は作土層である第4層があり、東西・南北方向の小溝群が検出された。耕作に係

わるものであろう。土師器・須恵器のほか瀬戸美濃焼片が出土した。

上記のように第4層の整地は前段階の基本的な土地利用を引き継ぎながらも、 さらに平坦地を造成

している。1つには南側に盛土を行い、前段階にあった東西方向の高まりをさらに広くしている。そ

の方位は東で南に振れ、SD504・505ともほぼ直交することから計画性を窺うことができよう。これ

まで判明した豊臣期の町割りの方位は北で東、東で南に振れることが多く、町割りに係わる可能性が

尚い 。

また、西側に高まりを造成し、境 に溝を掘っていることも注目される。調査地の西側約150mには

当時の主要な道路の1つである現在の松屋町筋が位置しており、 これに近い調査地より西側は積極的

に開発を行った地点と考えられる。西側に高まりを築いたのも、広 い屋敷地を確保するためとも考え

られ、SD501が南北方向であるのも、西側の町割りの影響を受けたためかもしれない。

e.第3層の遺構と遺物(図14)

先述の地形の凹凸は第3層の整地によって平坦にされる。第3層以上は重機によって除去したため、

時期のわかる遺物は出土していないが、第4層段階の遺構に豊臣後期の遺物を含まないこと、本層上

位より掘込まれたと判断できる遺構に豊臣後期の遺物が含まれること、および周辺の成果から第3層

の年代を1598年とするのが妥当と判断できる。第4・5層まで掘下げた時点での検出であるため、規

模の大きな遺構しか検出することができなかった。なお、本層の上面は調査地4周の壁面で見る限り、

大きく削平を受けている。以下おもな遺構について記す。

SE301  調査地南東部に位置する井戸である。検 出面からの深さは2.0m以上あり、底 まで掘削す

ることはできなかった。豊臣後期に位置づけられる土師器皿が多く出土した。

SE302  調査地中央部に位置する井戸でSD502を切り、徳川期の井戸に切られる。桶を井戸側と

する。検出面からの深さは1.5m以上ある。遺物は少量であるが豊臣後期の特徴をもつ。

SK303  北東部で検出した土壇である。幅1.2m,長さ1,6m以上ある。検出面からの深さは0.3mで

ある。埋土は均質な砂で、多 くの瓦片のほか唐津焼片が出土した。

f.第2層の遺構と遺物(図14)

徳川期である第2層の遺構として多くの井戸や土塘がある。また、北東端の柱列もこの時期の可能

性がある。

中央部に位置するSK201は深さ0.2mが遺存するに過ぎないが、多量の木屑が出土し、木製品の製

作に係わる廃棄土城の可能性がある。

3)まとめ

今回の調査では、古代と豊臣期において大きな成果をあげることができた。

古代では谷の発見と多量の遺物が出土したことにある。この谷は従来予想されていたよりもさらに

西に延びることが判明した。また、奈良時代の遺物は、多量の土器類のほか墨書土器・土馬・瓦など
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一般的な集落とは考え難いものが含まれ、難波京外部におけるこの地にも重要な施設があった蓋然性

を高めることとなった。上町台地西斜面に当り、松屋町筋を臨む立地に深く関係するのであろう。

また、豊臣前期の段階で積極的に開発が行われていることが判明した。従来、本町通より南側は開

発が遅れると考えられていたが、今 回の調査結果はそれを否定するものとなった。

調査地周辺は比較的調査件数が多いとはいえ、不明な点は各時代において残されてぃる。より多く

の調査の積み重ねによって、当時の状況を復元してぃく必要がある。

参考文献

大阪市文化財協会2004、『難波宮址の研究』第十二
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南壁地層断面

(北から)

第12層上面の谷

(南東から)

第10層内の石群

(北西から)



第7層上面の遺構

(南から)

第7層上面SD702

(西から)

第5層上面の遺構

(南から)



第5層上面SD501

(南から)

谷出土の古代遺物

谷出土の墨書土器5



大坂城跡発掘調査(OS09-4)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区十二軒町7-1・7-7・7-14・7-22・

7-23・ 7-24・ 7-25・ 7-26・ 7-27

調査 面 積 70留

調査 期 間 平成21年6月1日～6月5日

調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄
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1)調査 に至る経緯 と経過

調査地は豊臣氏大坂城の惣構の西南、谷 町筋から西へ約100m,長堀通から北へ約150mの位置にあ

る(図1)。-二軒町とは、寛文期(1661～1673年)の『大坂町中並村々絵図』にあるように、蔵奉行手

代十二人および金奉行手代八人の屋敷があったことに由来し、幕末の文久3(1863)年の『改正増補国

宝大阪全図』まで「ヲクラ手代」「御金同心」と記されている[平凡社地方資料センター1986」。寛文期絵

図より少 し遡る『明暦元年大坂三郷町絵図』 (1655年)でも、調査地点は「両町奉行諸役人面々並与力同

心屋敷」の色で塗られている。

調査地周辺の地形は起伏に富み、調査区に西接する南北道をピークに、西側には北西へ延びる小谷

があり、東 側は谷町筋に向って低くなる(龍造寺谷)。近隣の調査では、西南西約100mの○SO5- 7次

調査地は上記の小谷の中にあり、飛 鳥～奈良時代の土塘が検出されている[大阪市教育委員会 ・大阪

市文化財協会2006]。南西約100m余のOS99-59次調査では、柵 などから豊臣前期にN2゚Wの町割が

できていたと考えられ[大阪市文化財協会2002]、南隣のOSO7- 9次調査では、同じ谷を埋めた上面

で大坂夏ノ陣で焼けた建物が検出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009]。この建物

は北でやや東に振り、豊 臣後期の整地を契機に現在と同方向の町割方位がとられたと考えられる。

江戸時代の安堂寺町界隈は瓦屋の請地であったが、OSO7- g次調査では、京都府大山崎町にある

離宮八幡宮の神宮寺再建(慶安元年(1648年))のために焼かれたことがわかるスタンプ文字のある瓦の

出土が特筆される[京鴫覚2008]。またOS99-59次調査などでは金箔押瓦や非常に大きい平瓦が出土

し、豊臣期の有力者の屋敷の存在が推定されている。さらに西のOSO6-1次調査で川西宏幸編年Ⅳ

期のほぼ完形の円筒埴輪が出土していることをはじめ[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会2008]、

周辺では埴輪が点々と出土し、破壊された古墳群が存在したと推定されている[寺井誠20071o

30m

1 : 1 ,000

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第1層

SD104    SD102

調査は、大阪市教育委員会の試掘結果を受け、工事側に

よる表土掘削の後、東西12.5m,南北5,6mの範囲を対象

に行った(図2)。報告で使用した方位は図1(座標北)を除

き磁北、標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと

記した。

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

1)層序

調査区は西から東へ低くなる。ここでいう第1層より上、現地表まで1～2
mの間は調査時には観

察できていない。

第1層:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質粗粒～極粗粒砂層で、層厚30cm以
上の江戸時代の整地層

である。

第2層 :浅黄色(2.5Y7/4)シルト質中粒～粗粒砂層で、層厚は100cm以上で
ある。更新統の地層で

ある。

11遺構と遺物

以下の遺構は、すべて第2層上面検出である。

SD102 ・104は南南東一北北西の方向で、SD104 →SD102の前後関係が
ある。SD102で幅3.60m,

深さ0.50mあり、南 側に長さl.20m,幅0.45mで深さ0.55mの一段深くなる
ところがある。SD104も

同程度の幅と深さであったと推定される。SD104の底に非常に薄い水成層が
ある他は、埋められてい

る。SD102からは、外 底面に刻印がある肥前京焼風陶器碗3、土 師器泡烙8
、丹 波焼WlOが出土して

おり(図5)、 8は難波編年のE類で[難波洋三1992]、17世紀後半～18世紀前
半に属するものである。

SD102・104は町割と合っておらず、地形に沿っている。これらは道から約
30m奥に入っており、傾

斜地である当地では、建 物のない裏には町割より地形に規制された遺構があ
った。

この他にいくつかの土墳があるが、その中で大きなものにSK101・103がある
。SKIOIは東西2.8m

以上、南 北2,5m以上あり、深 さは0.55mである。炭が混り、ゴ ミ捨 て用の穴
であろうが、陶磁器など

は多くない。1 ・2は肥前磁器染付碗、4は中国製白磁皿で輪花になってい
る。7は土師器泡烙、9

は肥前陶器鉢で、白泥で口縁端面に花、体 部外面に鳥の文様がある。これら
からⅠ7世紀後半の遺構で

あろう。SKj 03は南北3m以上、深 さ0.73rnあり、遺物はほとんど出土せず
、一気に埋められている。

ゴミ穴以外の用途が考えられる。肥前磁器青磁香炉5、土 師器泡烙6が出土
しており、17世紀中頃～

後半の遺構と推定される。

SAIIOは、以上の遺構を切っており、時期は判然としないが、江戸時代後半
から近代に下る柵である。

4間分5.67rnが検出されており、掘形は四角形である。方向は現在の町割に
合っている。

この他に攪乱からの出土であるが、軟 質施釉陶器灯火具11、瀬 戸美濃焼の灰
落し12がある。11は舌

状の芯立てがあり、口縁部の突起が剥落している。底 は糸切りされている。
12は胴部に横方向の櫛描

き沈線を入れ、縦方向11箇所を丸ノミ彫 りし、胴 部から底部にかけ錆釉、口
縁部内外面に灰釉が施さ
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SP115

六 一 ・・・・・ご゜゚""
SK107

[ 尿 1 SKIOI

SD102          SP111

116

SD104

SK103

ー--一゙-゙゙一一てで=冫'
SK106

SK105 5m

1 : 100

SK103

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質粗粒砂

2:含礫オリーブ褐色(2.5Y 4/4)シルト質粗粒～極粗粒砂

3:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質粗粒砂

SKIOI

1:含炭オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト ・粗粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質粗粒～極粗粒砂

3:黄褐色(2.5Y5/5)粗粒～極粗粒砂

4:明黄褐色(10YR6/6)シルト質粗粒砂

b"

TP+13.5m

+1 3.0m

SD102 dTP+13,5m

+1 3.0m

1;黄褐色または褐色(10YR4.5/6)シルト・粗粒砂

2:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質粗粒～極粗粒砂

3:黄褐色(10YR5/6)シルト・粗粒砂

4:黄褐色またはオリーブ褐色(2.5Y4.5/6)シル ト～細粒砂

5:黄褐色(2.5Y5/6)シルト質粗粒～極粗粒砂

6:浅黄色(2.5Y7/4)シルト質粗粒～極粗粒砂

7:にぶい黄色(2.5Y6/3)粘土 水成層

2m

1:50

図4 平面図および南壁・遺構断面図
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0 20cm

図4 出土遺物実測図

SD102(3・8・10)、SK101(1・2・4・7・9)、SK103(5・6)、攪乱(11・12)

れる。底部は糸切りされている。瀬戸市の杢兵衛窯跡に近い例がある[瀬戸史市編纂委員会1
998」。ま

た、ごく少量であるが、円筒埴輪片が出土した。

3)まとめ

今回の調査では豊臣期以前の遺構は検出されなかったが、近隣の調査では豊臣前期には屋敷
地が造

成されており、 これは、傾斜地にあることと街区の奥にあることの特殊な事情によるため
であろう。

同様に、17世紀後半頃にも町割より地形に規制された遺構が残っていた。周辺は大坂城跡の
中では必

ずしも調査が多くないが、複雑な地形を復元しつつ丹念に調査を積み重ねていけば、古墳時
代から古

代の様相、豊臣氏大坂城期の開発から徳川期の蔵奉行・金奉行関係の屋敷への変遷過程など
が明らか

にできると思われ、今後の調査が期待される。
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SKIOIなど

調査区東半

(北西から)

SD102・104

(北から)

調査区全景

(東から)



中央区谷町六丁目における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OSO9-6)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区谷町6丁目5

200nイ

平成21年9月17日～10月5日

財団法人 大阪市文化財協会

文化財研究部次長 南秀雄、黒田慶一
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1)調査 に至る経緯 と経過

今回調査地は豊臣氏大坂城惣構の南西隅近くに当ると同時に、江 戸時代の1630(寛永7)年に、徳 川

幕府から寺島藤右衛門が瓦土取場として拝借した藤右衛門請地の西辺部に位置する(図1)。調査は試

掘調査の結果を受けて、南北5mx東西40mの200 rrfの調査区(図2)を設けて着手し、機 械で現代盛

土を除去した後、人力により遺構検出・掘削を行った。本報告書では図1・12は座標北、それ以外の

挿図では磁北を使用した。水準値はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、本文・挿図中ではTP+○mと

示した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

第1層 :層厚20～40cmの現代盛土層である。

第2層 :層厚20～30cmの暗灰黄色粗粒砂質シルト層である。肥前陶胎染付碗6が出土した。

第3層:層厚20～30cmのにぶい黄褐色シルト質中粒砂層を主体とする整地層で、肥前染付磁器碗2・

Ⅱ仕22が出土した。18世紀中葉の整地と考えられる。SK104の埋土でもある。

第4層 :オリーブ黄色シルト～細粒砂の地山層である。

ii )遺構と遺物(図5～11)

109

1 1 1111     1  1

1:7、500

図1 調査地位置図

30m

1 : 800

図2 調査区位置図

一 ]] ー



第1層
a.第4層(地山)上面の遺構

SAIOI  SP125・144・145・149・152～159・161～163の掘

第2層           立柱穴からなる東西塀で、柱芯々間は約2.0mである。一辺0.3～

。一。 1  0.1～0.l5mの断面が円形の柱を入れるが、SP158のように断面

第4層(地山)    文〒ノ  方形の柱を立てたものもある。SP144から土師器灯明皿33、ロク

図3 地層と遺構の関係図   ロ成形土師器皿34が、SP156から肥前染付磁器蓋付碗5
、肥前青

磁皿13が、SP165から「大明年製」の字款をもつ肥前染付磁器皿12が出土した。これらの
遺物から、年

代は18世紀前半で次のSB102・SB103に取り付 く遺構である

SB102  調査区東端で検出したSP123とSAIOIのSP125で構成される。梁行は1間、
柱芯々間は

0.8mに過ぎない。次 のSB103のような建物になると考えられ、SB103とは17.7m離れて
いる

SB103  SP146・160・164とSA101のSP145・159・163で構成される1間の建物で
、柱芯々間は

梁行でl.2m,桁行では南側柱列であるSA101が3間、2.0mであるのに対して、北側柱列
は2間、3.0m

である。柱の配列から門遺構などではなく、SAIOIを支える施設と思われる

SK104  調査区東端の落込みで、南 北2.0m以上、深 さは南では0.4mを測るが、北で
深くなり0.8m

以上となる。図 4のように第3層で整地する際に埋没していることから、井 戸の可能性
がある。肥前

染付磁器碗4、肥 前陶器京焼風碗29が出土した。4は高台内に渦状の「福」字、29は高台
内に「新」の刻

印がある。18世紀中葉までの遺物である

SD149  調査区中央の南北溝で、長 さ1.5m以上、幅0.4m,深さ0.2mを測り、埋 土は
灰褐色細粒砂

b.第3層上面

SE1 1  調査区西部の直径2.2m,深さ1.2m以上の井戸で淡黄色粗粒砂が埋土である。
肥前染付磁器

鉢20・Ⅲ21、明石焼捕劃娼9が見つかった。20は底部内面に五弁花、高 台内の字款として
渦「福」字を配

する。18世紀末の埋没と考えられる

SKO2

東 壁

1:暗灰黄色粗粒砂質シルト

2:オリーブ褐色シルト質中粒砂

3:オリーブ褐～黄褐色シルト質中粒～粗粒砂

4:オリーブ褐色シルト質中粒～粗粒砂

5 炭゚

6:明黄褐～オリーブ褐色シルト質中粒～粗粒砂

7.シルト偽礫含む明黄褐色シルト質中粒砂

8:灰黄褐色小礫混りシルト

図4 東壁地層断面図

+8.0m

9:黄褐色粘土～シルト

10:黄褐色粗粒砂質シルト

11:にぶい黄褐色シルト質中粒砂

12:明黄褐色シル ト

13:炭

14:黄褐色中粒砂質シルト

15:シルト小偽礫含む黄灰色中粒砂質シルト

16:シルト偽礫含む黄褐色シルト質細粒～中粒砂

2m

1:50
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図5 第4層(地山)上面平面図
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1:にぶい黄褐色中粒砂
2:にぶい黄橙色中粒～粗粒砂

1:黄灰色シルト質中粒砂

SP158

一回 ・
エ:にぶい黄褐色中粒砂

2:オリーブ褐色シルト質中粒砂

SP155SP156

1:暗灰黄色中粒砂

2:オリーブ褐色シルト質中粒砂

3:明黄褐色極細粒砂

1:オリーブ褐色中粒砂

2:オリーブ褐色シルト質中粒砂

1:褐色細粒砂

2:褐色シルト質細粒砂

1:黄褐色中粒砂

2:にぶい黄褐色シルト質中粒砂

1:黄褐色中粒砂

2:褐色シルト質中粒砂

2m
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図7 SAIOI・SB103平・断面図(2)
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SK15

SEI 1

SK2B

SK18  SK27

SK17)"

SK33

SK26

SKI

SKO4

-SK40-
SK39

1:100



SK16 TP+9.0m

+B.0m

1:黄褐色粗粒砂

2:炭

3:にぶい黄橙色粗粒砂

4:シルト偽礫含むオリーブ褐色粗粒砂

5:炭

SK27 SK18 TP+9.0m

+8.0m

1:灰褐色の灰

2:黄褐色細粒砂

3:オリーブ褐色粗粒砂

4:白色シルト偽礫含む黄褐色粗粒砂

5:黄褐色シルト

SK20
TP+9.0m

+8.0m

1:オリーブ褐色粗粒砂

2:オリーブ褐色シルト質粗粒砂

3:灰褐色の灰

4:黄褐色粗粒砂

5:炭

6:黄褐色細粒砂

7:炭

8:にぶい黄褐色シルト

9:黄褐色細粒砂

SK17 TP+9.0m

十8.0m

1:小石含む黄褐色粗粒砂

2:シルト偽礫含むオリーブ褐色中粒砂

3:炭

4.明黄褐色粗粒砂

SK19

8
o. 9 o.  TP+9.0m

十8.0m

SK21

1:灰黄色粗粒砂

2:灰黄色粗粒砂

3:炭

4;黄褐色粗粒砂質シルト

5:漆喰含む炭

6:炭

7:焼土片含む暗灰黄色粗粒砂

8:灰黄褐色粗粒砂

9:シルト小偽礫含む灰黄色粗粒砂

TP+9.0m

1:黄褐色粗粒砂

2:シルト偽礫含むオリーブ褐色粗粒砂

3:炭

4:にぶい黄色シルト

5:オリーブ褐色粗粒砂質シルト

6:石含む暗オリーブ褐色粗粒砂

7:オリーブ褐色細粒砂

8:にぶい黄褐色シルト質中粒砂(第3層)

+8.0m

灰

SK33
TP+9.0m

+8.0m

1:炭

2:オリーブ褐色粗粒砂

3:炭

SK15

TP+9.0m

十8.0m

1:暗オリーブ褐色シルト質粗粒砂

2:褐色シルト質粗粒砂

3:黄褐色シルト質粗粒砂

4:暗オリーブ褐色シルト質粗粒砂

5:にぶい黄褐・褐色白色粗粒砂

6:オリーブ褐色シルト質粗粒砂

7:灰黄褐色シルト質粗粒砂

8:シルト偽礫含むにぶい黄褐・褐色粗粒砂質シルト

9:シルト偽礫含むにぶい黄褐・褐色粗粒砂質シルト

10:にぶい黄橙・にぷい黄褐色粗粒砂

11:褐色粗粒砂質シルト

12:にぶい黄褐色シルト質粗粒砂

13:シルトの偽礫含む橙色粗粒砂

2m

1:50

図9 遺構断面図
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1   ' l 11

20cm

図10 遺物実測図(1)

SK22( 1・7・17・23)、第3層(2・22)、SK39( 3 )、SK104( 4 )、SP156(5・13)、第2層(6)、SK17( 8 )、
SK28( 9・14・16)、SK16 (10・19)、SK40(11)、SP165(12)、SK15(15)、SK19(18)、SEII(20・21)
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20cm

図11 遺物実測図(2)

SK17(24・38)、SK33 (25)、SK40(26)、SK18(27・31)、SK26(28・35・41～43)、SK104(29)、

SK16 (30・40)、SK15(32・37)、SP1 44(33・34)、SK28(36)、SE11(39)、SK39(44)、SKO4(45)
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SKO2  調査区東端の東西0.8m以上、南 北0.8m以上、深さ0.8mの土塘で、図4のよう
に下部0.6m

は炭で、炭 を投棄するためのものと思われる。19世紀の土塘である。

SKO4  南北1.5m以上、東西3.5m以上、深さ0.8mの暗灰色粗粒砂を埋土とする近代
の土塘で、土

製玩具面子「福」字の型45が見つかった。

SK15  調査区西部の直径1.3m1 深さ0.8mの土塘で、図9のように灰黄褐色シルト質粗粒砂などで

埋っている。瀬戸美濃焼磁器碗15、関西系陶器御神酒徳利32、ベ ンガラ付焙烙37が出土
した。19世紀

の土塘である。

SK16  一辺1.2m,深さ1.2mの方形の土壇で、図9のように下部1.Omが炭であるこ
とから、炭を

投棄するために掘られた土塘と考えられる。肥前染付磁器色絵湯飲碗10,肥前染付磁器
皿19、関西系

陶器小杯30,産地不明の褐釉940が見つかった。19は焼継ぎ有り、40は頚部が長いので
信楽焼の可能

性がある。19世紀の土塘である。

SK17  直径1.3m,深さ0.8mの円形の土壇で、図9のように下部0.7mが炭である。
肥 前染付磁器

素描碗8、関西系陶器蓋24、産地不明植木金本38が出土した。24はイッチンとトビガンナ
が施され、38

は丹波焼の可能性がある 18世紀末～19世紀の土塘である。

SK18  SK27を切り、SK21に切られる、東 西1.6m,南北1,1mの土壇で、図9のよう
にオリーブ褐

色粗粒砂などで埋っている。関西系陶器蓋27・同土瓶31が見つかった。19世紀の土壇で
ある

SK19  一辺1.2m,深さ1,1mの方形の土壊で、図9のように下部0.7mが炭である。S
K16・17など

と同様、炭 を投棄するために掘られた土塘と思われる。肥前染付磁器皿18が出土した。18世
紀後半の

土壇である。

SK20  直径1.2m,深さ0.7mの黄褐色細粒砂などを埋土とする土塘で、図9のように
上部に灰が、

下部に炭が堆積している。

SK2  南北0.8m以上、東 西1.7m,深さ0.9mの土塘で、図 9のように下部に炭が堆積し
ている。

SK22  調査区東端のSKO2に切られる。図 4のように明黄褐色粗粒砂などで埋っている。
肥前青磁

染付蓋1、肥 前陶胎染付碗7、瀬 戸美濃焼陶器腰錆碗17、肥前陶器鉢23が検出された。1
8世紀後半の

土塘である。

SK26  SK33を切り、SK17に切られる長径2.2m,短径1,8mのいびつな楕円形の瓦溜で、
深 さ1.3m

を測る。関西系陶器土瓶蓋28、土師器壺35、軒丸瓦41、軒平瓦42・43が出土した。19世紀の
土塘である。

SK27  南北1.7m,東西1.2m,深さ0.8mの黄褐色細粒砂を埋土とする土壇で、図9のよ
うにSK18

に切られ、上部に炭が堆積している。

SK28  一辺1.2m,深さ0.8mの方形を呈する土塘で、淡黄色粗粒砂を埋土とする。肥前陶
器刷毛目

碗9、中国製青花碗14、瀬 戸美濃焼磁器碗16、土 師器涼炉36が見つかった。19世紀の土
塘である。

SK33  SK26に切られる直径1.lm,深さ0.6mの土城で、埋 土は中央にオリーブ褐色粗粒
砂が介在

する以外はすべて炭で、イッチンを施す関酉系陶器蓋25が見つかった。19世紀の土塘で
ある。

SK39  南北1,5m以上、東西3.0m,深さ0.3mの黄褐色シルト質粗粒砂が埋土の土墳で、
肥前染付

磁器碗3、細 羽口44など18世紀後半の遺物が出土した。
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SK40  一辺1.Om, 深さ0.6mのほぼ

方形を呈する土塘で、炭を埋土とする。

肥前染付磁器湯飲碗11、関西系陶器蓋

26が出土し、26はイッチンを施す。19

世紀前半までの遺物を包含する。

c.考察

当地は豊臣氏大坂城惣構内に位置す

るが、豊臣期に遡る遺構は検出されな

かった。地 山上面は西端の近代の掘削

による段以外はほぼ平坦で、その上面

に18世紀中葉のものと思われる整地層

(第3層)がのっている。藤右衛門請地

を決定するような土採り壇は確認され

なかったが、地山層がシルト～細粒砂

で構成されていることから、粘土層掘

今回調査区
3      16,    l6

r -   f5 〆= 27  26・Lラ

冫-I:

200m

1 : 5,000

図12 大阪市内地図『嶋之内』部分

削の結果、不用な砂層上面で掘削を止

め、平 坦化した可能性は残る。大 阪市内地図『嶋之内』[逓信協会大阪支部19181 (図12)によると当

地は西賑町に当り、旧名の「野漠」すなわち瓦土取場であった可能性が高い。18世紀前半まで行われた

粘土採りで削平された可能性を考えるべきであろう。また今回調査区を『嶋之内』の地図に入れると、

1918(大正7)年の敷地境に位置することがわかった。18世紀前半に施工されたと思われるSAIOIの

区画は近代まで維持された可能性が高い。また18世紀後半以降、19世紀に炭を投棄する土壇が、数箇

所に分かれて掘られている。製 品らしいものとして、SK26の瓦類が挙げられるが、この瓦溜が製品

の廃棄土塘であった確証はない。炭 を投棄する土塘が、どんな産業の所産であるかは、今 後の課題で

ある。

3)まとめ

豊臣期の遺構・遺物は検出されなかったが、18世紀以降の当地の状況を明らかにすることができた。

炭や灰を埋めるために掘られた土塘を多く検 出し、製 品を限定するには至らなかったが、なんらかの

火を使う産業があったことは確かである。周辺の調査を継続することによって、「工都大坂」の実態が

鮮明になっていくものと考えられる。

参考文献

逓信協会大阪支部1918、大阪市内地図『嶋之内』
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地山上面西端

(南から)

地山上面全景

(東から)

地山上面全景

(西から)



SK19(北から)

SK27(北から)

SPI 44(西から)



平成21年度特別史跡大坂城跡整備事業に伴う大坂城跡発掘調査(OSO9-10)報告書

・調査 個 所 大阪市中央区大阪城大阪城公園内山里丸

・調査 面 積 452rrf

・調査 期 間 平成21年12月21日～平成22年3月19日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄、大庭重信

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地は特別史跡大坂城跡の山里丸に位置する(図1)。山里丸は、大 坂城天守閣の北側に接して設

けられた一段低い曲輪であり、1624(寛永元)年～1626(同二)年に実施された大坂城再建第二期工事

の本丸普請に伴って築造されたとされ、徳 川期には大坂城を警備する旗本の加番小屋があった(図2)

[新修大阪市史編纂委員会1989」。山里の名前の由来は、豊 臣期に風雅な侘茶湯を楽しむ草庵や茶室が

あったことによるもので、大坂夏ノ陣の最後には秀頼と淀殿が自殺 した悲劇の場所としても伝えられ

ている。なお、『城塞綽史』や中井家伝来の豊臣期大坂城本丸絵図と現在の大坂城との比較から、徳川

期の山里丸は豊臣期のそれをほぼ踏襲していることが指摘されており[櫻井成廣1970]、不 明な点が多

い豊臣期大坂城を復元する上でも重要な場所といえる。

これまで大坂城の山里丸では、石垣の保存修理作業の一環で、平 成17年度と20年度に調査が行われ

ている(図1)。今 回も、徳 川氏大坂城築造当時の状況や盛土のようすを明らかにし、雁木の修復を含

めた今後の史跡整備に際しての資料を得ることを目的に調査を実施した。

調査区は、山里丸西半に設けた南北33m1 東西4.5mのトレンチを1区、桝形多聞櫓西部を中心に

西側の雁木・石垣部分を2区とし、 2区をそれぞれ2区上段、後 者を2区下段と呼称する。調査は2

区を人力掘削、1区を現地表面から50cmまでを重機により除去し、それ以下を人力によって掘削した。

1区では徳川期の遺構面を、 2区では雁木の検出状況と雁木除去後、および桝形多聞櫓の礎石の検出

状況を、空 中写真測量によって記録した。また1区では、現 地表下約3m付近で大坂夏ノ陣に伴うと

みられる焼土層を確認したことから、一部を深掘りして豊臣期の地表面の検出を行った。

なお、図 に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、平 面図は世界測地系を基準に作図した。

〈調査の結果〉

1,層序

1区を基準に、現 地表下4mまでの地層を第1～6層に区分した(図3)。

第1層:現代の盛土層で、層厚は30～40cmある(図3-1:以下図一を省略)。1区北端の第1層下

面で、1945年の大阪大空襲の際のものとみられる焼土や煉瓦・コンクリート・瓦片を多く含む大型の
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図1 調査地位置図

50m

1 : 2,000

図2 幕末頃の大坂城山里丸建物配置図([松岡利朗1988]をトレース、トーンは今回調査地)
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土塘を検出した。

第2層 :近代の盛土層で、層厚は10～100cmある(2)。1区北西部では瓦・礫 の集積と焼土粒を含

む黒色礫混り砂質シルトが互層で堆積しており、1868(明治元)年の戊辰戦争後の戦災の片付けに伴う

ものとみられる。第 2層上面や地層内から掘込まれた土管、コンクリート基礎などを検出した。

第3層 :山里丸築造後の徳川期の古土壌で、暗灰黄色細粒～中粒砂質シルトからなる(3)。1区南

半に遺存しており、層厚は10cmある。上面の標高はTP + 18.5mである。第 3層上面や地層内で土塘、

溝、礎 石などを検出した。

第4層 :1624(寛永元)年に開始された大坂城再建第二期工事の山里丸築造に伴う盛土層で、層厚は

300cmある。整地の工程や単位から、第 4-1層～第4-4層に区分できる。

第4-4層は、焼土偽礫や焼けた瓦・壁土を大量に含み、1区中央の深掘り部分で確認した(同

14)。層厚は最大で50cmある。南半では焼土偽礫の下に被熱の跡が見られない瓦片が集積していた。

ともに大坂夏ノ陣後の片付けに伴うものと考えられる。

第4-3層は、1区中央で確認した粗粒砂～礫からなり、層厚は最大で200cmある(13)。北 から南

側へ土を盛り上げており、幅約12mの東西方向の土手状の高まりをなす。部分的に焼土の偽礫を薄く

挟み、最 下部には灰黄色シルト偽礫が多く含 まれる。備前焼壺2が出土した(図4)

第4-2層は、第4-3層によって出来た高まりの南側を埋めた地層で、1区南部で確認した。土

手に近い北半では、一辺5～10cm程度の複数種類の偽礫を高まりの上から投下しており(12)、最下部

には人頭大の礫が多く見 られた。南半では段丘構成層起源の亜角の粘土偽礫を含む灰褐色シルト質粗

粒砂～礫(11)で一気に埋められていた。本層からは肥前陶器碗1が出土した(図4)。釉が高台下端ま

で掛っており、徳 川期に下るものであろう。

第4-1層は、第4-3層によって出来た高まりの北側を埋める地層で、南側と異なり、複 数の休

止面をもちつつ、水 平方向に積まれていた(4～10)。本層の中部には、荷 重により変形した亜角の暗

オリーブ灰色極細粒砂～シルト偽礫が多く見 られ(7)、堀埋土など水分を多く含 んだ湿地の堆積物に

由来すると考えられる。

第5層 :灰白色細粒～粗粒砂からなり(15)、豊臣後期の石組溝SDO8を覆うとともに、溝 の外側に

も3 cm程の厚さで分布する。第 5層上面からの掘込みを2箇所で確認し、これらの埋土には焼土偽礫

が含まれるのに対し、第 5層中には焼土粒が含まれないことから、大坂夏ノ陣以前の地層の可能性が

ある。

第6層:1区中央のSDO8の周囲で確認した、灰黄色礫混りシルト層からなる豊臣期の盛土層で(16)、

堅く締まっている。1区南部の深掘り トレンチでは層相が異なっており、褐 灰色粘土質シルト偽礫と

明黄褐色中粒～粗粒砂の互層からなる(17)。層厚は50cmまで確認した。

2.遺構および遺物

i)1区豊臣期

中央の深掘り トレンチで、ほぼ正方位を向く南北石組溝SDO8と瓦敷を検出した(図3)。溝 の幅は
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徳川期の遺構
SDO5 SDO6

×
上
示゙

色
o

SKO7  (トーンは第3層下面の遺構)

×
1
μふ
"

ト
No

豊臣期の遺構

西壁地層断面

1 :現代整地層(現代盛土、第1層〉

2:瓦・礫集積+焼土粒含む黒褐色(10YR3/2)礫混り砂質シルト(近代盛土、第2層)

3.暗灰黄色(25Y 4/2)細粒～中粒砂質シルト(徳川期古土壌および遺構埋土、第3層)

4:灰白色(5Y7/2)粘土偽礫・焼土偽礫含む灰オリーブ色(5Y6/2)シルト質中粒～粗粒砂(偽礫が水平方向に連続)

5 、灰白色(7.5YR4/3)粘土偽礫・焼土偽礫含む浅黄色(25Y7/4)シルト質中粒～粗粒砂(偽礫の方向は一定しない)

6:灰色(2.5Y8/2)シルト質粗粒砂～礫(上半)、灰色(5Y5/1)シルト質細粒～中粒砂(下半)(上面は堅く締 まる)

7:暗オリーブ灰色(5GY4/1)極細粒砂～シルト偽礫(湿地性堆積層起源)・灰白色(7.5Y8/1)細粒砂～シルト偽礫

(段丘構成層起源)十灰色(10Y6/1)シルト質細粒砂～中粒砂(偽礫はレンズ状で波打つ)

8゜シルト小偽礫含む緑灰色(7 5GY5/1)細粒～中粒砂質シルト

9"暗緑灰色(7.5GY4/1)釧粒砂質シルト偽礫(上半)、黄色(2.5Y8/6)極粗粒砂～礫(下半)

10:褐灰色(10YR5/1)砂質シルト偽礫(上半)、焼土偽礫含む灰黄褐色(10YR5/2)粗粒砂～礫(下半)

(上面は堅く締 まる、4～10:徳川期盛土、第4-1層)

メ
ー
μ
示

色゚

o

-H40m

1:150

11:灰褐色(7.5YR6/1)シルト質粗粒砂～礫(径3o前後の円礫多く含 む)

12:浅橙色(5YR8/3)シルト～極細粒砂偽礫(段丘構成層起源)、黒色(2.5Y2/1)砂混り粘土質シルト偽礫、黄灰色(2.5Y5/
1)

礫混り砂質シルト偽礫(焼土粒含む)十粗粒砂～礫(多様な偽礫で構成される、11・12:徳川期盛土、第4-2層)

13:浅黄色(2.5Y7/4)粗粒砂～礫+焼土偽礫(上半)、灰黄色(2.5Y7/2)シルト偽礫(最下部)(徳川期盛土、第4-3層)

14:明褐色(2.5YR5/6)焼土偽礫+粗粒砂～礫(大坂夏ノ陣後の片付けに伴う整地層、第4-4層)

15:灰白色(5Y8/2)細粒～粗粒砂(第5層)

16:灰黄色(2＿5Y6/2)礫混りシルト(第6層、豊臣期整地層)

図3 1区西壁地層断面図および検出遺構平面図



10cm

0.35rn,深さは0.35mあり、側辺に

は35 x 50 x 20cm前後の石を縦方向

に1段据え、 溝底には厚さ10cm前

後の平石や瓦質博を敷いていた。溝

の下半には炭粒を含む灰色砂質シル

1゙3                        トが堆積しており、上半は第5層に
図4  1区出土遺物実測図

第4-2層(1)、第4-3層(2)、SDO8( 3・4)     相当する灰白色細粒～粗粒砂で覆わ

れていた。溝 の東辺には0.25mの範

囲で側石が欠ける箇所があり、この部分には底に平石が敷かれ、埋土が溝の南北部分と共通すること

から、東 側に延びる東西溝が取付いていた可能性がある。SDO8内からは、肥前陶器碗3・中国製青

花碗4の破片が出土しており(図4)、遺 物の年代観から豊臣後期には機能していたと考えられる。

また、SDO8の東側には、細かく割れた瓦を敷き詰めた瓦敷が分布していた。瓦 には被熱により赤

色化したものも含まれる。SDO8の石組東辺に沿わせて瓦敷の西辺をそろえているため、 これと同時

存在して意図的に敷かれたものと考えられる。瓦敷もSDO8同様、第5層で薄く覆われていた。

なお、豊臣後期の地表面である第6層上面の標高は、SDO8や瓦敷が分布する中央の深掘り トレン

チでTP+l5.Om前後あり、南側の深掘り トレンチではTP+l5.2mとやや高く、第6層の層相も異なっ

て い た 。

ii ) 1区徳川期

第3層の上面および除去後に、溝 (SDOI～06)および土W(SKO7)および礎石を検出した(図3)。

SD03は南北方向、SD01・02・04は東西方向の溝で、1区南半の第3層上面で検出した。SDO3・

04は連結する一連の石組溝である。SDO3の南側への続きはSDO2や近代の攪乱によって切られ、不

明瞭であるが、SDO1と連結していた可能性がある。いずれも19世紀代の陶磁器類を含む。

礎石は1区北部で東西に0.5m間隔で並ぶ2個を確認したが、周囲の攪乱がひどく、一連のものかは

不明である。

SK07は1区南半の第3層下面で検出した大型土塘で、調査区内で南北10.Om,深さ2.4mを確認し、

調査区外西側へ拡がる。埋 土の下半で水平方向に並ぶ石列を確認したが、地層断面では性格を明らか

にすることができなかった。18世紀代前半までの陶磁器や瓦を含む。規模や位置関係から、幕 末の山

里加番小屋絵図に示された井戸の可能性がある(図2)。SDO5・06は第3層下面で検出した東西溝で、

SKO7と切合いが確認できなかったことから、これと関連する溝の可能性がある。

iii) 2区徳川期

2区上段の桝形多聞櫓西部で、現 地表下10～30cmで、焼 土層に覆われた櫓の礎石および栗石を検出

した(図5)。焼土層からは焼けた瓦片や19世紀代の陶磁器類、鉄 釘などが出土し、古 写真・絵 図など

からも、1868(明治元)年の戊辰戦争の際の火災に伴うものと判断される。桝形多聞櫓西部の北半には

焼土層を切って、栗石や礎石が積み直されており、この範囲は平成3・4年の石垣修復時に礎石・栗

石が移動・復元されたものである[大阪市建設局2000]。被災直前の遺構が遺存していた桝形多聞櫓西
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1:200

2区上段

枡形多聞櫓礎石

Cン

図5 2区上段平面図および西側石垣断面図

部の南半では、南北4間分(約2.0m間隔)、東西2間(約1.5m間隔)の礎石を検出
し、礎石の上面はい

ずれも被熱により赤色化していた。また、雁木部分北側でも東西約2.0m間隔、
南北約1.5m間隔で礎

石が並んでおり、多聞櫓に取付く渡櫓の礎石であろう。

2区下段の雁木部分および石垣部分では、 現地表下1.Omまで掘下げ、 地
下に埋没していた雁

木4段分と石垣を検出した。 雁木は合わせて11段確認され、 最下段の雁木
上面から約0.3m下(

TP + 18.2rn)では、徳川期山里丸築造時の盛土層(第4層)を確認レた。また、石
垣部分でもほぼ同一

レベルで第4層を確認し、当時の地表面がTP + 18.2m前後にあったことが判明
した。このような知
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図6 出土瓦拓本図

26)、SD02(24)、SK08(15・19・22)、2区:第2層(21・25)
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見は、○SO8-13次調査の結果とも一致する[大阪市文化財協会20091o

iv)出土瓦

出土した瓦のうち、 5～26を図化した(図6)。1区では、第4-4層から6・11・14、
第4-3層

から5・8～10・12・13、第 4-1層から7、第2層から16～18・20・23・26、SDO2
から24、SKO8

から15・19・22、 2区では第2層から21・25が出土した。

出土層準と遺物の特徴から豊臣期と考えられるものは、軒丸瓦5～9、軒 平瓦10～15で
ある。軒丸

瓦はいずれも左巻き三巴文で、復元珠文数は5～7が18個、8が12個、 9は無珠文であ
る。5は復元

径17.2cmと大振りで、大 きな巴頭と細く短い巴胴をもち、尾 は半周足らずで次の巴胴に
接して円を描

く。6も復元径17cm以上で立体的な巴胴をもつ。8も復元径17cm以上で巴文は立体的だ
が、断面は蒲

鉾形で上面が平たい。8は周縁部の幅が2.7cmと広 く、文 様区は直径9.5cmと小さい。9
は旧大阪市中

央体育館敷地[大阪市文化財協会19921の3516番に似る。軒平瓦はいずれも唐草文で、1
0は旧大阪市

中央体育館敷地[大阪市文化財協会1992]出土の3650番と同范瓦で、中心飾は三葉で、
左側第2 ・3

唐草間に范キズがある。11は中心飾が丁子文の左右に複線表現の子葉を配したもので、
その左右に巻

きがきついが短い唐草が一転する。文様区の左側は幅3.2cmにわたって無文である。12
は側区上角が

きつい鋭角をなし、側区も広い。13は片側4転する唐草をもつ。14は大阪府警敷地[大
阪府文化財調

査研究センター2002]図78の1番と同范瓦で、右側に葉の付いた枝のような子葉をもつ
菊花の中心飾

に3転する唐草文を配す。15は大振りの軒平瓦で、文 様区の右端が3.2cmにわたって無文
である。

徳川期のものは軒丸瓦16～21、軒平瓦22～24、菊丸瓦25・26である。軒丸瓦はいずれも
左巻き三

巴文で、復 元珠文数は16・17が16個、18～20が15個、21が12個で、19・20は珠文の范
キズから同范

であることがわかる。21は「丸に堺」「丸にす」の刻印を周縁部にもつ。軒平瓦22～24は
橘文の中心飾

をもち、24は右側区に刻印をもつ。菊丸瓦25は24弁の二重菊文で、26は32弁の二重菊文
である。

〈まとめ〉

今回の調査で判明した知見は以下の①～⑤にまとめられる。

①豊臣期の石組溝の検出

1区のTP + 15.0m前後で、豊臣後期の南北石組溝SDO8と瓦敷を検出した。溝 はほぼ正方
位を向き、

東側には小規模な東西溝が取付いていた可能性がある。不明な点が多い豊臣期大坂城の
山里丸を復元

する上で、重 要な資料となろう。

②徳川期山里丸築造時の盛土の様子が判明

1区で1624(寛永元)年に開始された大坂城再建第二期工事に伴う整地層を掘下げ、地層
断面の観察

を行った結果、盛 土工法の一端を知ることができた。盛土の層厚は3.0mあり、砂礫層を
東西方向に土

堤状に盛り上げた後(第4-3層)、その南北両側を順次埋めていた(第4-2・1層)。
各段階の盛土

に用いられた偽礫の特徴から、盛 土の供給源を推測することができ、特 に第4-1層の
中部に用いら

れた湿地の堆積物に由来するシルト偽礫は、豊 臣期大坂城の堀を再掘削した際に得られ
た可能性があ

る。また、第 4-2層からは徳川期に下る肥前陶器が出土し、第 4-4層からは大坂夏
ノ陣の際のも
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のとみ られ る火 を受 けた大量の瓦や壁土が出土 してお り、考 古資料か らも文 献記録 にある山里丸築造

の年代観 と一 致する。

③徳川期 の大型土壇の検 出

1区の南 半で18世紀前半 まで の遺物を含 む大型の土W SKO8を検 出した。調 査 区内で は西端 を確 認

したにとど まるが 、規模や位置関係か ら幕 末の山里加番小屋絵 図に示 され た井戸の可能性がある。

④徳川期太坂城山里丸の旧地表面を確認

2区 下段 の多 聞櫓西側石垣部分 ・雁 木部分、および 1区で徳川期 の整地層もし くは 旧地表面 を確認

した。上 向 の標高はTP+18.2～18.5mであり、OS08-13次調査 の知見 とも一致する。

⑤山里丸桝形多聞櫓礎石の検出

2区上段の調査で、山里丸桝形多聞櫓の礎石(東西2間)、渡櫓の礎石(南北1間分)を確認した。と

もに19世紀代の遺物を含む焼土層に覆われており、1868(明治元)年の戊辰戦争の際に焼失したと考え

られる。

参考文献

大阪市建設局2000,『特別史跡 大坂城跡石垣修復工事施工報告書(桜門石垣修復工事 山里曲輪石垣修復工事)』

大阪市文化財協会1992、『難波宮址の研究』第九

2009、『平成20年度特別史跡大坂城跡整備事業に伴う大坂城跡発掘調査(OS08-13)報告書』

大阪府文化財調査研究センター2002、『大坂城址』Ⅱ

櫻井成廣19701 『豊臣秀吉の居城 大坂城編』、 日本城郭資料館出版会

新修大阪市史繻纂委員会1989、『新修 大阪市史」第3巻

松岡利朗1988、『大坂城の歴史と構造』、名著出版
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1区 SKO7地層断面

(西から)

1区 徳川期

第4層整地層

断面

(北東から)



2区 雁木検出状況

(西から)

2区上段

枡形多聞櫓

礎石検出状況

(南から)

1区 SDO8

検出状況

(北から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区安堂寺町2丁 目38

40留

平成22年3月29日～3月31日

財団法人大 阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、池 田研
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1)調査 に至る経緯と経過

大坂城跡は上町台地の北端部に位置し、豊 臣氏大坂城の惣構の内側に当る地域と、京 橋口の定番下

屋敷地の地域からなっている。その範囲内には、縄文～弥生時代の貝塚が発見された森の宮遺跡や、

古代宮都難波宮も包摂されており、 これらを含めて複合遺跡を形成している。本調査地は大坂城跡の

西南隅部にあたり、周 辺における既往の調査では、近隣の○S99-59・O5-7次調査では谷の内部に

堆積した中世～豊臣期の遺物包含層が発見され、ほかにも北へ約300mの○SO2-8次調査では豊臣期

に瓦を焼いた達磨窯が、西へ約100mのOS06- 1次調査では豊臣期の造瓦に用いた粘土を採掘した土

採り跡が発見されている。また、調査地から安堂寺通を挟んだ南側は江戸時代、幕府の御用瓦師であっ

た寺島家の請地であったことが同時代の複数の絵図から明らかである。

今回の調査地では、大阪市教育委員会による試掘調査の結果に基づいて本調査が行われることと

なった。調査区は敷地のほぼ中央に設定し、事 業主側でH鋼による土留めの設置を行い、現 地表下1.5

mまでを重機で掘下げた後に着手した(図2)。それ以下は人力によって地層・遺構を掘り下げ、適宜

に写真撮影・実測図作成の記録作業を行った。本報告書で用いた水準値はT.P.値(東京湾平均水面値)で、

図中ではTPと省略した。また、図中の示北記号は座標北を示す。

2)調査の結果

1)層序(図3)

重機掘削後の調査区壁面は土留めによって覆われており、詳 細な観察はできていない。

第1層:現代の盛土層である。層厚は140cmで、焼土を多く含 んでいた。上面の標高はTP+l5.8m

図1 調査地位置図

1,500

図2 調査区の配置

20m
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建築による掘削範囲

E  SXOI   第1層
wTP+14.5m

1 : 100

であった。

第2層 :灰白色粗粒砂質細粒砂からな

る地山層である。最 もよく遺存する部分

で標高はTP + 14.3mであった。上 面は

激しく削剥されており、特 に北半部は深

く攪乱されていた。南部の本層上面で近

世後半の遺構が検出された。

ii )遺構と遺物(図3・4)

SXO1  調査区の南東で検出した不整

形な落込みである。全体は検出されてお

らず、東西1.8m以上、南北1.9m以上で、

深さは0.6mであった。黒褐色中粒～粗粒

砂で埋められていた。焼土・焼瓦を多く

含み、火事場の片付けにともなう穴であ

る可能性がある。ほかにも肥前陶器・肥

前磁器・焙烙・丹波焼などが出土した。

肥前磁器1は染付皿で内面に竹を描

き、高台周りに圏線を巡らす。同碗2は

外面に草花を描き、高台周りに3条の圏

線を巡らす。3は十能、4は焙烙(D類)、

図3 層序と検出された遺構

10侃

10cm

1:4

図 4 SXOI出土 遺物
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5(よ丹?皮焼尭で、外面贋部は強いナデによる凹
線、装飾される。これらは18世紀の遺物であ

1- 1
q

凰
1へ 」

1

ml
しなかったo

3)まとめ

今回の調査では近世後半の焼土"焼瓦"ゝ9
よ,えヤ劃犬・ 遺構が発見されバ・172"(享保
9)年。「妙智焼け」太火に関係する可能性があ
るが、遺構の詳細な年代は不明で正確に'1"
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が激しく削平されたものと考 えられる。

引用 ・参 考文献

大阪市文化財協会2007、『安堂寺町2丁目における
大坂城跡発掘調査(OSO6-1)報告書』
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地山上面検出遺構

(南西から)

SXOI(東から)

地層の状況

(北から)



道頓堀二丁目における建設工事に伴う

難波1丁目所在遺跡発掘調査(NBO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区道頓堀2丁目6-7

49留

平成22年1月12日～1月15日

財団法人 大阪市博物館協会

大阪文化財研究所次長 南秀雄、小倉徹也
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1)調査 に至る経緯と経 過

難波1丁目所在遺跡は、御堂筋と千日前通の交差点付近を中心とする一帯がその範囲に当っている

(図1)。本遺跡での調査例は2006年に行われたNAO5-1次調査のみで、遺跡の全容はまだ明らかに

なっていない。

NAO5-1次では、検 出した遺構と遺物から以下の成果が得られている。奈 良時代では人面墨画土

器とみられる小型の坩が見つかり、また、鎌倉時代では一列に4基並んだ柱穴が検出された。このこ

とから、奈 良時代には周辺に集落が存在したことや水辺の祭紀が行われていた可能性が指摘されてお

り、鎌 倉時代には建物または柵のあったことが明らかになっている。次に、地層の観察からは以下の

ような古環境が推定されている。奈良時代に相当する地層は泥炭質砂質シルト層で、西側が砂勝ちで

あるのに対して東側は泥炭質がが強く発達していたことと、その下位には分級がよく連続性のよい東

傾斜のラミナをもつ砂層が分布していたことから、海 浜に沿岸州が形成された後、古 代から中世にか

けて東の上町台地とに挟まれたNAO5-1次調査地付近には、沿 岸トラフに水棲植物が繁茂する湿地

が拡がっていたと考えられている。さらに、これらの層準には地層の変形構造の一種であるフレーム

構造が観察されたことから、鎌倉時代に大地震のあった可能性が指摘されている。

大阪市教育委員会によって2009年9月29日に試掘調

査が実施されたところ、海 浜成砂層の上位に古代とみら

れる遺物包含層が確認された。 この試掘結果とNAO5-

1次調査の成果から、建 設工事に先立って発掘調査を行

うことになった。

調査着手前に、 事業者側によって現地表下約1.4mま

で、現代盛土層から近世盛土層までの重機掘削が行われ、

調査は敷地内の北寄りに7 m X 7 mの調査区を設定し 写真1 発掘調査風景(北東から)

X-147,610

一1 47,620

1 : 500

千

図1 調査地位置図および調査区配置図
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で、2010年1月12日から開始した(図1)。遺構や遺物の検出に努めながら人
力で慎重に掘下げ、平面

図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を行い、1月15日に現地における
作業を完了した。

以下、本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)、平 面図は
世界測地系を基準に作図

した。

2)調査の結果

1)層序

調査地における現地表の標高はTP+3.0mffi後であった。現地表下約1,4m
～2.lm (TP + 1.6～+0.9

m)までの地層の観察結果を以下に記す。また、現地表から約1.4mまでにつ
いても試掘調査時の観察

結果に基づいて記述しておく。地層と遺構の関係、各層の岩相や特徴を図2、
西壁および東壁地層断

面を図3に示す。

第0層 現代の盛土層で、層厚は約10cmである。

第1層 近代の盛土層で、 レンガを含む。層厚は約40cmである。

第2層 近代とみられる盛土層で、灰 白色の砂を主体とする。層厚は約20cmで
ある。

第3層 近世の盛土層で、灰褐色の砂質シルトからなり、炭 を含む。層厚は約
20cmである。

第4層 第4a～4c層に区分した。第4a層は褐灰色ないし黄褐色の砂を主体と
する盛土層で、層厚

は約20cmである。第4b層はシルトを含む褐色の細粒～中粒砂からなり、層厚
は約20cmである。第4c

標高 層序 模式柱状図 岩相 1 土色 層厚(cm)1遺構 おもな遺物 時代

TP+3.0m-

十2.5m-

1 や,.。」一

(7

1第0層 / / く現代盛土〉 Cよ10
1

現代

第1層 〈近代盛土〉(レンガを含む)

{ ca.40
近代

第2層 灰白色砂 く 盛土〉 ca20 近代?

第3層 含炭灰褐色砂 質シルト 〈盛土〉 ca20 近世

,第4層 11 褐灰色・黄褐色砂 〈盛土〉
ca30 ,

近世?

15
園

含シルト褐色細～中粒砂

7・′ 明黄褐・黄褐色

1 上部:極細粒～細粒砂(細礫～大礫・シルト含む〉,

・ゞ、中部:中礫～粗粒砂, 下部:中粒～細粒砂

10YR4/5 ca20

10YR6/6

10YR5/6
≦25 瓦器・須恵器・土師器

4畠SDOI・02-

瓦器・須恵器・土師器

青磁

↓耕作痕跡

中世
且 .5m-

且 .0m-1

1
第5層1

a

b

5a層:含シルト・細～中礫

暗褐・褐色

中粒～粗粒砂く作土〉

[北東部以外に分布1

i5b層:含シルト・細～中礫
にぶい黄褐色

1 中粒～粗粒砂〈作土〉
[北東部に分布]

10YR4/4

10YR4/3

10YR3/4

15～35

第6層 ヨ
褐・明褐色 細粒砂 2度の上方細粒化のサイクル

上部: ↑ を観寮,ラミナ発達する

含細～中礫極粗粒～粗粒砂
く海浜成層〉

下部:黄掲色細 粒砂(塊状)

7.5YR4/4

7.5YR5/6
10～35

崎 01ゞUJ -υ0

瓦器・東播系須恵器

須恵器・土師器 中世

以前

10Y5/8 ≧20

図 2 調査 地 の層 序
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〈西壁〉 N TP+2.0m

西壁 東壁

畝間a 旧の畝

立て直した畝
畠                            s エP+20m

SDO2

十1.Om

1:50

図3 西壁および東壁地層断面図

層は後述する畠と溝を埋積した堆積層で、下部が中粒～細粒砂、中部が細粒砂の偽礫を含む中礫～粗

粒砂、上部が細～大礫・わずかにシルトを含む極細粒～細粒砂からなる。畠の畝間では最大で層厚約

25cm,畝上では5cm以下である。中部～下部ではトラフ型斜交ラミナが観察され、さらに中部には上

方細粒化が見られた。本層からは瓦器や土師器のほか、古墳時代中期に属する須恵器などが出土した。

第5層 第5a・5b層に区分した。第5b層は主として東北部に、第5a層はそれ以外の部分に分布し

ていた。第5a層は暗褐色ないし褐色の中粒～粗粒砂からなる作土層で、シルトおよび細～中礫を含

む。第5b層は第5a層と同質で、にぶい黄褐色を呈する作土層である。第5a・5b層を合わせた層厚は

15～35cmである。第5a層上部には上方細粒化の堆積構造がわずかに残り、下部には酸化マンガンの斑

文が目立ち、下底付近には中粒～細粒砂の薄層が挟まれていた。含まれる礫の種類はチャートが大半

を占めていた。なお、図4下図に示すように、第5b層を覆って第5a層が堆積していた。上面で畠と溝

SDOI・02を、下面で耕作痕跡を検出した。本層からは瓦器や青磁のほか、土師器や古墳時代中期に

属する須恵器などが出土した。

第6層 海浜の堆積層で、上部は褐色ないし明褐色の極粗粒～粗粒砂からなり、細粒砂および細～

中礫を含む。下部は灰色細粒砂からなる。上部では東南東へ緩く傾斜して、側方への連続性・分級(淘汰)

のともに良い平行なラミナが発達し、 2サイクルの上方細粒化が観察できた。下部は非常に分級が良

い堆積層であった。また、上部には酸化マンガンと酸化鉄の斑文が顕著であった。上 ・下部を合わせ

た層厚は20cm以上で、上面で溝状の土WSKO3～05を検出した。本層からは瓦器や東播系須恵器こね

鉢のほか、土師器や奈良時代末～平安時代初期に属する須恵器などの破片が出土した。

h)遺構と遺物

平面的な遺構の検出作業は第5層上面と下面および、第6層上面で行った。第 5層上面の遺構平面

図を図4、第5a層出土遺物実測図を図5、第 5層下面および第6層上面の遺構平面図を図6に示す。

a.第5層上面の遺構と遺物

調査地南部で畠と溝SDOI・02を確認した。

畠 畝と北側と南側および北と南をつなぐ畝間(以下、それぞれを畝間a1 畝間b1 畝間cとする。)

をもつ。畝の幅は西部で0.95～l.l5m,東部で0.75～l.05m,畝間a～cの下底からの高さは約0.20
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Y-45,8101
Y-45,807 1

5b層分布

畝間a

SDOI

SDO2

X-147,610

X-147,613

2m

1      1      1

1:50

図4 a5a層上面の遺構平面図

～0.25mである。方 向は西に低くなる地形を利用して、ほぼ東西方向に造られていた。な
お、調査地

北部では上位からの攪乱が畝間の下底付近にまで及んでいたため平面では検出できなかっ
たが、東 壁

断面で畝間の位置を確認できた。東壁での畝幅は約0.7mと約0.5mと復元できる。

畝間aは幅0.28～0.37m,深さ0.15～0.l7mで、方向はN75゚Wであった。埋 土は第4c層(
中部〉で

ある。畝 間bは幅0.30 ～0.32m,深さ0.15～0.l7mで、方 向はN82゚Wであった。埋 土は
第4c層(中～

下部)である。また、畝を立て直した痕跡(図5の トーン部分)が認められた。立 直し前の
畝間は、幅

約0.35m,深さ0.15～0.20mで、方向はN86゚Wであった。埋 土は黄灰色の粗粒砂を含む
中～細粒砂

からなる。畝間の幅から西部にも立直しがあったものと考えられたが、確認できなかった
。なお、立

て直す以前の東部での畝の幅を復元すると、幅0.55～0.75mとなる。畝間cは畝間aと畝
間bをつな
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ぐ畝間で、切合い関係から畝間bの立直し後に掘られたものである。確認した幅は0.42m,深さ0.l2m

方向はN46゚Eであった。埋 土は第4c層(中部)である。畝 間a～ cの埋土からは瓦器や土師器、瓦の

破片のほか、古 墳時代中期の須恵器杯身が出土した。

SDOI  幅0.20～0.40m,深 さO.lOm以下、方向はほぼ東西で、西端で南側へわずかに湾曲していた。

埋土は第4c層(中部)で、埋 土からは遺物は出土しなかった。

SDO2  南端部で確認した溝で、その南側部分は調査区外であった。検 出した幅は最も広い部分で

0.75m,深さ0.l5m以下、方 向はほぼ東西であった。埋 土は第4c層(上部)で、埋 土からは遺物は出土

しなかった。

SDOI・02は検出した形状からは畝間とは考えられなかったが、畠が放棄される以前はSDOIは畝

間であった可能性も考えられた。また、前述のように、畠の母材となった第5a層および畠を覆う第4c

層の出土遺物の時期から、鎌倉時代～室町時代前半に畠を耕し、廃絶したと考えられる

b.第5層出土の遺物

第5a層から古墳時代中期の須恵器杯蓋1や奈良時代の須恵器杯身2、鎌倉時代～室町時代頃とみら

が鎌倉時代～室町時代前半の土師器、瓦 器、青磁など                    ゛
1            3

c.第5層下面の遺構と遺物

調査地北部で耕作痕跡を確認した。
10cm

耕作痕跡 痕跡の大きさは大小様々であるが、南北

幅は最大で30cmであった。埋 土は第5a層または第5b     図5 第5a層出土遺物実測図

層で、埋 土からは遺物は出土しなかった。痕跡は畠の方向と同様に、ほぼ東西方向に並んでいるよう

に見え、一部にわずかな切合い関係が認められたことから、南 から北へ耕作を行っていたと考えられ

Y-45,810 Y-45,807

一r
00 V  oO%  0

0      耕作痕跡

SKO5

X-1 47,608

X-147,010

1:50

図6 第5層下面および第6層上面の遺構平面図
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た。

d.第6層上面の遺構と遺物

調査地北部で東西方向の溝状の土WSKO3～05を検出した。溝として連続せず途切れていたため土

壇とした。

SK03・04 幅は0.20～0.38cmで、深さ0.25～0.30mであった。側壁はほぼ垂直で、下底の形状はや

や平坦であった。埋土は中粒～粗粒砂で、シルトと第6層の偽礫を含む。擾乱によって堆積構造は不

鮮明であったが、わずかにラミナが認められた。

SKO5  幅は0.20～0.24cmで、深さ0.10 ～0.l8rnであった。側壁はSKO3-04と同様にほぼ垂直であっ

TP+3.0m

NBO9-1次 NAO5-1次

現代盛土層

+2.Om

w
!

゜

1層 黒褐色砂層

層厚40～帥印

2層 焼けた瓦、焼土を含も・近世後半の火災後の整地層

層厚10～40cm

3層  淡黄灰色粗粒砂を主体とする近世整地層

層厚5～70側

3層

4a層

4b層

暗褐色シルト質砂を主体とする近世整地層

層厚45～70cm

主に黄褐色シルト質粗粒砂

層厚20～70cm
上面が中世の遺溝而

南北に並ぶ社穴を4基検出

褐色砂礫～粗粒砂層

層厚40cm以上
東に緩く傾斜して発達する

平行葉理は分級(淘汰)が良く、部分的に有機質の薄層が挟まれる。

5・6層の形成年代は13世紀頃であろう。
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たが、下底部の形状には凹凸があった。埋 土はSKO3・04と同質で、中粒～粗粒砂からなり、 シルト

と第6層の偽礫を含む。擾乱によって堆積構造は不鮮明であったが、わずかにラミナが認められた。

なお、SKO3～05の埋土からは奈良時代末～平安時代初期に属する須恵器や鎌倉時代後半～室町時

代前半とみられる土師器皿、瓦質土器などの破片が出土した。

3)まとめ

今回の調査で得られた成果を以下にまとめる。

冒頭でも述べたように、調査地東側のNAO5-1次調査地では、奈 良時代には周辺に集落が存在し

たことや、中世には建物または柵を伴う集落があった可能性が指摘されている。今 回の調査では古墳

時代中期および奈良時代以降の遺物が出土しており、古 墳時代中期頃にも付近に集落があった可能性

が考えられる。また、検 出した畠が鎌倉時代～室町時代前半頃のものであることが明らかとなった。

古代から中世にかけて、海浜の沿岸州が形成された後、その後背の沿岸トラフに水棲植物が繁茂す

る湿地の拡がっていた景観がNAO5-1次調査によって復元されている。今 回の調査ではこの状況を

確認する深度まで調査は到達しなかったが、図7に示すように、本 調査地で検出した中世の畠の層準

(第5層)は、その年代観からNA05-1次調査地の5層に対比され、本 調査地の第5層はNAO5-1

次調査地の5層よりおよそ55cm高い。NAO5-1次調査地の5層上面では南北に並ぶ柱穴が4基検出

されており、中世において東側の低い場所には居住域が存在し、西側の高い場所は耕作地として利用

されていたと推定される。

本遺跡における調査の例は少なく、未 だ明らかにはなっていない。本調査地の結果を含め、今 後行

われる調査の結果を合わせて検討していくことが必要である。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「難波1丁目所在遺跡発掘調査(NAO5-1)報告書」:『平成17年度大阪市

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.27-32
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西壁断而

(南東から)

第5層上面検出状況

(南東から)

畠およびSDOI・02

検出状況

(東から:第5層上面)



畠断面

(東から)

第5層下面検出状況

(耕作痕跡:南西から)

SDO6検出状況

(第6層上面:南東から)



中央区龍造寺町における建設工事に伴う

難波宮・大坂城跡発掘調査(NWO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区龍造寺町Ⅰ6外

140留

平成21年8月2日～8月2工日

財団法人 大阪市文化財協会

文化財研究部次長 南秀雄、杉本厚典
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1)調査 に至る経緯と経 過

調査地は上町筋から西に30mのところに位置する。本 調査地の北ではNW90-29次調査、NW88

-2次調査が、西ではNW83-20次調査がそれぞれ実施されている[大阪市文化財協会1991・1989・

1984]。

NW90-29次調査地では地山上面で北に落込む谷地形が検出されている。この谷地形は7世紀に埋

め立てられ、その上に東西方向の溝が形成されている。この溝は正方位にのっており、前 期難波宮の

「朱雀門」回廊とNW97-2次調査地で検出された塀を結ぶライン上に位置することから、「朱雀門」前

に東西に延びる大路の道路側溝の可能性が指摘されている[大阪市文化財協会2004]。またこの調査地

ではTP+l7.0mで大坂夏ノ陣の焼土面とその時に焼失した礎石建物が検出されている。

NW90-29次調査地の東側に隣接するNW88-2次調査地では、豊 臣期の土塘と焼土が見つかって

いる。ただし地山直上では遺構は検出されていない。

本調査地の西に隣接するNW83-20次調査地では豊臣期の土壇が検出され、地山上面で柱穴が16個

見つかっている。調査面積が40m'と狭いため、組 み合う柱は復元できないが、付近に建物群が存在し

ていたことが想定される。また調査地の西側で奈良時代の整地層が確認されている。

今回の調査地はNW83-20次調査の東に隣接しており豊臣期および古代の遺構が拡がっていること

が予想された。調査は2009年8月3日より着手し、重機による表土の掘削と遺構の検出を同時に進め、

8月5日より古代～近世の遺構の調査に着手した。土置き場が狭いため、部分的に埋戻しながら調査

を進め、遺 構の掘削と記録を行い8月20日に全景撮影を実施した。 8月21日に埋戻しを行い、撤 収作

業を完了した。本報告では図1で座標北、ほかは磁北を使用し、標 高はT.P.値(東京湾平均海面値)で

TP +Omと言己している。

93-19

200m

1 : 5,000

図1 調査地位置図

/t:*ii＿＿ll

図2 調査区位置図

1:1,000

30m
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o

o

1

声

図3 調査区断面図(上段:酉壁断面図・下段:北壁断面図)・地層と遺構の関係図
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SP410

SP401

SP41 1

SP503

SP5060 j

SP507

SP402

SB419

SP405

0

SP417

SP415

てSP407
〕一

SP505

SP504

C・

5m

図4 古代の遺構平面図

1 : 100

2)調査の結果

1)層序(図3)

第0層 :現代の盛土層・攪乱層および整地層である。

第1層:細礫を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂で構成される層厚15～20cmの近世～近代の整

地層である。

第2層 :にぶい黄褐色(10YR5/3)粗粒砂混り細粒砂で構成される層厚20cmの近世の整地層である。

第3層 :細礫～粗粒砂を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂で構成される層厚40cmの整地層であ

る。本層中からも近世の陶磁器が出土しており、近世の地層である。

第4層 :黒褐色(7.5YR3/2)細粒砂で構成される層厚15cmのSX403の埋土である。地層内に直径2

～3 cmの焼土塊が含まれていた。

第5層 :明褐色(7.5YR5/6)粘土層である。地山であり、この上面で多数の古代の遺構を検出した。

11)遺構と遺物(図4～7 ・写真1～3)

a.古代の遺構と遺物

埋土に地山の偽礫を含む400番台の遺構と、にぶい褐色のシルトで構成される500番台の遺構に大別

される。遺構の切合いや柱穴の形状から500番台の遺構が古く、400番台の遺構が新しい。

500番台の遺構:直径0.4～0.2mの円形の小穴SP501～507と落込みSX508がある。これらの遺構
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SP401

TP+18.0m

-H7.5m

SP401

1:褐色(10YR4/5)細粒砂

2:明褐色(7.5YR4/6)細粒砂

SP404 SP412

TP+18.0m

+17.5m

SP404

1、褐色(7.5YR4/4)シルト混り細粒砂

2:褐色(7.5YR4/4)細粒砂

SP407

SP407

1:にぶい褐色(7.5YR5/3)シルト・中粒砂混り細粒砂

2:明褐色(7.5YR5/6)粗粒砂混り細粒砂

3:明褐色(7.5YR5/6)～にぶい褐色(7.5YR5/4)粗・中粒砂混り細粒砂

SP406

N
TP+18.0m

、1'    丁。.

+17.5m

SP406

1:褐色(7.5YR4/4)シルト・中粒砂混り細粒砂

2:褐色(7.5YR4/4)中粒砂混り細粒砂

3:明褐色(7.5YR5/6)～にぶい褐色(7.5YR5/4)粗・中粒砂混り細粒砂

TP+18.0m

+1 7.5m

SP409

1:褐色(7.5YR4/4)粗粒砂混り細粒砂

2:明褐色(7.5YR5/6)～褐色(7.5YR4/4)粗粒砂混り細粒砂

3:地山偽礫含む明褐色(7.5YR5/6)粗粒砂混り細粒砂

4:明褐色(7.5YR5/8)粘土

SP408

1:褐色(7.5YR4/4)粗粒砂混り細粒砂

2:明褐色(7.5YR5/6)粗粒砂混り細粒砂

3:地山偽礫含む明褐色(7.5YR5/6)m粒砂混り細粒砂

4:地山偽礫含む明褐色(7.5YR5/8)細粒砂

0          1          2m

1:40

図5 古代の遺構断面図

からは時期を特定することのできる遺物は出土しなかった。SP501～507は配置に一定の方向
性が認

められ なか った 。

400番台の遺構:方形の柱穴SP401・402・404～418と不定形の落込みSX403であり、切
合いや

柱筋の配列から、SP401 -402 →SX403 →SP404 ～407・SP408・409・SP410 ～418の順で
古→新

に変遷すると判断した。とりわけSP410～418は桁行4間あるいは5間以上、梁行2間の掘立
柱建物

SB419として復元することが可能である。

SP401・402:いずれも柱痕跡は見当たらず、掘形の埋土はおもに褐色細粒砂であった。SP
401の

掘形は東西0.48m,南北0.45m以上であった。またSP402は東西0.43m,南北0.26mが遺存してい
たが、

SP401と類似した大きさの掘形とみられる。掘形の中心間の寸法は2.32mである。

SX403 :調査区北西部で検出した0.3mの落込みである。東西4.6m,南北5.4m以上に拡がって
おり、

不定形であった。埋土は第4層の黒褐色細粒砂であり、西縁に炭や焼土塊が比較的多く認めら
れた。

埋土より須恵器1・3～6・10・土師器11・13・瓦16が出土した。

1・3は須恵器杯蓋である。1は外面上部にケズリを施した後、ナデ調整を加える。3はT
KIO型

式に属する。4は須恵器杯身で、TKIO型式～TK43型式に属する。6は須恵器蓋である。細片であ
るが、
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SP410

1:直径1～2cm大の地山偽礫含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂

2:直径3～5cm大の地山偽礫含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂

3:地山偽礫含むにぶい褐色(7.5YR5/4)細粒砂

4:地山偽礫含む褐色(7.5YR4/4)細粒砂

5 明゙褐色(7.5YR5/6)シルト混 り細粒砂
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SP411
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2:褐色(7.5YR4/4)細粒砂

3:地山偽礫含む褐色(7.5YR4/3)粗粒砂混り細粒砂

2m
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11

20cm

図7 古墳時代～古代の遺物実測図

SX403(1・3・4・6・7・10・11・13・16)、SP409(9)、SP且0(8)、表土(12)、第2層(14)、第3層
(5)、SK15(15)、SK25(2)

高い器高に復元され、TK217型式に属するものとみられる。7は須恵器蓋である。丁寧なヨコナ
デで

整えており、短頚壺の蓋の可能性がある。10は須恵器高杯である。杯部は内外面を回転ナデで整
える。

脚部の直径は2.4cmと細い。

11は土師器高杯である。同じ場所から出土した同一個体とみられる杯部、脚部、脚裾部の破
片を合

成して復元した。脚部外面はナデを施して面を持たせる。内面にはシボリ痕が認められる。古
墳時代

後期のものとみられる。13は土師器高杯脚部である。外面をナデ、内面は成形時のシボリの痕
跡を

ユビオサエで整える。脚裾部を欠くが、緩やかに外反する形態に復元され、難波Ⅱ新古段階[
佐藤隆

2000]に属するとみられる。

16は面戸瓦とみられる須恵質の瓦である。比較的細かい布目痕が認められる。

古墳時代後期から飛鳥時代にかけての時期幅を持つが、最新の遺物で7世紀中葉の時期である。

SP404～407:これらは柱筋の組み合う柱穴であるが、建物を復元するには至らなかった。
柱間寸

法はSP404-405間が2.94m, SP406 - 407間が2.95m, SP404 - 406間が3.48m, SP405 - 407間
が3.14

mと東西方向の間隔が長い。

SP404 :柱痕跡の直径は0.1 3mで、掘形は東西0.44m以上、南北0.61m以上である。埋土は
柱痕跡

が褐色シルト混り細粒砂、掘形がおもに褐色細粒砂であった。

SP405:柱痕跡の残欠で、直径0.22mで、埋土は褐色シルト混り細粒砂であった。

SP406:柱痕跡の直径は0.22mで、掘形は東西0.73mi南北0.64mである。埋土は柱痕跡が褐色シルト・

中粒砂混り細粒砂、掘形がおもに褐色中粒砂混り細粒砂であった。

SP407 :柱痕跡の直径は0.20mで、掘形は東西0.56m,南北0.57mである。埋土はSP406と
類似し

ており、柱痕跡が褐色シルト・中粒砂混り細粒砂、掘形がおもに褐色中粒砂混り細粒砂であった
。

SP408・409:南北方向に延びる柱列で柱間寸法はl.43mである。
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SP408 :柱痕跡の直径は0.l6mで、掘形は東西

0.52m,南北0.62mである。埋土は柱痕跡が褐色

粗粒砂混り細粒砂、掘形がおもに地山偽礫を含む

明褐色粗粒砂混り細粒砂であった。

SP409 :柱痕跡の直径は0.22mで、掘形は東西

0.60m,南北0.64mである。埋土はSP408と類似

しており、柱痕跡が褐色粗粒砂混り細粒砂、掘形

がおもに地山偽礫を含む明褐色粗粒砂混り細粒砂

であった。

SP409から須恵器高杯脚部9が出土した。焼成

はやや軟質であり灰白色を呈する。スカシ孔は認

められ ない。

SB419 : SP410～418で構成される掘立柱建物

である。他の柱列の主軸が北で1～2゚ 東に振っ

ているのに対して、これは正方位に設けられてい

た。建物の桁行は2.00 ～2.l9mで平均値が2.llm,

梁行は1.70～l.80mで平均1.75mである。また柱

痕跡の直径は0.18～0.24mで平均値は0.20mであ

る。柱 の掘形は東西方向に長いものがSP410・

412・414、 ほぼ正方形であるものがSP411・

413・415であるが、平均して東西0.75m,南北0,77

mである。

SP410より須恵器鉢8が出土した。約1/6が残

存する。口縁部の立ち上がりが丸みを帯びており、

TG40窯、KM301窯などで出土している7世紀後

半～8世紀前半の鉢と類似する。

写真  SP407(東から)

写真2 SP410(南から)

写真3 SP410拡大(南から)

その他、本来の時期の遺構・地層に伴わない古

墳時代～古代の遺物として、2・7・12・14・15がある。

2はSK25から出土した須恵器杯蓋である。稜線部分で折れているが、比較的明瞭な稜線に復元さ

れることから、TKIO型式に属するとみられる。7は第3層から出土したTK217型式に属する須恵器

杯身である。14は第2層から出土した土師器高杯脚部である。中実で外面は縦方向のナデを施してわ

ずかに面を持たせる。15はSK15から出土した陶質土器平底鉢である。外面に平行タタキ施す。12は

表土掘削時に出土した土師器高杯脚部である。外面をナデで整え、内面にシボリ痕が認められる。難

波Ⅲ古段階[佐藤2000]の前後に属するとみられる。
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図8 近世の遺構平面図

b.近世の遺構

17世紀から幕末にかけての遺物を含む土壇・小穴・溝などを検出した。SK25
とSK45からは多量の

陶磁器および炭・焼土・鉱滓が出土した。

SK25 :東西1.lmi 南北1.8m,深さ1.4mの長方形の土壇である。垂直に掘込まれており、側
面に

は鋤先の加工痕が認められた。埋土からⅠ8～19世紀前半の遺物が多く出土した。

17は肥前青磁染付碗蓋である。内面に手描きの五弁花、四方欅文、高台内に
退化した渦福をそれぞ

れ施す。18・19・21は肥前磁器染付碗である。18は外面に草花文を描く。内面
は蛇ノ目釉剥で高台は

無釉である。19は肥前青磁染付碗である。内外面に梅樹文、口縁部に四方欅文
を施す。高台内の二重

方形の枠内に角福を描く。21は広東碗である。底部の器壁が薄く下方に突出す
る。高台の外面に菱文

を描く。22は陶胎染付筒型碗である。外面に軍配あるいは羽子板を持った唐子
を、内面に五弁花をい

ずれもコンニャク印判で施す。

23は肥前磁器香炉あるいは蓋物とみられる。口縁部は無釉で、内外面に灰白
色の釉を施し外面に呉

須で唐草文を描く。24は肥前白磁仏飯器である。底面を除いて灰白色の釉を施す
。

20・25は京・信楽系陶器である。20は小杉碗である。淡黄色の釉を内外面に
施し、青灰色の杉文を

描く。25は土瓶蓋である。上面に灰オリーブ色の釉を施すが、下面は無釉である
。

26は土師器小皿である。口縁部に煤が付着しており、灯明皿である。灰白色
の胎土で、底部内面を

斜め方向のナデ、外面をユビオサエでそれぞれ整えた後、口縁部を内外画とも
に回転ナデによる調整
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図9 SK25出土遺物

を加える。

遺構の年代は、コンニャク印判で施文する陶胎染付筒型碗22のように18世紀後半の特徴の遺物もみ

られるが、広東碗21も出土しているために、18～19世紀前半の時期幅をもつ。

SK45 :東西2.lm,南北3.4m1 深さl.Omの土塘である。垂直に掘込まれており、壁 には鋤先の加

工痕が認められた。SK25と同様に、埋土から18～19世紀前半の遺物が多く出土した。

27は肥前磁器染付碗蓋である。外面に壽福の文字を入れる。28～31・34は肥前磁器染付碗である。

28は内面にコンニャク印判で八芒星形を施す。外面にはコンニャク印判で葵文を施し、その間に井桁

文と十文字を手描きする。また高台に砂が付着する。29は外面に昆虫文と鍋牛文を描き、内面に大極

図を象った文様を入れる。30は外面に円文、底部に銘を入れるが、呉須の発色は悪い。高台に砂が付

着する。31は広東碗である。外面に呉須で柳文を描き、底部外面に銘を入れる。34は拡がった口縁部

が特徴で内面に団花文を施す。

32は肥前磁器染付輪花鉢である。蛇ノ目凹型高台である。内面に環状松竹梅と蛸唐草文を描く。焼

継ぎによる補修痕がある。33は肥前磁器染付皿である。素描きによる文様が特徴である。内面に円形

に波文を描きその周囲に竜文を配する。外面には連続した波文を入れる。35は肥前磁器染付小瓶であ

る。外面肩部に蛸唐草文を描く。体部は二重線で縦方向に区画しているが、欠損しているため文様の

種類は不明である。37は肥前磁器染付蓋付鉢蓋である。内面に透明、外面に明緑灰色の釉を施し、外

面には山水文を描く。

36はヨーロッパ製磁器皿である。乳白色の胎土で、内面にプリントによる赤色の花と緑色の葉の文

- 125 -



O  

「一

42

q      ◎    J   ぐコ     o        10        20cm
婦疑   毘じ。6         4"      14

図10 SK45出土遺物(その1)
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20cm

図11 SK45出土遺物(その2)

様を入れる。

38・39は京・信楽系陶器である。38は灯明受皿である。内面には灰黄色の釉を施す。外 面は無釉で

ヘラケズリで整形する。39は京・信楽系陶器小杯である。内外面に灰オリーブ色の釉を掛けるが、高

台とその周辺は無釉であり、ケズリを施して精緻に整える。

40は京焼系陶器鉢である。内面に大きく桐文を入れる。鉄錆で葉の輪郭を、呉 須で桐の花文を手描

きする。葉の一部は鉢の口縁部から折り返 して外面に描く。内面には目跡が認められる。高台部分は

無釉でヘラケズリで整形する。41は関西系陶器行平鍋である。口縁部を除いて灰オリーブ色の釉を内

外面に施す。把手の上面に頭巾をかぶった人物と薪を背負った少年を象ったスタンプ文が認められる。

42・43は備前焼鉢である。42は鉢である。底部外面に重ね焼きの痕跡とみられる円弧状の剥離痕が

認められる。表面は二次的な被熱のためか変色している。43は外面から口縁部内面に泥漿を施し、外

面に菊花文を貼り付ける。

44は土師器焙烙である。直径35cmに復元され、外 面には離型材の雲母が多く付着する。45は軟質施

釉陶器灯明皿である。内面に橙色の釉を施し、底 部外面は糸切痕が認められる。口縁端部に煤が付着

する。46はミニチュア土製品、47は面戸瓦である。

48～51は細羽口である。48は大型品で直径7.lcm,孔径2.2～3.8cmである。

49も大型品で直径6.5cmi 孔径2.4 ～3.Ocmである。50は中型品で直径5.8crn,孔径2.0 ～2.2cmである。

51は小型品で直径4.?crn,孔径1.3～l.8cmである。

遺構の年代は、コンニャク印判で施文する肥前磁器28・30など18世紀の特徴の遺物も認められるが、

ヨーロッパ陶磁器36や糸切底の軟質施釉陶器灯明皿45、広東碗31なども出土しており、18～19世紀

前半の時期幅を持つといえる。

3)まとめ

本調査地では古代の遺構、18～19世紀前半の遺構が数多く認められた。古代の遺構は7世紀を中心

に、SP401・402→SX403(7世紀中葉)→SP404～407・SP408・409・SB419(SP410～418)といっ

た遺構の変遷が認められた。6世紀後半の遺物も多 く出土しているが、遺物の年代から7～ 8世 紀
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にかけてこれらの遺構が継起的に設けられたとみられる。調査地は「朱雀門」前
の大路の南側の敷地に

当り、前期難波宮の造営にともなって京域に配された施設と評価できる。本調
査地での調査成果は難

波宮に近接する京域の土地利用の変遷を知るための貴重な手掛かりといえる。

また、江戸後期から幕末にかけての遺構には、鋳造関連資料を含むものもみられ
、都市内における

生産活動 を明 らか にす るための一資料 として注 目され る。
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古代の遺構(南から)

SX403と

SP501～507・SX508

(南から)

SP401・402(南から)



SP408・409(南から)

SP404～407(南から)

SB419(南から)



平成21年度難波宮環境整備事業に伴う

難波宮跡発掘調査(NWO9-2)報告書

・調査 個 所 大阪市中央区法円坂1丁目

・調査 面 積 140箱

・調査 期 間 平成21年10月27日～平成22年1月15日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄、市 川創

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地は史跡難波宮公園東側、市営法円坂住宅敷地内の西北部に当る(図1)。前期・後期難波宮朝

堂院の東側に当り、周 辺では難波宮第1～4次調査をはじめ、 これまで比較的多くの調査が行われて

いる地域である。調査区の北東では、NW30次調査やNW80-9・82-10・82-44次調査などによっ

て飛鳥～奈良時代の多数の建物が確認され、難波宮東方官衝地域と推定されている。また、近年で

はNWO4-5 ・05-9次調査で飛鳥時代の楼閣風建物が検出され、注目を集めている。調査区南東の

NWO4-1・08-3次調査では上町台地東縁を切り込む谷と、後 期難波宮の区画溝と思われる南北溝

が確認されている。加えて、調査地南側のNWO2-13次調査Ⅰ区1トレンチでは東西方向の豊臣期の

堀も見つかっており、豊臣期の大坂城三ノ丸に関する重要な手がかりを得られる可能性も高い。

本調査地の周辺は難波宮宮域に含まれるため飛鳥～奈良時代を中心に遺構が密に分布しており、難

波宮の構造を解明する上で重要な場所で

ある。 しかし、 調査地に近接する第1・

2次調査およびNWO2-13調査のⅠ区で

は、 奈良時代の瓦の堆積層が良好に遺存

していたため、 瓦堆積層以下については

不明な点が多い。 こうした状況ではある

が、調査地周辺で難波宮の他地域では見

られないような大規模な建替えが奈良時

代に行われていることを指摘し、孝謙天

皇の「東南新宮」との関連をも指摘する説

がある[高橋工2008]。このように調査区

周辺は、 近年の調査成果を受けて注目が

集まっている場所でもある。

今回の調査は、 これまでの調査成果と 図1 周辺の調査地
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近年の研究を踏まえ、飛鳥・奈良時代における難波宮に係わる土地利用の変遷
を明らかにするととも

に、西に接するNWO2-13次Ⅰ区2トレンチで地表面下2.5mまで掘削し、な
お段丘構成層に到達し

なかったことから、地層の堆積状況に係わるデータの獲得も目的として行った
。

調査は平成21年10月27日から開始した。27日は現湯周辺の準備工を行い、28
日より重機掘削を行

い現代層を除去した。30日からは人力による掘削を行い、遺構検出とその記録
を行った。その成果は

平成22年1月10日に現地説明会を開催し、一般に公開している。調査は1月13
日まで行い、15日まで

に埋戻しを含むすべての作業を終了した。なお、調査には大阪歴史博物館より
村元健一の参加があっ

た。また、本報告書の作成についても村元と協議の上で執筆した。

周辺の過去の調査との対比を行うために、本報告では旧来の日本測地系(国土平
面直角座標第Ⅵ系)

を用いた。水準値はT.p.値(東京湾平均海面値)である。

〈調査の結果〉

1.層序(図2・3)

調査地の層序は以下のとおりである。

第0層:近現代の整地層である。第2次世界大戦後の法円坂住宅造営時の整地
層と、その下層の旧

陸軍被服支廠造営時の基礎からなる。調査地は被服支廠西側の南北棟の基礎に
当っており、調査区西

半で確認された段丘構成層を起源とする整地層はこの建物に伴うものである。
この整地層を覆って焼

土を含む整地層があることから、この建物は戦災により焼失したものと考えら
れる。

第1層:炭と礫を含む褐色シルト質細粒砂の作土であり、層厚は15cmである。
幕末頃までの遺物が

出土した。

第2層:炭を含むオリーブ褐色シル

ト質細粒砂の作土であり、調査地の中

央に分布する。 層厚20cmの近世の作

土である。 なお、『改正増補国宝大坂

全図』などの近世の絵図では周辺を同

心屋敷としており、屋敷地の一部を耕

作に充てていたものと考えられる。本

層からは18世紀後半頃までの遺物が出

土した。 また、 上面では穴蔵SK202

市営住宅建築に伴う整地層

旧軍隊建物基礎

第1層

第2層 \ .- l-

プ\、二7二曙ッ/ 第3A層

第9層(段丘構成層)

+22.0m

+21.0m

TP+23.0m
E

などを検出した。

第3層 :A・Bの2層に分けたが、

調査区東部で層界が明瞭でないところ

もある。いずれも中世の作土である。

第3A層は偽礫を含む褐色シルト質細

粒～中粒砂で、層厚は20cmである。本 図2 地層と遺 構の関係図

+20.0m
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南壁

TP+23.0m

+22.0m

第3B層

-ジン第4層
酎

+2LOm

5. 1:40

深掘 部

TP+21.0m

+20.0m

1: 40

5m

1 : 100

1:100

断面位置図

第1層:褐色シルト質細粒砂(作土)

第2層 :オリーブ褐色シルト質細粒砂(作土)

第3A層:褐色シルト質細粒～中粒砂(作土)

第3B層:褐色シルト質細粒砂(作土)

第4層 :褐色シルト質細粒砂(建物廃絶時堆積層)

第5A層:黄褐色シルト質細粒砂(基壇盛土)

第5B層:褐色シルト質細粒砂(整地層)

第  :赤褐色シルト質細粒砂(整地層)

第7層 :灰黄褐色シルト質細粒～中粒砂(整地層)

第8層 :にぶい黄橙色シルト質細粒～砂礫(整地層

第9層 :黄褐色シルト質中粒～砂礫(段丘構成層

図 3 地層 断 面 図



層からは17世紀の遺物が出土した。また、上面では穴蔵SK301などを検出したほか、基底面で
は溜池

状の遺構SX302のほか、溝SD303、礎盤石をもつ柱穴SP304などを検出した。第3B層は褐色
シルト

質細粒砂で、層厚15cmである。本層からは中世後期までの遺物が出土した。下面で東西方向の
耕作溝

を検出した。

第4層:褐色シルト質細粒砂で、後述する第5A層が良好に残るところでは、第3B層に削剥され
て

残存しない。最も厚い調査区西部で、層厚10cmである。瓦や凝灰岩の破片を多量に含むことか
ら、後

期難波宮廃絶時の地層と判断した。

第5A層:調査区の東部を中心として分布する。黄褐色シルト質細粒砂で、最大厚は15cmであ
る。

整地層であり、周辺に存在する段丘構成層に由来すると思われる粘土の偽礫を含む単位と、炭
と焼土

の混る単位、さらに凝灰岩の破片を多く含む単位を交互に積み上げている。後述するように、
分布範

囲が限られること、分布範囲の周辺に凝灰岩および瓦の破片がまとまって出土することから、
後期難

波宮に伴う建物基壇SB5AOjと判断した。

第5B層:褐色シルト質細粒砂の整地層で、層厚は20cmである。部分的に、石敷に由来する可能
性

のある3～5 mm大の礫を多量に含んでいる。上・下層の状況から、後期難波宮造営時の整地層
である

可能性が高い。

第6層:赤褐色シルト質細粒砂の整地層で、東ほど厚く堆積する。部分的に掘下げて確認した
範囲

では、最大で層厚120cmである。調査区の東部に存在すると考えられる谷を埋立てている。古
墳時代

後期の遺物を多く含むが(図4-1)、難波Ⅲ中段階に属するとみられる須恵器杯G蓋などが出
土して

いることから(同2)、前期難波宮造営段階の整地層と判断した(註1)。本層上面で柱穴SP601
・602

を検出している。

第7層:本層以下は部分的に行った深掘りにより確認したものである。第7層は灰黄褐色シル
ト質

細粒～中粒砂で整地層である。東ほど層厚を増し、最大で40cmある。第6層とは明確な層理
面を有

する。時期を特定できる遺物は出土しなかった。

第8層:にぶい黄橙色シルト質細粒砂～砂礫で、整地層と思われる。

調査区のほぼ中央で最も層厚を増しており、40cmを測る。地層の午代は

不明である。

第9層:黄褐色シルト～砂礫で、段丘構成層である。調査区の西部

では上部がシルトからなり、擾乱を受けている。調査区の西部でTP +

20.8m,東部ではTP+ 19.8mとなっている。この高低差は、第6層によっ

-          1

10cm

1:4

てほぼ平坦化される。 図4 第6層出土遺物実測図

2.遺構と遺物

a.飛鳥時代の遺構(図5)

調査区南壁において柱穴と考えられる遺構を検出したことから、その性格を追及するためにト
レン

チ調査を実施した。その結果、第6層上面において南北に並ぶ柱穴SP601・602を検出した。
2基と
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[3  SB5AO1の範囲

閣 第6層上面検出遺構

1 : 100

5m

図5 難波宮期の遺構平・断面図



もに1辺1,1m以上、深 さ0.5m以上を測る隅丸方形の柱穴である。SP601では直径0.35mの
柱痕を確

認している。上位の遺構壁面の観察から東西に展開しないことは確実視できるため、南北
方向の柱列

と考えられる。SP601柱痕跡中心とSP602掘形中心の距離は、およそ2.79mであった。

遺構の年代については、前期難波宮造営段階の整地層である第6層を掘込み、後期難波宮整
地層と

考えられる第5B層に覆われていることから、前期難波宮に伴う遺構と考えられる。

b.奈良時代の遺構と遺物(図5・6)

調査区の東半で盛土SB5 AOIを検出した。前項で述べた第5A層に当る。層中に焼土や炭、
凝灰岩

を含むこと、遺構を覆う第4層に後期難波宮の重圏文軒丸瓦および凝灰岩の破片が含まれ
ていること

から、後期難波宮に伴う遺構と判断した。盛土は第3B層によって削剥されているが、ほぼ
正方位に復

元できる。規模は東西11.Om,南北5.0m以上、残高は東側で約0.l5mであるが、西側では
厚みをなく

している。これは第5B層の整地が終了した時点で、東側に向って下降する地形が完全に克
服されて

おらず、依然として東西でO.lmの高低差があったことに起因する。ベースとなる第5B層は
、第5A層

分布範囲ではO.lmほど低くなることが確認できるが、いわゆる掘込み地業ほど明確な層理
面は確認で

きなかった。上面には礎石を据えた痕跡はなく、また周囲でも地覆石を抜き取った痕跡な
どは確認で

きなかった。盛土の東側から北東隅にかけては瓦と凝灰岩の破片が密集している。またこ
れほど明瞭

ではないが、遺構の北辺に沿っても瓦が密集して分布する。

盛土の分布範囲が限られていること、その方位が正方位を意識していること、盛土の東辺と
北辺に

顕著に瓦や凝灰岩が分布していることから、SB5 AO1は後期難波宮に伴う建物基壇と判断し
た。

図6には、遊離資料であるが後期難波宮の時期の軒瓦を示した。このうち3は重圏文軒平瓦
、4～

6は重圏文軒丸瓦である。4・6はSB5 AOIを覆う第4層から出土しており、 この建物に
葺かれてい

た可能性力塙 い。焼成はいずれもやや軟質で、3～5は淡灰色、6は淡褐色を呈している。
比較的瓦

当面の残存率が良い6は6016型式であり、4についても6016型式である可能性がある。

20cm

図6 重圏文軒瓦実測図

SX3BO2( 3 )、第4層(4・6)、SD3BO1(5)

一 134 -



c,中世の遺構(図7)

第3B層下面で東西方向に延びる耕作溝を確認した。ほぼ正方位であり、後 期難波宮の地割りに影

響されていた可能性がある。

d.近世の遺構と遺物(図7)

多くの遺構を検出したが、ここでは代表的な遺構について報告する。対象とするのは、第3A層基

底面において検出した水溜状遺構SX302と南北方向の溝SD303、柱穴SP304、および第3A層上面で

検出した穴蔵と思われるSK301である。また、第2層上面では同じく穴蔵と思われるSK202などの

遺構を検出した。第3A層基底面検出遺構は17世紀前半、第3A層上面検出遺構は18世紀後半を中心と

する時期のものである。第 2層上面で検出したSK202の時期は18世紀末～19世紀前半に降る。

SX302は方形の土城で、東 西4.5m,南北5.0m以上の規模があり、北 は調査区外に延びている。検

出面からの深さは1.3mであった。東西壁はぼぼ垂直に立ち、南側は2段の壇状になっている。下部に

水成のシルトが0.3m堆積していることから、水 を溜める用途があったと思われる。東側でSD303と

つなが って い る。

SX302からは土師器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・信楽焼・丹波焼・備前焼・青花・漆器・瓦 ・石製品・

金属加工関連遺物のほか、本来は古代に属する土師器・須恵器などが出土した。図 8にはこのうち、

土師器7・8、土 師質土器11、肥前陶器9・101 瀬戸美濃焼陶器12、信楽焼13、丹波焼14、羽口15、

五輪塔16を図化した。手づくねの土師器皿7・8の口縁部にはススが付着しており、灯 明皿として使

用されたことがわかる。7は平面形が楕円形を呈しているが口径は6.3cmほど、8は口径9.3cmである。

図化できなかったがこの中間の法量の個体も出土している。焼塩壺11は使用により内面が淡紅色に変

色している。肥前陶器折縁皿9は内外面ともに砂目がある。口縁部が外折する薄手の碗10は高台部を

露胎とし、調整は総じて丁寧である。内野山系の製品である。12は瀬戸美濃焼陶器の天目碗である。

13は信楽焼の四耳壺で、上半に鉄釉、下 半に白色釉を掛けたいわゆる腰白茶壺である。精 良な胎土を

用いて堅緻に焼成され、底面にも施釉を行うなど、精製度が高い。丹波焼捕鉢14は、使 用により内面

の磨滅が著しい。羽口15は残存率が悪く直径は算出できないが、孔径は2.3cmであり、 口縁部にはガ

ラス質が付着する。花崗岩製の16は組合わせ式五輪塔の一部であろう。これらSX302から出土した資

料は、肥前磁器を含まないものの、型式論的にみて17世紀前半に降るものである。

SD303は南北方向に延びる溝で、長さは5.4m以上、幅は約1.Omの規模があり、検 出面からの深さ

は約1.Omであった。断面の観察から、SX302からオーバーフローした水がこの溝に流れ込んでいた

ことがわかる。当遺構を境にして東側は西側に比べ地面が0.l5mほど高くなっている。また、 この溝

は掘直されて第1層段階まで継続していた。以 上のことから、SD303はSX302からの排水の役割を

担ったのみでなく、区画溝としても機能していたと考えられる。

SP304  東西0.8m,南北0.7mi 深さ0.5m以上の隅丸方形の柱穴で、底部に花崗岩製の礎盤石を置

いている。柱痕は0.2mである。この柱穴と組み合う遺構はなく、どのような構造物に伴うものなのかは、

今回の調査では明らかにできなかった。遺構埋土からは瓦器などが出土した。

SK302  東西4.Orn,南北2.0mi 深さl.Omの方形の土壇である。底面には壁に沿って幅約0.2mの
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図8 SX302出土遺物

溝状の窪みが巡っており、断 面観察から板壁の痕跡であると考えられる。遺構の形状から考えて穴蔵

と思われる。

SK202  第2層上面検出遺構である。東西2.Om,南北2、2m以上、深 さ1.2mの土土廣である。底部に

は幅0.l5mの溝状の窪みが巡っており、SK302と同様、断面観察から板壁の痕跡であると考えられる。

土壊の壁面は途中、テラス状になっており、直径0.lmのピットが並ぶ。柱 をつくり屋根を支えた跡と

思われる。遺構の形状から、 この土城も穴蔵であると考える。

〈まとめ〉

今回の調査地では、近 隣と比較して地層の遺存状態が非常に良好であり、層位的に当地域の変遷を

明らかにできたことは今後の周辺の調査にも大きな意味をもつ。また、地層の年代が明らかでなかっ

た第1次調査以降の周辺の初期の調査の結果に対しても地層の年代の比定に大きな手がかりを与えた

と評価できる。以下では、時期別に今回の調査成果をまとめる。

a.前期難波宮期

飛鳥時代の柱穴として報告したSP601・602は、方位と規模から考えて前期難波宮に伴うものと考

えるのが妥当である。調査区内では東西に展開していないことから、南北に延びる塀である可能性が

もっとも高い。調査区の南約180mのNW85-34・86-12次調査でもほぼ同規模の柱穴が南北に3基

検出され、塀SA701を構成すると想定されている[大阪市文化財協会2004]。今 回検出した柱穴とこ

のSA701が1直線上に並ぶことは注目できる。SA701の柱穴の規模は堀形が1辺1.00～l.lOm,柱痕

跡の直径が0.30m,柱間の距離は2.98mである。今 回検出した2基の柱穴の想定される規模に近似す

るものであり、柱 間寸法についてはやや違いがあるものの、検 出された2基の柱穴はSA701と一連の

ー 137 -



遺構である可能性がある。この場合、前期難波宮朝堂院回廊東端から東に1
2.2mの位置に南北方向の

塀が存在していたことになる。なお、 この塀とほぼ西に対称の位置となる
朝堂院西回廊西端から西に

約15mの位置にあるNWO8-1次調査でも、前 期・後期難波宮のいずれに
属するかは不明なものの、

南北方向の柱列が検出されている[大阪市文化財協会2008]。この柱列が前
期の南北方向の塀だとすれ

ば、朝堂院回廊から外側に12～15mの位置にそれぞれ南北塀をもっていた
ことになる。またその性格

については、既に指摘があるように[大阪市文化財協会2008]、官衡域を画
するものであった可能性が

ある。

b.後期難波宮期

後期難波宮では、建 物の基壇SB5 A01が検出されたことが大きな意味をもつ
。基 壇の規模から考え

ると、後期難波宮朝堂院よりも東西幅で若干短く、東 西3間ほどの南北棟
の建物と想定できる。調査

区南↓8mのNWO2-13次調査Ⅰ区1トレンチでは確認されていないため、
建物の南端はここまでの間

に収まる。これまでの検出事例などをふまえて想定される建物は、基 壇の
幅を11mとすると、 9尺 ×

3間、軒 の出5.5尺、基 壇の出5尺程度となる(図9、註 2)。基壇の規模は
大きくはないが、大極殿院

のすぐ東側に接する重要な場所であること、 さらに凝灰岩の基壇を有して
いたことから、後 期難波宮

の中でも重要な施設の一部であった可能性が高い。当該期の建物基壇と思
われる遺構は、調査区北側

の第2次 ・第 4次調査でも検出されている。後期難波宮の朝堂院東側地域
については、区画変更を伴

う大規模な造替えが行われ、その契機のⅠつとして孝謙天皇行幸に伴う東
南新宮の存在も想定されて

いる[高橋2008]。周辺で検出されている基壇と区画の大規模な造替えをふ
まえ、今 回検出した建物の

評価を行うべ きであろう。

冫

ヨ

)

ノ

1

1
1
」 2 - - -  - j ー 1

北妻面立面図1 /1 00

出
9尺 9尺

基壇幅37尺 (約11m)

図9 SB5 AOIの想定復元図

9尺
軒の出

5,5尺
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図10 前期・後期難波宮と今回の調査地
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c.近世

周辺は豊臣期大坂城の三ノ丸内に当り、周辺でも堀が検出されるなどしているが、今回の調査で
は

明確にこの時期に比定できる遺構はなかった。しかし、近世については水溜状遺構や溝、穴蔵
などが

検出でき、さらに作土も確認されている。近世末期の図面では当地は同心屋敷地とされている
が、敷

地内での多様な土地利用のあり方が呉体的になったのは大きな成果であろう。

以上のように、今回の調査では古代から近世にかけて大きな成果を得ることができた。近・現代
の

建設工事に伴う攪乱が及んでいるとはいえ、公園敷地内と比べても良好に地層が残されており、
今後

も周辺地域でまとまった成果が得られるものと期待される。

註)

1)古代の土器の繻年・実年代観については、佐藤隆による検討結果に拠っている[佐藤
隆2000]o

2)建物の復原は大阪歴史博物館李陽浩による。復元図も同氏作成。
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西区江之子島一丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(EKO9-1)報告書
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は土佐堀川の西端、木津川との合流点の南東側に位置し、周辺は江戸時代に雑喉場魚市場が

あった地域である(図1)。雑喉場魚市場は延宝年間(1673-81)に開かれたとされ、堂島の米市場、天

満の青物市場とともに、江戸時代の商都大坂を代表する三大市場の一つとして賑わいをみせてぃた。

市場は近代になっても集散市場の役割を高め、その繁栄を誇ったが、1931(昭和6)年11月に福島区野

田に開設した大阪市中央卸売市場に移転し、その幕を閉じた。また、木津川の東側には、戦後に埋め

立てられ現存しないが、それまで百間堀川が流れており(図2)、市場への荷揚げの便を支えてぃた。

今回の調査地は、この百間堀川の東岸に位置する。

大阪市教育委員会が当該地で試掘調査を行った結果、地下約1.4mで江戸時代後半の整地層が確認さ

れた。そこで、整地層の年代や遺構・遺物の分布状況を明らかにし、雑喉場魚市場を含むこの地域の

歴史的変遷を復元する基礎資料を得ることを目的に、調査を実施した。

調査区は敷地内北西端の東西約8 m,南北約12mの範囲である(図3)。事業者側によって調査範囲

の土留工事がなされた後、3月3日より重機掘削を開始した。まず、重機によって近・現代の攪乱お

よび整地層を除去した後、江戸時代の第1・2層について平面的に掘り下げ、遺構・遺物の確認を行っ

た。また、以深の整地層(第3層)および自然堆積層(第4層)については、湧水がひどいため、層中に

明瞭な遺構が存在しないことを確認した後、全面の掘り下げを断念し、遺構の壁面を利用しっっ一部

深掘りを行い観察・記録を行った。調査の記録は3月12日に完了した。

なお、図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)、方位は図1～3が座標北、図5が磁北である。

図1 調査地位置図 図2 1931年大阪詳細図と調査地の位置
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l  \ ふ   1 : 2,000

図3 調査区位置図

2)調査の結果

1)層序(図4)

現地表下1.9mまでの地層を、第0～4層に区分した(図

第0層 :近・現代の攪乱埋土および整地層である。層厚

は60～150cmあり、調査区東南部で厚い。

第1層:シルトの偽礫を含む灰色細粒砂～にぶい黄色中

粒砂からなる整地層である。調査区西端にのみ遺存してお

り、層厚は最大で30cmある。17世紀末～18世紀初頭の肥前

磁器・肥前陶器、土師器が少量出土した。上面で18・19世

紀代の遺物を含む土土廣(SK03・06・19)や井戸(SEO8・11・

17)などを検出した。

第2層 :調査区南西端や西北部に部分的に

遺存していた焼土層で、層厚は5 cmある(図

版)。遺物は出土しなかったが、上面から掘り

込まれた土城(SK02・07・12・18)からは17

世紀後半～18世紀初頭の遺物が出土する。
TP̂ O.Om

第3層 :シルト～極細粒砂のレンズ状の偽

礫を挾むオリーブ黄色細粒～粗粒砂からなる

整地層で、炭粒を含む。層厚は最大で70cmあ

る。遺物は瓦の小片が出土した。

第4層:灰白色極細粒～粗粒砂からなる平

行ラミナが発達した水成層で、層厚は30cmま

で確認した。遺物は出土していない。

ii )遺構(図5、図版)

検出した遺構のうち、第1・2層が遺存し

図4 地層模式断面図         ていた調査区西端に分布するものは、層
序と

の関係が把握できたが、調査区東半では近代以降の削平を受け、第3層の上面
で確認したものが大半

である。このうち、第1層上面で検出した18・19世紀代の遺物を含む遺構と、
第 2層上面で検出した

17世紀後半～18世紀初頭の遺物を含む遺構に大別できる。また、遺構の性格は、
焼土・炭を多く含み

火災後の片づけに際して掘られたと考えられる土壇が主体であり、他 には井戸
や水琴窟の可能性があ

る埋尭遺構がある。以下、主な遺構について報告する。

SEO8・11・17 調査区西端南半の第1層上面で検出した井戸である。湧水が
ひどく一部を掘り下

げたのみであり、構造は未確認である。いずれも18世紀前半代の肥前磁器・肥
前陶器や関西系陶器な
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どが少量出土した。近接した位

置に近代に埋 った井戸があり、

近世から近代にかけて敷地内の

間取りに継続性があったことが

うかがえる。

SKO6  調査区西端北半の第1

層上面で検出した埋尭遺構であ

る。土 塘内に19世紀半ば頃の倒

立した丹波焼大尭を設置し、 そ

の下に拳大の栗石を敷いていた。 83

尭の内部下半には、水漬きの有

機質な砂質シルトが堆積してい

た。尭 の上半は遺存していない

が、調査区埋土や構造的特徴か

ら、水琴窟の可能性がある。

SKO3  調査 区北半の第1層

上面で検出した、東西6.5m,南

北1.5m, 深さ0.8mの東西に細

長い土塘である。焼 土や炭、被

熱痕のある瓦を大量に含む。火                    1 : 100
図5 調査区平面図(トーンは焼土・炭を多く含む遺構)

災後の片付 けに際 して掘 られ

たものであろう。19世紀半ば頃の肥前磁器や関西系陶器、土師器などが出土した。SKO6に切られ、

SK13・14およびSEO8を切っている。

SK02・07・12 SKO7・12は調査区北西部の第2層上面で検出した土塘で、SKO7の東隣に位置す

るSKO2も、埋 土の特徴から同一層準の遺構と考えられる。埋 土はいずれも焼土や炭、被熱痕のある

瓦を大量に含み、特に炭化した縄や藁状繊維が目立つ。17世紀後半代の肥前磁器・肥前陶器を少量含む。

一定間隔をおいて東西に並ぶことから、火災後の片付けに際して掘られた一連の遺構と考えられる。

SK18  調査区西端中央の第2層上面で検出した土壇で、SEO8・11に切られていた。焼土や炭、被

熱痕のある瓦を大量に含み、17世紀末から18世紀初頭にかけての肥前陶器 ・肥前磁器が出土した。

SK18の東側では、同様の焼土・炭を多く含む土壇が並んで検出され(SK04・09・15・16)、一連の遺

構の可能性があるが、出土遺物が少なく、また削平を受けて帰属層準が不明であるため、断定できない。

SKO5  調査区中央の第3層上位の第0層基底面で検出した、平 面が瓢箪形の土塘で、埋土中に焼

土や炭を多く含む。深 さが約5 cm Lか遺存していないが、東半の壁面が被熱により赤色化しているこ

とから、竃 の可能性がある。

5m
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3)まとめ

調査の結果、現地表下1.6m (TP - 1.2m)以下で、自然堆積層(第4層)を確認し
、その上に厚さ70cm

の整地層が盛られて以降、人間活動の痕跡が継続して認められた。調査で確
認した遺構の中で最も古

い時期のものは、17世紀後半の遺物を含んでおり、雑 喉場魚市場の開設時期
と一致することが注目さ

れる。今 回の調査では、荷札木簡や魚骨などの魚市場の存在を具体的に示す
遺物は確認できなかった

が、魚市場の開設とともに当地域に町屋や市湯が拡がっていったことがうかが
える。特に、18世紀以降、

井戸や水琴窟とみられる埋尭遺構が調査区の西端に集中して分布する様相が
みられ、近代に至るまで

敷地内の間取りが継続していたことが読み取れる。
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調査区南西端

第2層分布状況

(南東から)

遺構検出状況

(南から)

遺構完掘状況

(南から)



Ⅳ 天 王 寺 区
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天王寺区堂ケ芝一丁 目における

堂ケ芝廃寺発掘調査 (DSO9-3)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区堂ケ芝1丁目45-23

71.5留

平成21年12月14日～↓2月22日

財団法人 大阪市文化財協会

文化財研究部次長 南秀雄、杉本厚典
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1)調査 に至る経緯 と経 過

調査地は堂ケ芝廃寺の伽藍の中心とされる豊川稲荷の北側で玉造筋の東側に位置する。これまでに

玉造筋の西側ではNW80-21次調査、DS89-1・01-1・07-1次[大阪市文化財協会1990,大阪

市教育委員会・大 阪市文化財協会2003・2009]、東 側ではDS87- 3・88-1・04-1・09-1次調

査[大阪市文化財協会1988・1989・2010,大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005]が実施されて

い る 。

NW80-21次調査地では古代の瓦をはじめ、須 恵器・土師器・瓦器の細片が出土した。古代の遺構

は認められず、近世のものとみられる柱穴などを検出した。

DS87-3次調査地では奈良時代以降近世までに築かれた土壇状遺構を検出した。盛 土中からは、

コンテナ40箱に上る古代の瓦が出土し、堂 ケ芝廃寺の瓦の基本的な型式が明らかになった。

DS88-1次調査地ではコンテナ98箱にも上る多量の瓦が出土した他、博仏の破片も出土したが寺

院の遺構は検出されなかった。また寺院基壇の可能性が指摘されていた境内北西の盛土にトレンチ

を入れて確認した結果、1銭硬貨が出土したため盛土が新しいものであることが判明した。 これら

DS87-3・88-1次調査の成果から、瓦 が7世紀後半から8世紀前半にかけてのもので、堂ケ芝廃

寺が白鳳～奈良時代の寺院である可能性が一層高まった。

DS89-1次調査地では近世の掘立柱建物、井戸が見つかったが、古代に遡る遺構は検出されなかっ

300

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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1

表 土

第1a層

第1b層

第2a層
SP203・204 SD202 SK201

ヵ,6 、  ″  一  ■
SP301～304 SD305～307・SX308

ゥ。8. ″  1■
第3b層

写真  掘削状況(北西から)

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

た。また複弁八葉蓮華文軒丸瓦が出土したが、瓦の出土量は少なく、古代の遺物も出土しな
かった。

DSOI-1次調査地では堂ケ芝廃寺の範囲確認を目的として調査を行い、北東から南西方
向に延び

る谷の肩を検出した。この谷は古地形の復元において細工谷付近から四天王寺まで延びて
おり「真法

院谷」と仮称されている[大阪市文化財協会2007]。

DSO4- 1次調査地では調査区東半部に南北方向に延びる近世の溝を検出した。確実に古
代のもの

とみられる遺構は無かったが、遺構埋土が地山に由来する古い時期の可能性をもつ土塘が検
出された。

また古代の瓦がコンテナ8箱出土し、重圏文軒平瓦、重弁・単弁・複弁の各蓮華文軒丸瓦が認
められた。

DSO7-1次調査地では東西方向に延びる近世の水路を検出したが、古代の遺構・遺物は
見つから

なかった。

DSO9-1次調査地では6世紀に遡る須恵器や古代の平瓦・単弁蓮華文軒丸瓦などが出土し
たが、

古墳時代から古代にかけての遺構は見つからなかった。遺構はほとんどが近代のもので、
土採り穴・

池などが検出された。

現在の自然地形は調査地から北へ50mの所から北に向って急激に下っている。そのため本調査
地は、

古代の遺物の多いDS87- 3・88-1次調査地と一連の平坦面に位置し、伽藍の一部を検出
すること

が想定された。調査区の大半は地中障害およびその除去時に現地表下2～4mまでの地層が
除去され

ており、攪乱を免れた調査地西北部において調査区を設定した。

調査はⅠ2月14日より重機による表土掘削を行い、第二次大戟時の被災層から人力掘削を開始
した。

各層を除去しつつ遺構の検出、遺物の捕集につとめ、写真・図面で記録を行った。地山直上
で中世の

遺構・遺物を検出し、12月21日に写真・図面による記録を行い、翌 日埋戻し・撤収などを行
った。

本報告では標高をT.P.値(東京湾平均海面値)、示北記号は座標北(図1)・磁北(図2・5・6
)を使

用した。

- 154 -



北 壁

TP4-l 1am

第2b層
第1a層

\゙第1a層第1b層

SD202

第2b層         第2a層

j゜ 1 - -〈 一砒 一〉  -一 い

SD305     \、
l

l

I
+100m

十90m

西 壁

第1a層:炭・焼土・粘土偽礫含む浅黄色(2.5Y7/3)細粒砂

第1b層:焼土・炭含むにぶい赤褐色(5YR4/4)細粒砂

第2a層:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂

第2b層:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂質シルト

W3a層:浅黄色(2.5Y8/3 - 2.5Y8/4)細粒砂

第3b層:橙色(7.5YR6/8)中粒砂

+9.0m

2m

1:50

図4 北壁・西壁地層断面図



2)調査の結果

1)層序(図3・4)

第1a層:炭・焼土・粘土偽礫を含む浅黄色(2.5Y7 /3)細粒砂で構成される戦後の整地層である。層

厚は30cm以上であった。偽礫や焼土・炭を多く含んでいた。

第1b層:焼土・炭を含むにぶい赤褐色(5YR4/4)細粒砂で構成される戦前の整地層である。層厚は

約10cmであった。上部に層厚3～6 cmの炭層が部分的に拡がっていた。第二次大戦時の被災層である。

第2a層:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂で構成される整地層である。層厚は約8cmであった。

第2b層:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂質シルトで構成される整地層である。層厚は約4cmであった。

本層上面で近世の柱穴・土壇を検出した。

第3a層:浅黄色(2.5Y8/3～2.5Y8/4)細粒砂で構成される段丘構成層である。層厚は約50cmであっ

た。本層上面で中世の柱穴・土壇・溝を検出した。

第3b層:橙色(7.5YR6/8)中粒砂で構成される段丘構成層である。層厚は50cm以上であった。

ii )遺構と遺物

a,第3a層上面検出の遺構と遺物(図5・7・8)

第3a層上面で柱穴4個と溝3条、不明遺構1基を検出した。

以下に遺構と遺物について記述する。埋土の詳細は図7参照のこととする。

SP301 :直径0.31m,深さ0.40mの柱穴である。直径0.l3mの柱痕跡が認められた。

SP302 :直径0.30m, 深さ0.46mの柱穴である。 直径0. 12mの柱痕跡が認められた。SP301と

SP302の柱間寸法はl.80mである。

SP303 :東西0.35m,南北0.45mの小穴で、柱痕跡は認められなかった。SP302から2.60m東に位

置する。

柱穴のうちSP301・302は規模・形状や位置関係から、一つの建物を構成していた可能性がある。

SP304 :直径0.l6m,深さO.lOmの小穴である。

SD305 :幅0.65～0.6m,深さO.lmの南北に延びる溝である。埋土は細粒砂質シルトであった。埋

土より古代の瓦(3・6～8)が出土したが、瓦器椀の細片も出土しているため中世の遺構と考えられる。

この溝はSP301 - SP302の柱列に平行して設けられていることから、敷 地内を区画する溝の可能性

がある。

3は土師質の平瓦である。凹面には布目痕、凸面には縄タタキ痕が認められる。6は瓦質の平瓦で

ある。部分的に布目痕が認められる。7は瓦質の平瓦である。凹面には布目痕がわずかに残る。凸面

に斜格子タタキ痕が認められる。また側縁部がやや肥厚する。8は土師質の丸瓦で凹面には布目痕が

認められる。凸面はナデによって整える。これらの瓦以外に瓦器椀の細片が出土した。暗文が確認され、

和泉型のものとみられるが、時期を判定することはできなかった。

SD306:幅0.2m,深さ0.4mの南北に延びる溝である。

SD307 :幅0.35m以上、深 さO.lmの南北に延びる溝である。

SX308 :南北0.65m以上、東西1.50m以上の遺構である。西端でSD305を切っていた。
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SP301

SP302 SP303

SD306   SD307

SX308

図5 第3a層上面の遺構平面図

1:50

2m



SP203

SP204

SK201

SD202

0 2m

1:50

図6 第2b層上画の遺構平面
図



b.第2b層上面の遺構(図6～8)

第2b層上面で土塘1基と溝1条、柱穴2個を検出した。

SK201 :直径0.62m,深さ0.50mの土塘である。埋土はシルト偽礫を含んでおり、埋戻されたと判

断される。埋土中より瓦5が出土した。

5は瓦質の丸瓦である。凹面には布目痕がわずかに認められる。凸面は縄タタキの後にナデ消しを

SK201

TP+10.Om

E

+9.5m

1:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト

2:オリーブ褐色(10YR7/8)シルト

3:シルト偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂

4:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂

SP301 TP+10.Om SP302 TP+10.Om

SD202

TP+10.Om

W         E

十9.5m

1:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂

2:オリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂

SP303 丁P+10.Om

N

+9.5m

1:シルト偽礫含む灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂

2:灰白色(2.5Y8/1)細粒砂

3:黒褐色(2.5Y 4/1)シルト

4;オリーブ褐色(2.5Y 4/4)細粒砂

E

+9.5m

1:浅黄色(2.5Y7/3)細粒砂

2:シルト少量含む黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂

3:偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/4)細粒砂

4:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂

W           E

1:黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂

SP304

TP+9.8m

1:にぶい黄橙色(10YR6/4)粘土

2:にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂

SX308

SD305

TP+9.8m

1:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂質シルト

TP+10.Om

SD307 SD306

wTP+9.8m

1:明黄褐色(2.5Y6/6)シルト質細粒砂

N

・・ ・一一一一一-]

1:明黄褐色(2.5Y6/6)細粒砂

2:浅黄橙色(10YR8/4)シルト

3:黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂

+9.5m

図7 遺構断面図

1:20

1m
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1:4

図8 出土遺物実測図

SK201(5)、SP203(4)、SD305(3 - 6-8)、第1a層中(11 ・12 - 16 - 17)、

第2a層中(2・9・10・14・18)、攪乱(20)、表向採集(1・13・15・19)
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施す。古代の瓦であり、遊離資料である。

SD202 :幅0.33m.,深さ0.l2mの溝である。細粒砂で埋っていた。

SP203 :南北0.32m,東西0.24mの柱穴である。南側に直径0.08mの木質部分が遺存していた。掘

形より瓦4が出土した。4は瓦質の平瓦で、布 目痕が遺存する。古代の瓦であるが、遊離資料である。

SP204 :南北0.25m,東西0.l8mの柱穴である。南側に直径0.08mの木質部分が遺存していた。

c.その他の遺物

第1a層中より11・12・16・17、第2a層中より2・9・10・14・18が出土した。20は調査区東壁中

央の攪乱から出土した瓦であり、 1・13・15・19は表面採集した遺物である。

1は土師器の尭である。球形の体部に復元され、外面をハケ、内面を横方向のナデで整える。2は

須恵器尭である外面は平行タタキで整形後、縦方向のハケを施す。

12は丸瓦、9・10・11・13～15・17～20は平瓦、46は隅切瓦である。12は須恵質で凹面には布目

痕が認められる。凸面はナデによって整える。10は瓦質焼成で全体的に磨滅が著しいが、凸面に縄目

タタキがわずかに認められる。9・17・18・20は須恵質の焼成である。9は凹面には布目痕があり、

模骨痕とみられる凹凸が確認される。凸面は縄目タタキによって整える。17は短辺と長辺の一部が遺

存する。凹面には布目痕が部分的に残っており、凸面は縄目タタキの痕跡が明瞭である。18は凹面に

布目痕が認められ、凸面はやや大きめの格子タタキによって整えている。20は短辺と長辺の一部が遺

存する。凹面には布目痕が明瞭に残されており、布を綴じ合わせた部分が認められる。凸面はナデに

よって整える。端部はヘラで切り落として整形する。11・13～15は焼成が不良で褐色を呈する平瓦で

ある。11は凹面に布目が認められ凸面をナデで整える。13は磨滅により表面の調整は不明である。14

は凹面には糸切痕とみられる条線が認められる。端部はヘラで切り落として整形している。15は凹面

には布目痕があり、模骨痕とみられる凹凸が確認される。凸面は縄タタキによって整える。10・19は

瓦質焼成とみられる平瓦である。10は全体的に磨滅が著しいが、凸面に縄目タタキがわずかに認めら

れる。19は瓦質焼成とみられる平瓦である。凹面は糸切痕と布目痕が認められ、凸面は縄タタキを施

す。短辺側の端部は縄タタキ後にヘラで切り落としているのに対して、長辺側の端部は無調整である。

16は焼成が不良で褐色を呈する。凹面には布目痕が認められ、凸面は縄目タタキによって整えており、

側縁部と角をヘラで切り落として整形する。

3)まとめ

本調査地は古代の瓦が多く出土するDS87-3・88-1次調査地の北側に拡がる平坦面であり、古

代の遺構が検出されることが予想されたが古代の遺構は認められなかった。

本調査地では近世の土壇・溝 ・柱穴、中世の溝・柱穴を検出した。

古代の遺物は平瓦・丸瓦がコンテナに0.5箱程度出土した。出土した平瓦の中には斜格子タタキや縄

タタキを持つものがあった。斜格子タタキのものはこれまでDS87-3・88-1次調査地などで出土

しているものと同様に一辺が6rnrnの細かいものと、一辺が12mmのやや大ぶりなものとが認められた。

また隅切瓦が出土しており、寄棟型あるいは入母屋型の屋根形状の建物があったことが推測される。
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中世の遺構は柱穴と敷地を区画したとみられる溝を検出した。中世において寺域から居住域へ変化

した可能性がある。

また近世の柱穴や土壇、区画溝などを検出した。調査地南東のDSO4-1次調査地では地山を削り

出して設けられた南北方向の溝が検出され、東に下る地形が復元されており、 さらに南東のDSO9-

1次調査では土採り穴や池が検出され、居住域の周辺部の様相を示していた。今回の調査地では柱穴

や土壇、区画溝などが見つかっており、居 住域の一部と考えられる。また玉造筋西側のDS89- 1次

調査でも近世の掘立柱建物、井戸が見つかっていることから、玉造筋に面する高所部に居住域の中心

があったと推測される。

地山上部の遺構の有無や古代瓦の多寡などが堂ケ芝廃寺の実態を明らかにするためには重要な手掛

かりとなる。伽藍の具体的な姿を発掘調査によって復元するためには、さらに調査成果の蓄積が不可

欠である。
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区北山町58

180rrf

平成21年10月13日～11月5日

財団法人 大阪市博物館協会

大阪文化財研究所次長 南秀雄、松本啓子
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1)調査 に至 る経緯と経 過

調査地は天王寺区のほぼ中央にあり、上 町台地の最高所近くの東側斜面に位置している。7世紀と

8世紀の宮殿である難波宮とともに造営された都市難波京の中に本調査地は所在している。宮殿の中

心からまっすぐ南に延びる難波京朱雀大路は、幅100m以上と想定される幹線道路で、本調査地あた

りを通るものと推定されており、当時はこの道路を挟んで貴族の館や寺院・市などが並んでいたもの

と考えられている。近年の発掘調査によって、調査地付近には、北側に細工谷遺跡、東側に堂ケ芝廃寺、

西側に上本町遺跡・上本町南遺跡などの遺跡が見つかり、当該の時期の遺構や遺物のほか、弥生時代

や古墳時代、中世、近世など、前 後する時代の遺構・遺物も多数出土している(図1)。とくに細工谷

遺跡は、埋 没した谷の中から全国で初めて和同開称の枝銭が出土したほか、和同開称に先行する富本

銭や奈良時代に「百済尼寺」が存在したことを示す墨書土器・木簡などが出土し、全 国的にも注目され

た[大阪市文化財協会1999]。この遺跡では谷を埋めたてて設置した古代の暗渠や建物も見つかってい

る[松本啓子2006・2007]。これらの成果は、細工谷遺跡を中心に『大阪市天王寺区細工谷遺跡』Ⅱの

報告書の中にまとめられている[大阪市文化財協会2007]。本調査地は細工谷遺跡から約400m南にあ

り、発 掘調査による良好な成果が期待される場所である。

図1 調査地位置図
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2008年度に工事に先立って行われた大阪市教

育委員会による試掘調査で、地表下約1.2m以下

に古代の遺物を包含する地層が確認されたため、

関係諸機関と協議の上、遺構や遺物の有無やそ

8-148゙590 の分布など、歴史的景観の復元に有効な情報を

得るため、本 調査を行うことになった。

調査は平成21年10月13日から開始し、調査地

-  内に南北18m1 東西10mの調査区を設け(図2)、

試掘の結果に基づき、重 機によって地表下1.2m

までの近代以降の地層を除去した。その後は人

力によって地表下2,5mまで掘り下げ、この間の

遺構・遺物の検出を行い、実測図および写真撮

影などで記録した。11月5日に道具・機材の撤

収、仮 囲いの撤去等の作業を含め、発 掘調査にかかわるすべての作業を終了して撤収した
。

なお、本報告で示す北方位は世界測地系による座標北である。水準値はT.P.値(東京湾平均海
面値)で、

本文および挿図ではTP+○mとした。

Y-43,740i       Y-43,7201

2)調査の結果

1)層序(図3 ・4)

本調査における基本的な層序は、以 下のとおりである。

近・現代の盛土層を除去すると、近 世以前の地層(第1層)が確認された。第1～3層は基
本的に盛

土層で、第4層は水成層、第 5層は段丘構成層(地山)である。

第0層 :層厚135～210cmで、現代の造成に伴う整地層および近代の盛土層である。重機で
除去した。

第1層:砂 ・礫を含む黄褐色シルト質粘土で、第 5層を使って盛土したものである。最大
層厚は28

cmであるが、後世の攪乱のため本層の大半がすでに失われており、調 査区の南西部にの
み分布する。

本層から古代・中世の遺物とともに近世の瓦や丹波焼・瓦器が出土した。

第2層 :本 層はもともと盛土層であるが、上 半部は作土となっていた。このため、上 半の
作土部分

を第2a層、下 半部分を第2b層とした。第2a層は最大層厚45cmの砂・礫 ・炭 を含む暗灰
黄色粘土質シ

ルト層で、下部に酸化鉄の斑紋が見られた。第2b層は最大層厚20cmの砂・礫 ・炭を含む
黒褐色粘土質

シルト層で、第5層の偽礫が入り、第2a層ほど攪拌されたようすは見られない。第 2層
の遺物は古代

の須恵器・土師器といった土器の破片がごく少量出土した。しかし、 これらとともに破片
ではあるが、

第2a層から中世の湊焼の斐、第2b層から中世平瓦といったやや新しい時期の遺物が出土し
たことから、

これらが本層の時期を示すものと考えられる。第2a層下面で耕作溝SD201・202・205、
SK203・204

を検出した。

第3層 :基本的に人為的に盛土した地層で、いくつかの単位に分かれる。層理面から
乾痕が目立つ
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層名 岩相 時期

第0層
近世～

現代盛土

第1層 含砂・礫黄褐色シルト質粘土 近世初期盛土

1 ,ヨ12a 含砂・礫・炭暗灰黄色粘土質シルト 中世作土

をb8 含砂・礫・炭黒褐色粘土質シルト 中世盛土

3a 含砂・礫灰オリーブ色粘土質シルト

1 3い1
冒

3h 含砂・礫暗灰黄色粘土質シルト 奈良時代

後半以降の
 戊 ↓

す"ih.t,,JJ'.,.逼?;
喝色粘土質シルト～
C黒褐色シルト質粘土

百ピシN彩δみ1, エ

: 公立工

μA 昭

!J″"ゞ ″に゙

ヒ4白・・ 含砂黒褐色シルト質粘土～粘土質シルト: 奈良時代

「情 4b1含砂黄灰色シルト質粘土 1自然堆積層

地層の堆積状況 主な出土遺物

近世瓦・瓦器・

丹波焼

中世陶器

中世瓦

土師器・須恵器・

製塩土器・緑釉・

古代瓦・羽口・
鉱滓

竃・土師器

第5層  黄褐色粘土質シルト～明褐色粘土質砂轢 段丘構成層
(地山)

図3 地層と遺構の関係

といった状況を手がかりに、第3a～3d層に細分した。第3a層は上半が砂・礫を含み、酸化鉄の斑文

が入る最大層厚22cmの灰オリーブ色粘土質シルト層、下半が最大層厚18cmの砂を含むにぶい黄褐色

シルト質粘土層である。第3b層は最大層厚30cmの含砂・礫暗灰黄色粘土質シルト層で、第 5層の偽礫

を含む。第3a・3b層は調査区のほぼ全域に分布する。第3b層上面で乾痕が観察されたことから、第

3a層が堆積するまでに時間間隔のあったことがわかった。第3c層は含砂オリーブ褐色粘土質シルトあ

るいは含砂・礫 ・炭黒褐色シルト質粘土層を主体とする盛土層で、第3c層のうち最下部に堆積する黒

褐色シルト質粘土層は調査区のほぼ全域で見られた。第3c層全体で層厚は最大40cmある。第3c層の下

位にあり、調査区の部分的にしか見られない地層を一括して第3d層とした。砂 ・礫を含む暗灰黄色～

黒褐色の粘土質シルト～シルト質粘土層を主体とした盛土層で、層厚は最ノ(25cmある。

第3層では、第3a層上面で溝が検出されたが、他に遺構は見られなかった。また、本層の出土遺物は、

第3b層および第3c層最下部層からのものが多く、いずれも奈良時代である。

第4層:本層は谷頭近くの湿地に堆積する地層で、上下2層に分かれる。第4a層は含砂黒褐色シル

ト質粘土～粘土質シルト層、第4b層は含砂黄灰色シルト質粘土層である。南東に向かって下がる傾斜

地に堆積しているため、両層とも傾斜に合わせて下方で層厚が増す。層厚は第4a層が40cm以上、第

4b層が層厚15cm以上ある。第4a層から奈良時代の竃や土師器の尭が出土し、 これらが本層の堆積時

期を示していると考えられる。

第5層:最上部が砂・礫を含む黄褐色粘土質シルト～砂層で、下部に向かって漸移的に粒径が粗く

なり、黄褐色～明褐色粘土質砂礫となる。層厚は50cm以上である。本層からの出土遺物はなく、本層

以下が段丘構成層である。

ii)遺構と遺物(図5～ 9)

a.第5層上面および第4層の状況と出土遺物(図5・9)
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2,Om

11.0…

1:50

I

(第1層)

゜
ぐ
\
\
\
\
\

近・現代盛土

/ TP-H3.0m

12.0m

11.Om

1;50

1:含砂・礫黄褐色(10YR5/6)シルト質粘土(第5層を母拐とする)

(第2層)

2a2:含細砂・礫・炭暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土質シルト(下半に酸化鉄が沈着)

2b 3:含砂・礫・炭黒褐色(2.5Y3/2)粘土質シルト(第5層の偽礫を含み酸化鉄の斑文が目立つ〉

(第3層)

4:含礫・粘土暗褐色(10YR3/3)砂質シルト(SD301埋土の-j二部)

5:含砂暗灰黄色(2.5Y 4/2)細粒砂質シルト(SD301埋土の下部)

3a6:含砂・礫灰オリーブ色(5Y5/2)粘土質シルト(酸化鉄の斑文が入る〉

3a7:含砂にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粘土

3b8:含砂・礫暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土質シルト(第5層の偽礫を含む〉

4ε-グミ含砂牙コ)一ニブ}奇伍〈2占Y4;i,9)粘王質)一ル下

3c 10:含砂にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土質シルト

3c 11:含砂黄褐色(2.5Y5/6)シルト質粘土

3c 12:含粘土オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質シルト

3c 13 :含砂・礫・炭黒褐色(2.5Y3/2)シルト質粘土

3d 14 :含砂暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土質シルト

3dl5:含砂・炭オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質粘土

3d 16 :含砂・礫黒褐色(10YR5/8)シルト質粘土

(第4層)

4a 17:含砂黒褐色(2.5Y3/2)シルト質粘土～粘土質シルト(水成層)

4b 18 :含砂黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質粘土(水成層)

(第5層〉

19:含砂・礫黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト～砂(段匠構成層)

20:含粘土黄褐色(2.5YR5/6)～明褐色(10YR5/8)粘土質砂礫(段丘構成層)

1:100

5m

図4 西壁・南壁地層断面図



第5層上面では谷の北肩部が調査区北部で見つかった。眉部の最高所は調査区北西隅で、TP+11.8

m1 そこから肩部の稜線は東壁の中央部へと向かう。調査区内での肩部の稜線の東端はTP+ l l.2mで

ある。この稜線より南西側が低くなっており、そこに第4b層と第4a層の水成層が、この順に堆積する。

したがって検出された谷は北酉から南東へと下がることになる。

第5層、第4b・4a層とも上面・層中・下面に遺構はなく、第 5層、第4b層では遺物も出土しなかっ

た。第4a層から出土した遺物はいずれも破片であるが、図9に示した土師器の支1・竃2・3のほか、

須恵器の尭・杯 ・長頚壺などがある。これらは奈良時代のものである。

b.第3a層上面の遺構と第3層の遺物(図6 ・10・11)

第3a層上面でSD301を検出した。SD301は東壁の南端で見つかり、東壁では幅約0.7rn,深さは約0.6

mの規模であるが、徐 々に幅を広げながら3mほど東向きに流れた後、向きを南東に変えて流れてお

り、南壁では幅は約1.5m,深さは0.4mほどが残っていて、 ここでは東壁より底が0.3mほど低くなっ

ている。埋土は礫や粘土の混る砂質シルト層(図4の断面図の4・5の地層)で、人為的に埋めたもの

と考えられる。SD301から遺物は出土していない。

このSD301以外に第3a～3d層のいずれの層も上面・層中・下面に遺構は見られなかった。

第3層は遺物が多く出土した。第3a～3d層のうち、 とくに第3b・3d層から出土したものが多い。

第3a～3d層の遺物はいずれも奈良時代のもので、これらの層の出土遺物の間で時期差は見られない。

土師器、須恵器、製塩土器、緑釉陶器、古 代瓦、倫 の羽口や鉱滓などがある。遺物はいずれもあまり

摩耗しておらず、谷 を埋める際の客土に混っていたものと考えられる。

第3層の出土遺物を図10・11に示した。4～24はいずれも土師器で、 4～6・13・14は皿、7～11

は杯で、9の外底面には焼成前のヘラ記号があり、 4と8は文字は不明だが墨書(画)がある。15は托

鉢形の鉢、16は高杯の脚部、17・18は羽釜、12は小亮、19～22は亮である。27は土師質の竃、25・

26は製塩土器で、25は焼成前あるいは焼成時に折れ曲がったものと考えられる。28は須恵質の飯蛸壺

である。34～39は須恵器で、29～31は蓋、32～37は杯、38は瓶、39は尭である。40・41は古代の平

瓦で、外面の縄目タタキと内面の布目痕跡が残る。

c.第2a層下面の遺構と第2層の遺物(図7 ・12)

第2a層で埋まる溝SD201 - 202 - 205と、深 さが5cmほどの浅い土WSK203 - 204が、第2a層下面で

見つかった。SD201・202・205は最大幅0.4m,最大の深さ0.3mの畝間とみられる南北方向の溝で、

SD201から土師器・須恵器・古代瓦、SD202から土師器・須恵器の破片が出土した。SK203は長径約1.8

m1 短径0.8m以上の平面楕円形の土塘、SK204は直径約1.8mの円形の土塘である。土墳から遺物は

出土しなかった。

第2a・2b層からは、図12に示した土師器や須恵器などの多くの古代の遺物とともに、第2a層から

中世の陶器が、また第2b層から中世の瓦が出土した。このため、第2層の時期は中世と考えた。須恵

器の蓋44、杯 46、姿47は第2a層から出土し、須 恵器蓋43、平 瓦50,重圏文軒丸瓦51は第2b層からの

出土である。また、須恵器杯48は西壁トレンチ掘削時の第2層から出土したものである。

d.第1層上面の遺構と第1層の遺物(図8・12)
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Y-43,735
Y-43,730

Y-43,730

北の上端 X-148,600

X-148,605

X-148,610

図 5 第 4層 の 範 囲 と第 5層 (地 山)の 傾 斜

Y-43,735      Y-43,730

X-148,600

図6 第3a層上面の遺構

7-43.735     Y-43,730

, ,SD205

SD201SD202＿

" SPO3

SD201

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質シルト(水成)

3    3y＿.4m  3:褐色(10YR4/6)シルト質砂(第2a層)

SD202
W     TP＿+1φ勇 1:含砂・礫 にぶい黄褐色(10YR4/2)粘土質シルト
\   1
芝      114. 2:含砂・礫暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土質シルト(第2a層)

5

1:200

X-148,600

X-148,605

×-148.610

X-148,600

X-148,605

X-148,610

10m

図 7 第2a層下 面 の遺 構 図8 第1層上面の遺構
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図9 第4層出土遺物
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図10

第3c層(4 ・7 - 9 - 11 - 13-16 ・18 - 20-24)、

0          10         20cm

第3層 出土遺物(1
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図11 第3層出土遺物(2)

第3c層(27-30 - 32-36 - 38 ・39 - 41)、第3b層(25 ・26 ・31 - 37 ・40)

第1層上面では不整形で浅い土壇SK01・02や小穴SPO3・04などが見つかり、SKOIから須恵器、

土師器と近世の土師器皿など破片が出土した。

第2層と同様に、第1層の出土遺物も、図12の須恵器の皿42・杯45、土師器の亮49といった古代や

中世のものが大半を占めるが、これに近世の瓦や瓦器、丹 波焼などの破片が少量混る。このため第1

層の盛土の時期は近世と考えた。

in)新たに見つかった谷について(図13)

調査地から難波宮までの間の地形の起伏は、 2万分の1の『仮製地形図』の大阪(1885(明治18)年測

量)と天王寺(1886(明治19)年測量)をもとに、図13のように等高線が復元されているが[大阪市文化財
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図12 第2層 ・第1層 ・西壁 トレンチ出土遺物

第2a層(44 - 46 - 47)、第2b層(43 ・50 - 51)、第1層(42 ・45 ・49)、西壁トレンチ第
2層(48)

協会2007]、今 回の調査は、これに新たに埋もれた小さな谷を付け加えることになった。

ところで、調査地北側に接する道路は現地表でTP+ 12.4～ll.lmの高さがあり、調査地付
近の現地

表は北西側に向かって高くなっている。今 回見つかった谷が調査地内でTP+11.8～ll.2
mの高さで、

北西側がさらに高くなると予想されることから、現 地表は段丘構成層上面の旧地形の傾
斜をいまだに

とどめていると考えてよいだろう。しかし、現 況の道路と検出された谷の肩の高さにあ
まり差がない

ことから、北側の道路直下に段丘構成層があると予想されるので、古 代を含め、古 い時
代の遺構・遺

物はかなり失われていると考えられる。

今回見つかった地点で考えられる谷を埋め立てる作業の最初は第3層で、 この中には奈良
時代後半

～平安時代初め頃までの遺物が大量に入っている。これらと第4層の遺物とはほとんど時
期差がなく、

第3層にこれより新 しい時代の遺物が入っていないことから、奈 良時代後半～平安時代
の初め頃に埋

め立てが行われたと、この調査の範囲では考えられる。そ して、第3層として客土され
たのは、おそ

らく本調査地より高い位置にあった土で、その中に奈良時代の遺跡の遺物が多く含 まれ
ていたのもの

と考えられ、本 来、周辺にはこの時期の遺跡が拡がっていたのではないかと推定される。
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図13 上町台地東縁の地形と遺跡([大阪市文化財協会2007]に加筆)

※矢印の方向に新しく小 さな谷が見つかった

また、難波宮・難波京との関連を考

えると、本調査地は朱雀大路の推定範

囲内に当たる場所にあるが、 今回の

調査では道路側溝などの道路に関す

る手がかりは得られなかった。だが、

建物や道路を阻害するような構造物

の痕跡もないことは、道路の中であっ

た可能性をなお残している。

もしここに幹線道路が通っていた

なら、おそらくは谷を整地してできる

だけ凹凸を解消しようとするはずで

あるから、今 回の成果からどんなこと

が考えられるだろうか。谷を埋めた土

が流れたから奈良時代後半～平安時

代の初め頃に土を盛って補修したの

であろうか、あるいは谷を埋めて整地

したのはこの時が最初だったのだろ

うか。 いろいろな可能性が考えられ

る。今回は朱雀大路推定地の中のごく

狭い範囲の調査であるため、この調査

だけでは簡単に結論づけられないが、

周辺の調査が進むにつれ、様相は明

らかになるものと考えられる。

3)まとめ

今回の調査では、埋没した小さな谷が見つかり、これを埋める地層に包含される遺物から、周辺に

奈良時代の遺跡があったことが分かった。今後、周辺の調査結果と合わせて、更なる検討を加えてゆ

きたい。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、『大阪市天王寺区細工谷遺跡発掘調査報告』Ⅰ

2007、『大阪市天王寺区細工谷遺跡発掘調査報告』

佐藤隆2000,「古代難波地域の土器様相とその史的背景」:大阪市文化財協会『難波宮址の研究』第十一、pp.253-265

松本啓子2006、「細工谷につくられた謎の暗渠」:大阪市文化財情報『葦火』123号、pp. 2 - 3

2007、「細工谷遺跡で新たに大型建物を確認」:大阪市文化財情報『葦火』126号、pp. 3 - 4
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調査地全景

(東から)

西壁断面

(北端、東から)

谷の傾斜

(南東から)



天王寺区四天王寺一丁目における建設工事に伴う

四天王寺旧境内遺跡発掘調査(STO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区四天王寺工丁目20-1

98箱

平成22年1月12日～1月25日

財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄 杉本厚典
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は四天王寺の現金堂から北北東300mの地点に位置し、推定されている四天王寺伽藍地の

北東隅に隣接する。本調査地の東および北では1995年にST94-7次調査が実施され、本調査地は

ST94-7次調査のⅡ区の西隣に当る(図1・2)。

ST94- 7次調査地Ⅰ区では、 室町時代の東西溝SDIOI、 室町時代から豊臣期にかけての溝

SD102・柵列・豊臣期の溝が検出されている。一方、ST94-7次調査Ⅱ区では、豊臣期に埋戻され

た溝SD202・豊臣期の井戸などが検出されている。これらの中で、SDIOI・202は正方位に延びてい

るため、四天王寺の中世の寺域内を区画した溝と考えられている。またいずれの調査地でも江戸時代

後期から幕末にかけての井戸・土城・小穴などが多数検出されている。

これまでの発掘調査から西門付近には中世の門前町が栄えていたことが明らかにされているが、上

述したように四天王寺の東北地区ではこのような痕跡が乏しく、中世から近世にかけての溝・柵列と

いった区画や防御用とみられる施設が顕著である。

調査は平成22年1月12日にアスファルト除去作業を行い、引き続いて重機による上掘りを実施した。

1月15日に第2層基底面・層中の遺構を検出し、その状況を全景写真を撮影した。その後、各遺構を

順次掘削して図面・写真による記録を行い、1月22日に完掘状況を撮影後、1月23日午後と25日に埋

戻しを行った。

本報告では標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記し、方位は座標北(図1・2・4)を基

準にした。

17 7コ441

上

町

筋

1 : 800

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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2)調査 の結果

1)層序(図3 ・4)

第0層 :オリーブ黒色(7.5Y3/2)細粒砂で

構成される整地層で、層厚は16cmであった。

第1層 :灰 オリーブ色(5Y 4/2)細粒砂で構

成される整地層で、層厚は24cmであった。

第2層 :灰色(5Y 4/1)細粒砂で構成される

整地層で、層厚は12cmであった。第3層を削っ

て整地しており、近世から近代にかけての遺

物が含まれていた。

第3層 :にぶい黄褐色(10YR7/4)シルト

で構成される古土壌である。第 2層や遺構に

よって削平されており、調 査区には部分的にしか認められなかった。層厚は最大6 cmで
あったが、上

部は削られているとみられる。

第4層 :灰白色(10Y7 /1)細粒砂で構成される段丘構成層である。

n)遺構と遺物(図4～ 9)

第3層まで掘下げ、第2層基底面および層中で井戸5基、土壇28基、落込み3基、小 穴10
個、溝 4

条を検出した。これらの遺構を300番台の遺構とし、以下に主要なものについて報告する
。

SE303はSD350の下で検出した直径1.20mの井戸である。井戸枠瓦を使用して井戸側
が構築されて

いた。この井戸枠瓦は、摂津・河内地域でよく見 られるものと異なり、滑りどめを持たない
タイプであっ

図3 地層と遺構の関係図

た。

SE304は直径1.32m,深さ2.92mの井戸である。上部の井戸側を除去して埋戻されて
いた。下部は

幅8～10cmの板材を縦に差し込んで井戸側を構築していた。

SE305は東西2.08m,南北1.78m,深さ2.60m以上の井戸である。深 さは明らかにし得
なかった。

SE305は磁器、陶器などの遺物が多数出土した。ここでは肥前磁器碗1～3、碗 蓋4
を示す。1は

青磁染付碗であり、口縁部内面に四方欅文を描き、底 部内面には印判で五弁花を施す。
2は筒型碗で

あり、口縁部内面に四方欅文を施す。底部内面には印判で五弁花を施す。外面の青磁釉の
発色が悪く、

オリーブ灰色を呈する。3は小型の丸碗である。外面に花と唐草、内面に五弁花をそれぞれ
手描きする。

底部外面の銘は「太明年製」である。4は碗蓋である。外 面に草花と唐草、内面に四方欅
文と印判で五

弁花を施す。2・3はいずれも高台に砂が付着する。

この遺構の年代は青磁染付碗、「大明年製」の銘などから18世紀代のものとみられる。

SK308は東西2 m,南北1.46m,深さ0.52mの土壇である。西半をSD350に切られて
いた。遺構の

側壁はオーバーハングしており、下部がオリーブ黒色シルト質細粒砂、上部が灰色細粒
砂で埋められ

ていた。

SK308からは多数の肥前磁器や陶器、瓦 などが出土した。
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第0層:オリーブ黒色(7.5Y3/2)細粒砂
第1層:灰オリーブ色(5Y 4/2)細粒砂
第2層:灰色(5Y4/1)細粒砂
第3層:にぶい黄褐色(10YR7/4)シルト
第4層:仄白色(10Y7 /1)細粒砂

北 壁

図4 第2層基底面・層中検出遺構平面図と北壁・西壁地層断面図
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SE304 SE305

f TP+l4.0m

1 \ゝ、、\ -二=冫 / l61 昌 -H3.0m

+12.Om

1:細礫含む暗廃黄色(2.5Y4/2)細粒砂

2:灰オリーブ色(5Y5/2)細粒砂

3:偽礫を多く含む灰オリーブ色(5Y4/2)細粒砂

4:灰色(5Y4/1)細粒砂

5:オリーブ黒色(5Y 3/1)粘土

6:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト(木質の腐朽したもの〉

7:灰色(10Y6/1)細粒砂

0            1           2m

1:40

TP+フ4.Om

1:灰色(10Y5/1)細粒砂

2:細礫～粗粒砂を含む灰色(7.5Y4/1)細粒砂

SK308

TP+14.0m

1:灰色(7.5Y5/1)細粒砂

2:灰色(10Y5/1)シルト質細粒砂

3:オリーブ黒色(7.5Y3/1)シルト質細粒砂

図5 遺構断面図(1)

5～17は肥前磁器であり、碗 5～11、皿12、鉢13、蓋14、15、猪 口16、小杯17である。

5～11は広東碗であり、いずれも口径が10.0～lO.8cm,器高5.6cm前後と小型のものである
。5・6

は外面に宝形型屋根の堂宇・岩 ・柳 ・松 で構成される風景を描く。内面には印判で宝珠
とみられる文

様を施す。7・8は扇のように意匠化した松の文様を描き、内面に印判で五弁花を施す。
9はやや内

湾ぎみに立ち上がる。外面に松の文様を描き、内面に印判で五弁花を施す。10・11は印
判で花の文様

を施し、それらの間に唐草を手描きする。また内面には印判で文様を施す。12は皿であ
る。内面は蛇

ノ目釉剥をしており、草花を手描きし、印判で五弁花を施す。高台内にも施釉し、高台
には砂が付着

する。13は青磁染付鉢である。蛇 ノ目凹型高台である。口縁部が短く直立し、内面に楼
閣と山水文を

施す。14・15は碗蓋である。14は外面に千鳥と波、内直に四方欅文を描き、15は外面に
松竹梅文を描

く。16は猪口である。井桁文を描き、それらの間に印判で文様を施す。17は小杯で植物
とみられる文

様を外面に描いており、高 台部分に砂が付着する。

18は陶器の土鍋である。底部外面を除いて、灰白色の釉薬を掛けており、煤 が付着す
る。口縁部に

は2箇所に把手があり、底 部に3箇所の足を付けている。反時計回りのロクロで整形し
たケズリが外

面に認められる。

これらの遺物は、広東碗でも小型のものが多いことから、18世紀末葉の年代とみられる。
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図6 SE305・SK308出土遺物実測図

SE305( 1～4)、SK308( 5～18)
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SK324

TP+144m

-"-f , 'a二7-Tp+i44m

1:にぶい黄撥色(10YR6/4)細粒砂

2:にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂

1,暗灰黄色(5Y8/2)細粒砂

SK323
SK322 E

TP+144m
E

1:偽礫含む灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂

2:灰オリーブ色(5Y6/2)細粒砂

3:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂

4;偽礫含むオリーブ灰色(5Y6/3)細粒砂

5:灰白色(10Y7/1)細粒砂

1:偽礫含む灰色(7.5Y5/1)シルト質細粒砂

2:偽礫含む灰白色(10Y7/1)細粒砂

SP340

SX334
NE
TP+15.0m

:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト質細粒砂

SP341
TPJr54.4m

1:細礫含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂
1;貝殻多く含 む灰色(10Y4/1)細粒砂

1m

1:20

図7 遺構断面図(2)

SK317は東西0.82m,南北0.54m,深さ0.l2mの土城である。暗灰黄色の
細粒砂で埋められていた。

SK322は東西0.52m,南北0.98m,深さ0. 12mの土塘である。偽礫を含む
灰色シルト質細粒砂で埋

められていた。

SK323は東西1m,南北0.9m,深さ0.22rnの土塘である。下 部が偽礫を含む
オリーブ灰色細粒砂、

上部が暗灰黄色シルト質細粒砂などで埋められていた。

SK324は東西0.9m,南北0.9rn,深さ0.24rnの土塘である。瓦 が多く含 ま
れており、それらの多く

は二次的に焼けていた。

SK324からは軒丸瓦19・20,軒平瓦21～26、刻印をもつ丸瓦27、刻印をもつ
平瓦28・29が出土した。

瓦のほとんどは焼けており、被 災した建物の屋瓦を廃棄した土塘と推測され
る。軒丸瓦はいずれも内

面にコビキBの痕跡が顕著であり、丸瓦側にカキャブリを入れる。

19は巴の頭部分が比較的大きい。内面にはコビキBの痕跡が顕著である。
丸瓦側にカキャブリを入

れ、瓦 当部分と接合する。20は珠文が比較的大きく、基 部に段をもってお
り、掘 りなおした范を用い

た可能性がある。内面にはコビキBの痕跡が顕著である。丸瓦側にカキャブ
リを入れ、瓦当部分と接
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図8 SK324出土遺物実測図

合する。軒平瓦は文様が判明するものは全て中心飾りが橘であり、その両側に唐草を配する。いずれ

も平瓦側にカキャブリを入れる。幅が4.Ocmの21～23と、3.5cmの24・25とに分かれる。21は花頭の下

に位置する点珠が明瞭で、外 側の唐草の先端が分岐する。22・24・25は外側の唐草の先端が分岐しな

い特徴が共通する。22は点珠の表現が不明瞭である。23は范の押圧が他のものに比べ浅い。花頭と点

珠が比較的離れており、花頭には稜線が認められる。26は花頭の表現が大きく、唐 草が上下に反転し

て配置される。27は玉縁部分を欠損する。凸面中央に「堺下田亦三郎」の角印が押されている。内面に

コビキBの痕跡が明瞭である。28・29は短辺側に印刻をもつ。

27の「堺下田亦三郎」の銘は堺環濠都市遺跡SKT775地点SKIOIで出土している。出土した瓦の銘は

これと同じ長方形の角印で、書 体も類似している。この銘については『大坂瓦屋仲間記録』に見られる

寛政年間の堺の瓦屋仲間の一人下田又三郎との関連が指摘されている[堺市教育委員会2000, p.3s1。

「堺下田亦三郎」銘をもとに遺構の年代を判断すると、 これらの瓦は18世紀末葉の年代に属すると考

えられる

SX334は東西0.6m,南北1.88m,深さl.20mの落込みである。埋土は細礫を含む暗灰黄色シルト質

細粒砂であった。

小穴は円形あるいは楕円形のSP337～341、方形のSP342～346に分かれる。後者は柱痕跡がみられ、

柱穴であったが、建 物を復元することはできなかった。
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SP340は東西0.48m,南北0.38m,深さ0.80mの小穴である。灰オリーブ色シルト質細粒砂で埋め

られていた。埋土中から瓦や陶器などが出土した。

SP341は東西0.4m,南北0.38m1 深さ0.l2mの小穴である。貝ボタンに使用した巻貝の残滓が捨て

られており、近代の遺構とみられる。溝は大溝SD350と小溝SD347～349に分かれる。

SD350は調査区中央で検出した南北方向に延びる溝で、東西4.6m,深dl.36mであった。溝底に

は幅0.8m,深さ0,lmの溝や幅1.4m,深さ0.2rnの方形の落込みが設けられていた。機能時に堆積した下・

中層と、埋戻された上層とに大別される。

上層は地山起源の砂を多く含み暗灰黄色を呈する細礫・粗粒砂混り細粒砂と、その上位の灰色細礫・

粗粒砂混り細粒砂に分かれる。中・下層は水成層であり、中層はオリーブ黒色粘土、下層は偽礫を含

む灰色細粒砂で構成されていた。また、溝の屑には1.50～1.70m間隔で直径10cmの杭が打たれ、その

杭に板材が渡されており、護岸とみられる(写真1)。また、この杭列の外側にも0,76～0.8m間隔で直

径6cmの杭列があり、護岸のために打設された可能性がある。

SD350からは瀬戸美濃焼磁器30・32、肥前磁器33・34、肥前陶器35、土師器蜆炉36、瓦質土器焼

炉37、柄杓(写真2)などが出土した。

30は鉢である。やや青みを帯びた白磁釉で、描かれた文様の輪郭が滲んでいる。内面には鹿と樹木、

外面には童子、仙人や官人とみられる人物などを描き、底部外面には二重方格内に渦文・直線文を充

填する。31は碗で、内面に環状に退化した松竹梅文を施す。外面には団花文を4箇所に配置し、その

間に雲気文を入れる。ガラスによる焼継ぎをしており、熱により呉須の色調が紺色から青色に変色し
ている。32は輪花小杯である。口銹を施し、外面

に人物や樹木を外面に描く。ガラスによる焼継ぎを

行っており、底部にはガラスで記号が記される。33

は染付皿である。内面中央に花鳥文を描く。立ち上

がり部分は六分割し、花と不明文様を交互に配する。

ガラスによる焼継ぎをしており、底部外面に記号を

施す。34は白磁輪花鉢である。大きな貫入が特徴で、

ガラスによる焼継ぎを施す。35は仏花瓶である。鉄

釉を底面から口縁部内面まで塗布した後、体部外面

に灰色の釉薬を掛ける。底面には目跡とみられる剥

離が4箇所に認められる。

36は土師器規炉口縁部の肥厚した鉢に三足を付け

た形状である。側面中位に左右9.9cm,上下4.4cmの

灰の掻出し口を持ち、内面には灰落としが残存する。

灰落としは下部に凸な半球形に復元され、直径8mm

の円孔を等間隔に穿つ。この灰落としの上方が赤く

変色しており、口縁部付近に煤が付着する。外面に写真2 SD350上層柄杓出土状況

写真  SD350護岸施設細部状況(南東から)
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20cm

図9 SD350出土遺物実測図

ヘラで文様を彫り、足 の側面には刺突文を施す。また底部外面には文字と記号を刻入する。37は瓦質

土器規炉である。環状の足で2箇所に扶りが認められる。側面下位に左右9.3cm,上下4.5cmの灰の掻

出し口を持ち、内面には灰落しを支える突起が環状に設けられている。この突起より上方に焼けた部

分が認められる。外面はヘラミガキで整えるのに対して、内面は整形時のヘラの痕跡が顕著であり、

底部外面には離れ砂として使用した雲母が多く付着する。

この遺構の年代は18世紀末葉のSK308を切っており、また瀬戸美濃焼磁器が出土していることから

19世紀の時期である。

iii)その他の遺物

古代の瓦(図10, 38～46)
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レ 、 "  ニ ニ 夕
46

0           10          20cm

1:4

図10 出土瓦実測図

SK323(38・44・45)、SE304(39・43)、SD305(41・42)、第2層(40・46)

古代の遺構は検出できなかったが、古代の瓦が近世の遺構や、地層中から出土している。

38・39は古代の丸瓦である。いずれも凹面にコビキ痕と布目痕が顕著である。41～46
は古代の平瓦

である。41・45・は凹面に布目痕と模骨痕が認められる。42・44は凸面に縄タタキの痕跡が
顕著である。

礎石(写真3・図11、47)

SK309の北東で検出した花崗岩製の礎石である。調査区南東部SK309西北部分に位置する
段差部分

に、他 の花崗岩の切石と並んで立てられており、近 世以降護岸に転用されたとみられる
。周辺部が打

ち欠かれているが、長 さ56.8cm,幅48.Ocm,高 さ24.8cmが残存し、上面部分は平滑に整え
られており、

直径41.6cmの柱座が設けられていた。丸柱を支えるためのものであり、角材が主流とな
る中世より古

い時期の可能性があるため報告する。

3)まとめ

調査の結果、次の内容が明らかになった。

1、四天王寺伽藍推定地に隣接する場所であったが、古代・中世の遺構は認められな
かった。古代
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図11 礎石実測図

1:8

47

50cm

写真3 礎石出土状況(南東から)

の瓦は多数出土したが、中世の遺物はほとんど認

められなかった。

2.18世紀後半頃から井戸(SE301～305)、廃

棄土塘(SK308・309、SK324)を中心とする遺構

が設けられるようになった。中でも堺の瓦職人下

田又三郎製作の瓦が出土していることは、当時の

流通の様相を具体的に知るための手掛かりとして

重要である。

3.19世紀に入ってこれらの遺構のいくつかを

切って南北方向の溝(SD350)が設けられた。

本調査地の東・北側では中世の遺構以外に顕著な遺構は検出されておらず、四天王寺伽藍の東に近

接する場所は町場としての性格が希薄であったと推測されている。伽藍推定地に隣接する本調査では、

中世の遺構は検出されず、遺 物もほとんど出土しなかった。これらの遺構・遺物の状況から、本 調査

地が中世において生活の場であったとは言い難く、四天王寺伽藍東辺部に町屋は形成されていなかっ

たとする従来の説「豆谷浩之1996」を補強することとなった。

本調査地において生活が営まれた状況が具体的にうかがえるようになるのは18世紀後半から幕末に

かけてのことである。井戸5基や土塘28基が検出されたが、遺構の密度は高く、また、隣接する調査

地でも井戸や廃棄土塘などが検出されていることから、居 住域が四天王寺伽藍東北部に近接する空間

に形成されたことが示唆される。1801(享和元)年に四天王寺が元和再建の伽藍を焼失し、1812(文化

9)年に再建されるが、 このような寺院再建が一つの契機になった可能性が考えられる。今 後、本 調

査地での成果をさらに絵図や古文書などの史料と総合して、四天王寺の東北部の様相を明らかにする

必要があろう。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1996、『四天王寺旧境内遺跡発掘調査報告』Ⅰ

堺市教育委員会2000,「堺環濠都市遺跡発掘調査概要報告-SKT775地点・錦之町東2丁一」:『堺市文化財調査概要
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豆谷浩之1996、「四天王寺の寺域と「境内」について」:『四天王寺旧境内遺跡発
掘調査報告』工、pp.l20-130
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第2層基底面・層中

遺構検出状況

(北から)

第2層基底面・層中

検出遺構完掘出状況

(北から)

SK324(南から)



SK308(南から)

SD350(南から)

SD350西側護岸状況

(東から)



上本町遺跡発掘調査(UHO9-3)報告書
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調査 個 所 大阪市天王寺区生玉前町305-20・305-32

調査 面 積 54n1

調査 期 間 平成21年10月21日～10月29日

調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南秀 雄、市川創
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1)調査に至る経緯と経過

本調査地は上本町遺跡に属し、北で8度ほど東へ振って大阪市内を南北に延びる上町台地の最高所

(北半では現在の上町筋一谷町筋間)に立地している。また南方約900mには四天王寺が位置するほか、

想定される難波京域内に当る(図1)。

周辺での調査状況を概観すると、調査地の東側で行われたUSO6-1次調査では奈良時代後半～平

安時代の建物群を検出しており[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008b](以下、「市教委・大文協」

と略称)、北東に位置するUS04-2次調査[市教委・大文協2005b]、南東に位置するUHO7-2次調

査[市教委・大文協2009]でも奈良時代の溝や柱穴が検出されている。また南東のNW81-4次調査で

は「米家」と記した奈良時代の土器が出土し、四天王寺の北方に存在した「市」の想定地とされている[市

教委・大文協1983]。これら密に分布する遺構の中で建物や溝といった方位を把握できるものは正方

位を採っており、 こうした調査状況から奈良時代における難波京の条坊大路を当地付近に想定する見

解がある[高橋工20071o

また、 これら古代に係わる成果に加え、調査区南方のUSO4- 1次調査[市教委・大文協2005a]や

US06-2次調査[市教委・大文協2008a]、UHO7-4次調査[市教委・大文協2008c]、UHO8-10次

調査[大文協2009]では正方位に則った中世後期の溝状遺構が検出されており、中世の成果についても

注目される地域である。

TP+21.0m

+20.0m

図1 調査地の位置

(格子線は[積山20091による難波京条坊)

図2 調査区の配置 図3 層序概要
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でを重機によって掘削し、その後、現地表から約1.2mまでをすべて人力によって掘削した。その間、

遺構検出・掘下げ・記録などの作業を適宜行い、調査を進めた。 この過程で東西に延びる溝状の遺構

SD301を検出したため、その時期・性格を明らかにするため東西に調査区を拡張した。こうした工
程

ののちに埋戻しを行い、10月29日には機材類の撤収を含むすべての工程を完了した。

以下、本 報告で使用する標高はT.P.値(東京湾平均海面値)であり、本 文・挿図中では「TP+○m」と

示す。平面図はすべて座標北を基準として作成した。また、座標値はGPS受信機を使用して測量基準

杭に与えたものを基準とし、測 地系は世界測地系に基づく平面直角座標系(第Ⅶ系)に則る(図2)。

2)調査の結果

1)層序

今回の調査では、厚 さ約30cmの現代盛土(第0層)以下、試 掘塘などを利用して現地表下約150cmま

での地層を確認した。以下では、各層の特徴について述べる(図3・4)。

第1層:炭 ・焼土を多く含 む近～現代の盛土である。層厚は最大で32cmであった。

第2層 :近世の土採り穴群の埋土である。層界は不明瞭だが、上半と下半に区分できた。上半は暗

オリーブ褐色(2.5Y3/3)を呈し、炭 ・小礫を含むシルト質細粒砂からなる。下半は褐色(10YR4/4)を

呈し、 シルト質細粒砂からなる。上半とほぼ同質であるが、第3層の偽礫を含むことが特徴である。

層厚は第2層全体で最大60cmであった。本 層からは肥前磁器・肥前陶器・近世陶器・軟質施釉陶器・

土師質土器など近世の遺物に混って、土 師器・須 恵器など古代に属する遺物も出土した。また上面で

はSK201～205など、18世紀末～19世紀前半の遺構を検出した。

第3層 :段丘構成層であり、明 黄褐色(10YR6/8)を呈する。上 部は細粒～中粒砂からなり、TP +

20.0m前後で若干粗粒化し小礫までの砕屑物を含んでいた。本層上面では溝状遺構SD301、および
こ

のSD301に切られる井戸SE302を検出した。また、本 層上面では乾裂痕が観察できた。乾裂痕内の

堆積物は灰色を呈するシルトからなり、上位層には存在しなかった。層厚は80cm以上あり、遺 物は出

土しなかった。

n)遺構と遺物

a.第3層上面の遺構(図5)

今回の調査地では全面にわたって近世の土採り穴が掘削されており、遺 構の残存状況は良好ではな

かった。 しかしながら、土採り穴の埋土を除去したのち、 第3層上面においてSD301・SE302を検

S

1          第0層

1:60

N

+20.0m

図4 調査区南壁地層断面
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出することができた。

SD301は調査区の南部で検出した溝状の遺構である。上部は土採り穴6によって破壊されているが、

東西9.44m以上、南北2.48m以上の規模があり、下底には本来の埋土が最大で厚さ0.l8m残存してい

た(図6)。土採り穴によって削平されていること、 また遺構の南肩を検出できなかったことから正確

な方位は把握しがたいが、残 存する遺構北屑はほぼ正東西に延びている。下底に残る埋土はオリーブ

褐色(2.5Y 4/3)を呈するシルト質細粒～中粒砂からなり、流 水・滞水を積極的に示す痕跡は認められ

なかった。

本遺構からは土師器・須恵器・瓦 ・瓦質土器・中世陶器などが出土したが、いずれも細片であった。

図7には、このうち瓦質土器捕鉢1を図化した。1は口縁部の断面形状が三角形を呈し、内面はハケ、

外面はヘラケズリで調整する。また、口縁部はナデで調整する。口縁部の形状から、15世紀代の資料

であろう。これよりも確実に新しいといえる遺物は含まれておらず、SD301は中世後期の遺構である

と考えてよい。

450 445 1
X-1 48

,345

土採り穴 1

土採り穴 4

ノ
土採 り穴 3

土採り穴 5

図5 第3層 上面の平面実測図

,350

,355
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SD301

[土採り穴埋土コ

1 ;褐色(7.5YR4/3)シルトの偽礫を含む細粒～中粒砂

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)

炭・小礫を含むシルト質中粒～粗粒砂

3:褐色(7.5Y 4/6)

シルトの偽礫を含むシルト質細粒～中粒砂

[SD301埋土コ

4:オリーブ掲色(2.5Y4/3)シルト質細粒～中粒砂

TP+21.0m

E     SE302     W

+20.0m

10   +l9.0m

1:40

[第2層]

1:暗オリーブ色(2.5Y3/3)細粒～中粒砂

[SD301埋土]

2:褐色(10YR4/4)シルト質細粒～中粒砂

[SE302埋土」

3:暗褐色(10YR3/4)

シルトの偽礫を含むシルト質細粒～中粒砂

4:にぶい黄褐色(10YR4/3)

シルトの偽礫を含むシルト質細粒～中粒砂

5:にぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒～中粒砂質シルト

[第3層]

6:にぶい黄褐色(10YR6/4)中粒～粗粒砂

(若干上方細粒化する)

図 6 SD301・SE302断面 図

+20.0m

0212100  SE302は調査区東南隅で検出した井戸で

ある。SD301の埋土を除去した段階で検出

した。平面形はほぼ円形を呈し直径0.74m,

深さはl.lOm以上の規模がある(図6)。埋

土はシルトの偽礫を含む埋戻し土(図6下図

一3・4層)のほか、植物質の井戸側が腐朽

した痕跡であると考えられる細粒～中粒砂

質シルト(同5層)からなる。

埋戻し土からは、土 師器・須 恵器・瓦 の

ほか動物骨などが出土した。図 7には、 こ

のうち土師器短頚壺2、 須恵器杯B3、平

瓦4を図化した。2の外面はヘラよガキで

仕上げ、 内面にはハケののちナデを施す。

口縁部はナデで仕上げており、端 部はやや

内側に肥厚している。杯 B3は体部がやや

外側に開く形 態で、 高台径は約8.Ocmに復

元できる。8世紀後半頃の資料であろう。

平瓦4は青灰色を呈し硬質に焼成されてい

る。凹面はヘラケズリ痕の下に布目が観察

でき、凸面は縄目タタキによって整形する。

以上のほか、当遺構から出土した遺物はい

ずれも奈良時代後半頃のもので、SE302の

廃絶時期を該期に求められる。

図 7 SD301・SE302出土 遺物 実 測図

SD301( 1 )、SE302(2～ 4)

20cm
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b1 第2層上面の遺構と遺物(図8)

土採り穴が埋立てられたのち、調査区には廃棄土WSK201～205などが掘削された。図 9には、こ

のうちSK201から出土した陶磁器を図化した。

5は産地不明の小型徳利である。外面は底面以外に灰オリーブ色を呈する灰釉を均一に掛ける。露

胎となる底面は、静止糸切りののち極めて密な定方向ヘラミガキを施している。また、側面には粘土

を貼付けた上に布袋と思われる人物像をスタンプしている。6は萩焼の小碗で、ロクロケズリは左回

転である。体部の外面はピラ掛けで飾る。7～9はいずれも肥前磁器である。碗7は、底部の内面に宝珠、

体部の外面には退化した龍と雲を描く。鉢の蓋8は外面に竹を描く。口縁部を輪花とする9は内・外

面とも山水楼閣を描く。またガラス継ぎされており、底面には焼継ぎ印「天」がガラスで記されてぃる。

SK201からは、このほかにも同形同大の鉢2個体などが出土している。これらSK201出土資料をはじ

めとして、第2層上面検出遺構からの出土遺物は18世紀末～19世紀前半の様相を示している。

450

,4451
X-148
,345

SK203
\ 11

甲 1 SK204
0

SK205

,350

,355

1:80

図8 第2層上面の遺構平面図
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3)まとめ

冒頭でもみたように、今回の調査地周辺には奈良時

代および中世後期を中心とした遺構群が拡がっている。

今回の調査でも、奈良時代の井戸SE302、また中世後

期の溝状遺構SD301を検出し、周辺での状況に沿う成

果が得られた。

以下では、 周辺での成果にふれながら、今回の調査

成果についてまとめる(図10)。

まず奈良時代には、当地一帯で遺構・遺物が濃密に

検出されるようになり、その背景として文献史料に見

える8世紀段階での京の整備・開発を考えることに問

題はないだろう。ただ、想定される京内において、条

坊地割に合致する遺構が現状で8例知られているもの

の[積山洋2009]、図10に示した範囲では道路側溝など

の遺構が未検出である。すなわち、当地が京域に属し

たことは確実視できる一方で、条坊による地割の存在

・・ 、た,ミ幻 4恥ユ」!
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図9 SK201出土遺物実測図

図10 周辺調査での遺構検出状況

格子線は難波京想定条坊、

網掛けとした調査地は奈良時代の遺構を検出、

実線は中世後期の溝
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はいまだ確定的ではない。そ うしたなか、今 回の調査で 8世 紀後半に廃絶するSE302を検 出した こと

は、想 定 され る条 坊が少なくとも奈 良時代前半まで は施工され ていなか った ことを示す可能性がある。

こうした古代の遺構検 出状況に対 し、当調査地を含 め周辺で確認 され ている中世後期の溝状遺構 は、

USO4- 1次 調査 で検 出した もの を除 き想 定 され る難 波京条坊 に合 致、 あるい は近似 した位置 に掘 削

され ている。こ うした ことか ら、古 代における施工はまだ論証できないが、少なく とも現 状の想定位

置に近 い条坊地割が設計 され、そ れに基 づ く土 地区画が中世後期まで 踏襲され た可能性 を指摘できる。

なおこうした中世 後期の溝 および 溝状遺構については、 四天王寺 との 関係の中で防御施設 としての

機能に重点を置 いて評価 され ることが 多かった [豆谷浩之1996、市教委 ・大 文協2005a・2008c]。だ

が検 出例の中で最北 とな るSD301は四天王寺まで約800m離れてお り、四 天王寺東方地域 で既 に指摘

があるように [市教委 ・大 文協2009b]、 区画施設 として機能 した可能性 なども含 め、 より広 く中 世 の

上町台地上に展 開した都市的景観の中で評価するべ きか もしれ ない。

以上のように、 当地周辺 は都市大阪の変遷を復 元する上 で重要 な地域 である。今 後 とも周 辺調査 に

おける成 果を積 み重ねてい くこ とが 必要であろう。
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上本町遺跡発掘調査(UHO9-5)報告書
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1)調査に至る経緯と経過

上本町遺跡は難波宮跡と四天王寺の間の上町台地上に立地する。東 には難波京朱雀大路跡を介し

て細工谷遺跡・摂津国分寺跡などが隣接する。調査地は四天王寺東門の北北東約300mに位置し、上

町台地の東縁に当るが、調査地周辺は現況でも起伏に富んだ地形を見せ、調査地点は細工谷付近か

ら四天王寺に向かって南南西方向に入り込む埋没谷「真法院谷」の中にあることが推定された[高橋工

2007]。周辺で行われた既往の調査では、中世四天王寺の寺域の境界や防御施設とみられる溝(ST95

-2・5・9、96-1・4、97-1次調査など)や、奈良時代の溝(ST96-4、99-5次調査など)が

発見されている(図1)。

今回の調査では、大阪市教育委員会による試掘調査の結果に基づき、事業者側が重機で地表下1,5m

までを掘削した。それ以下については人力で地層・遺構を掘削し、適宜に写真撮影・実測などの記録

行う調査を実施した。また、深掘りトレンチを掘削して地山の探索と地層の堆積状況を確認した(図

2)。

本報告書で用いた水準値はT.P.値(東京湾平均水面値)で、図中ではTPと省略した。また、平面図1の

示北記号は座標北(世界測地系)、図 3・4のものは磁北を示している。

2)調査の結果

1)層序(図3)

第0層 :現代の盛土層である。第二次大戦時のものとみられる焼土・炭を含み、焼跡の片付けに伴

うもので、層厚は約80cmである。

物 ε
』
鐘

図1 調査地位置図

20m

1:500

図2 調査区位置図
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第0層
第1a層

第1b層 1

TP-HOam

a -- 5m

1 : 100

図3 南壁地層断面図・遺構平面図

第1層 :近世以降の盛土層である。第1a層・第1b層に細分できた。第1a層は灰褐色中粒砂
と地山の

偽礫からなり、層厚は15cm前後である。第1b層は暗灰色中粒砂と地山の偽礫からなり、
層厚は20cm

前後である。第1b層から19世紀の肥前磁器染付が出土した。

第2層 :灰色～黄褐色粘土質シルト～中粒砂からなる盛土層である。西へ下がる盛土の単
位の傾斜

からみて、東から埋められていた。西 に向かって層厚を増し、深 掘り トレンチ西端では
150cm以上で

ある。層中から出土した平瓦はその特徴から中世のものとみられ、本 層が形成された年
代を示す。本

層は、下 に述べる真法院谷を埋めたものであるが、近世の第1層の層厚が最大でも50cm
程度とさほど

厚くないことを考えると、谷 の大部分は本層準の段階で埋立てられたものとみてよい。

第3層:灰白色粘土質シルトからなる地山層である。上面の標高は深掘りトレンチ東端でT
P+8.0m

で、同西端では+7.4m以下に埋没していた。西へ向かって下る8 以゚上の傾斜をもつ。前述のように、

調査地点は真法院谷内に当るとみられ、この傾斜は谷の東斜面を捉えたものである。

ii )遺構と遺物(図3～ 5)

重機を用いた掘削は、現 存する第2層の上面から約30cm下に達していた。この検出面で遺
構の検出

作業を行い、中世の土城・井戸などを発見した。

SKOI・SDO3  調査区の北西で検出された土ジ廣である(図3 ・4)。SKOIは南北1.4～2.lm
,東西は

5.5m以上で、深さは最大で0.7m,平面形はやや弧状に屈曲していた。遺構の肩下部に
は直径3～ 5

cmの杭が打ち込まれていた。杭 は特に北・酉側で稠密で、横 木が渡されていた箇所もあ
り、肩が崩れ

ないように土留めを行ったものとみられた。埋土は地山の偽礫が混った暗灰黄色細粒～
粗粒砂で、人

為的に埋められていた。多量の銅滓と羽口が出土し、付 近で行われた鋳物作業の廃棄物
が捨てられた

- 204 -



SDO3

SKOi・SEO2北壁断面図 SKOI北壁アゼ・東壁断面図

SEO2

TP+9.0m

+8.0m

2m

1:50

図 4 SKOI平  断面 図

ものと考えてよいであろう。SDO3はSKO1の南西に取付く溝で、幅0.5m,深さ0.lmで、暗灰色粘土

質シルトが堆積していた。溝 に沿った位置にも杭が打ち込まれていた。SKOIとの位置関係で、SDO3

の方が谷の上手に当ることからSKOIへ導水する役割を考えることができる。

SK01の埋土中からは、土 師器1～7、瓦 器8～10、輸 入青磁11、瀬戸美濃焼12、瓦質土器13～19、

羽口20・21などが出土した(図5)。土 師器の1～7は皿で、1はての字状の口縁部をもち、 3はいわ

ゆるへそ皿である。4は口縁部外面に煤が付着し、灯 明皿として用いられたものである。4～7の口

縁も外反する特徴をもつ。形 態からみて、 1は12世紀、4～6は14～15世紀前半、3・7は15世紀で

もやや新しい時期になろう。瓦器8は皿、 9・10は椀で、 9・10はともに内面にのみ疎らにヘラミガ

キを施す。9は高台が消失した14世紀中頃のもので、10は高台が形骸化した13世紀後半のものである。

11は輸入青磁碗の口縁部、12は瀬戸美濃焼把手付片口の把手部分である。瓦 質土器の13～16は羽釜、

17は火鉢、18は火入ないし火鉢、19は鍋である。13～16は口縁部が内傾し、胴部外面のケズリが鍔の

直下まで及んでいる。15世紀のものであろう。羽口20・21はともに激しく被熱して先端が変色してい

る。20は直径が10cm近い大型品である。

これらの遺物で最も新しく、量 的に優勢なのは15世紀のもので、その中に12～14世紀の遺物が混っ

ており、遺構の年代は15世紀である。上述したように遺構の上部を約30cm削剥した後で出土した遺物

であるので、発掘時に他の層準から混入したものではなく、土 塘に鉱滓や土砂を投入した時に混入し

たものであろう。
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10cm

図5 SKOI出土遺物実測図

SEO2  SKOIに切られる井戸で、北壁際のSKOIの底で検出された。平面形は円形で、
半分以上が

調査区外にあったが、直径は1.8m以上である。埋 土は灰色偽礫質粗粒砂で、人為的に埋め
られていた。

土師器・瓦器・瓦片が少量出土し、中世の遺構ではあるが、詳しい年代を決定するには至
らなかった。

3)考察

今回の調査で一部を検出した真法院谷について2点考察する。
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図6 真法院谷周辺(『大阪実測図』より)

1)真法院谷の位置について

1886年の『大阪実測図』 (以下『実測図』と略す。)を見ると、真 法院谷は細工谷に開口し、約900m南

南西方向に入りこんで四天王寺東門の東に至る(図6)。本調査地の北側で、地山が深く埋没している

調査地点が北東から南西方向に続く(NS92-24 :現地表下(以下省略) -265cm, SQ98-1 : -170cm

以下、SQ 98 - 8 :-157cm以下)が、これはこの谷の軸方向を反映している(図7)。谷頭の位置につ

いては、四天王寺東方で本調査地の付近とみることもできるし、 J字状に屈曲して毘沙門池につなが

るともみられ、『実測図』からは判然と読み取れない。そ こで、本 調査地と毘沙門池跡周辺の地山埋没

深度・遺物包含層の有無を既往の調査成果から抽出し、谷 の範囲について考えてみたい。

本調査地西方のST96-4地点では-100cmほど(TP + 12.7m)で地山が検出されるが、その北東の

STOI-3地点では-165cmとなり北東に向かって地形が傾斜する(図7)。地 山上には中世とみられ

る包含層が発見されており、谷 の内部にあたるものとみられる。その北側には『実測図』に見える鋭角

に尖った池南端部の形状が現在の道路や敷地の形にも反映されており、 ここから北側が江戸時代の絵

図や『実測図』の毘沙門池である。そのため、池 の中にあたるSQ96-3・STOO-4地点では地山は一

330cm以下に埋没し、中世の盛土も発見されている。一方、その西のSTO3-3地点では-65cmで地
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山が検出され、両地点の間に池の端が

あることがわかる。

本調査地の北で勝山通りの北側では、

SQ96-1やSQ98-6など複数の地点

では-60～-70cm程度で地山が検出さ

れ、 ここが屈曲した谷の北側の高い土

地であることがわかる。本 調査地の東

～南側ではNS89-7・STOI- 7地点

などで-20～ー80cmで地山が検出さ

れ、現状の地形も興国高校から寺田町

公園付近の谷までの間は丘陵状に高い

図7 周辺の調査と真法院谷の復元

及んでいないことがわかる。

以上のことかち、図 7のように真法院谷は本調査地付近に屈曲部があることがわかり、台 地高所側

の毘沙門池に連続することがわかるのである。本来、池は谷の一部で、築堤によって谷を締切ってた

め池としたものと考えられる。『実測図』では池の東南端が堤状に表現されているのはこの証左である。

昆沙門池造成の時期についての考古学的な所見はないが、1691(元禄四)年の絵図には池が描かれ、『日

本戦史」には大坂ノ陣の記述に昆沙門池が登湯することから、17世紀を遡ることは確かである。

では、谷頭は池の北端に求められるかというとそうでもないらしく、池 の北側に当る天王寺区役所

から北東の小宮町へ抜ける谷の存在が最近の調査で明らかになっている(図6)。これが真法院谷や毘

沙門池の連続であるとすると、現 在の真法院町を囲繞するような谷となる可能性があるが、これにつ

いては小宮町周辺の発掘成果の増加を待って考えるべきである。

11)真法院谷の開発時期について

真法院谷は上記のように複雑な地形であることがわかったが、谷内の地層の堆積状況や土地利用状

況についての情報は少ない。しかし、今回の調査では谷内上位の堆積層についての所見を得た。また、

幸い周辺では谷の埋積状況がわかる調査成果が数件あり、そ れらに基づいて谷の埋積過程・開発の時

期について考えてみたい。

まず、谷の深さであるが、NS92-24地点では-265cmで地山を確認しており、図 7の谷の復元図に

基けば、調査地点が谷のほぼ中央であることから、 この値が谷の深さに近似するものであろう。

次に地層の堆積状況についてであるが、以下に述べるように特に谷の下半部には分厚い盛土が行わ

れているということがわかる。NS92-24地点では層厚145cmの粗粒砂が混る地山偽礫を主体とする盛

土層が発見されており、同様な盛土層がNS89-14地点(厚さ170cm以上)、真 法院町公園東側のNS99

-2地点(厚さ90cm以上)でも見つかっていろ。盛 土の年代について詳細に時期が知れる遺物はない

が、NS92-24・NS99-2地点で断片的な土器資料から古代であるとされている。つまり、谷 の下半

部については、古代に埋立てを伴う開発が行われた可能性が考えられるのである。江戸時代に「字真

地形となっていることからここに谷が
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宝院」で出土したとされる無文銀銭はこうした脈絡の中で理解されるべきものかもしれない[菅谷文則

1991]。

また、谷内上半部の堆積層については、中世の盛土層(本調査地・NS88-24地点)・中世の流水に

よる自然堆積層(NS92-24地点)があることが知られている。そ して、 これら中世の地層は現代の地

表直下、ないし、層厚の薄い近世の地層の下で検出されている。このことは、中世の段階で谷の起伏

がほぼ解消されたことを物語っている。つまり、 『実測図』に見る真法院谷の姿は中世段階の地形状況

をかなり色濃く反映しているとみてよいのである。こうした現地表に近い谷の上半部に中世の堆積層

がみられる状況は、谷尻に近い細工谷地域にも共通し、SDO5-1・06-1次調査でも古代以前の盛土

層の上位に中世の地層が確認されている。以上から、 中世にも真法院谷に対する開発が盛んとなり、

急峻な谷をほぼ克服するような開発が行われた可能性が考えられるのである。本調査地で発見された

多量の鉱滓が捨てられた土塘などは、この時の土地利用の具体相の一端を示すものであろう。

4)まとめ

今回の調査では埋没した真法院谷の一部と15世紀の土城を検出した。谷 は土壇が築かれた15世紀の

段階にはかなり上部まで埋め立てられていた。土塘からは多量の鉱滓が出土し、近辺で鋳物が行われ

ていたことを示している。

本調査と既往調査の成果から考察した結果、真 法院谷の地形と谷開発時期について新しい知見を得

た。谷 はJ字状に北へ屈曲し、昆 沙門池へ続く。谷 については古代と中世に大規模な開発が行われた

と考えられた。

引用・参考文献

高橋工2007、「細工谷遺跡周辺の古代における谷の開発について」:大阪市文化財協会編『細工谷遺跡発掘調査報告』Ⅱ、

pp.61-68

菅谷文則1991、「松浦武匹郎資料にみる四天王寺付近出土の「無文銀銭」」」大阪の文化財』第32号、pp.71-'i7
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敷津遺跡発掘調査(sxog- 1 )報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市浪速区敷津東2丁目2-3・2-5・2-8

150ポ

平成21年8月17日～8月22日

財団法人 大阪市文化財協会

文化財研究部次長 南秀雄、京 嶋覚
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大阪木津卸売市場敷地内であり、近世頃までは大阪湾岸に面する位置にあった。周辺の遺

跡には、北に浪速元町遺跡や船出遺跡、南に長橋遺跡などがある。この地点の西約200mには木津村

内の敷津松之宮神社が、南東約200mには今宮村内の今宮戎神社があるが、1987(明治30)年の大阪市

編入以前の調査地は今宮村に位置することになる。

大阪木津卸売市場は老朽化に伴い3期に分けて再開発を行ってきており、 これまで第1・2期工事

に伴って2回の発掘調査(SXO6-1・08-2次)を行い、貝が多く出土した鎌倉時代の溝や中世後期

の畠作に関係する遺構などが確認されている(図1)。今 回の調査は第3期工事に先立って行われた試

掘調査で、地表面下1.1mにある自然堆積層上に中世～近世の遺物を含む作土層が確認されており、こ

れらの地層の年代や性格を検討し、この地域の歴史的変遷を復元する資料を得るために発掘調査を行

うことになった。

調査区は上記の所見を得た試掘地点付近に東西7.5rn,南北20mの範囲を設定した(図2)。8月17

日に重機による掘削を開始し、21日にすべての掘削と記録作業を終了した後、翌22日に埋戻し・器材

撤収などの作業を行い、現場での作業を完了した。

以下にその結果を報告する。なお、図1の方位は座標北、その他は磁北である。標高はT.P.値(東京

湾平均海面値)で、本文 図中ではTP+○mと記している。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

道  路

高
岸
公
園

1 : 1 ,500

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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SXOΔノ
ノ

第1層:近現代の盛土層および木津市場が移転してくる以前にあっ

/ごレンガ積建物の基礎掘形などであり、層厚は40～100cmである。

第2層 :暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒～中粒砂層で、

層厚は約15～30cmである。レンガ積建物建設以前の近代の作土層で

図3 地層と遺構の模式図 第3層:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒～中粒砂層で、細礫を含む。

層厚は20～50cmである。本 層中から円筒埴輪、瓦器椀、瓦質土器尭、青磁碗、備前焼
描鉢など14・

15世紀を下限とする遺物が出土している。SXO8-2次調査の第2層に相当する可能性が
高い。

調査区南端部では、後 述するS×01の埋土である貝殻を多量に含む地層が第2層直下で確
認されて

いることから、SXOIは本層上面から掘込まれたものと考えられる。

第4層 :オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質細粒～中粒砂層である。層厚は10～40cmである
。調査区

西半に分布する作土層である。調査区南端の第6層上面が段状に低くなる部分でも第6
層上に堆積し

ている。本層からは古墳時代に遡る土師器高杯および須恵器亮片のほか、13世紀代の瓦
器椀底部が出

土している。

第5層 :褐色(10YR4/4)細粒砂質シルト層である。調査区東壁付近のみに分布する貝殻片
を多く含

む作土層で、畠作との関連を示すように畦状に遺存している。層厚は最大で20cmである
。遺物は瓦器

椀の細片が少量出土しているのみである。

第6層 :にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒～粗粒砂層で下位には細礫を含む。遺物を含まない砂堆
本体を

構成する水成層である。上面は調査区南端で段をなし、南西に向って低くなっている。

ii )遺構と遺物(図4・5、表 1・2)

畦状遺構 調査区の東壁から西に約2mの間に、第5層の暗色を呈する細粒砂質シルトが
幅0.3～0.8

mの南北方向の畦状に遺存していた。この畦状の遺構は0.8mの間隔をおいて2本確認さ
れており、遺

構の南端付近では東西方向の同様の遺構が交差するように検出された。畦間の窪みは第
4層が埋めて

いる。

SXO8-2次調査では、今 回の第5層に相当する貝殻片を多く含 む作土層は存在して
いないが、中

世後期の類似した遺構が検出されており、畦間の部分が畝立てにより盛土された畠と考え
られている。

しかし、今 回の調査では畝立ての有無について確認するには至らなかった。出土遺物は
第5層から出

土した瓦器椀の細片が少量ある。

これらの遺構の時期は、第4・ 5層の出土遺物の年代と最終的に埋めている第3層が15世
紀に下る

ことから13～14世紀代と考えられる。

SXOI  調査区南端の第2層直下で、貝殻を多量に含む地層が検出された。この地層は
厚さ0.7～1.O

mの黄褐色(10YR5/6)細粒砂質シルト～シルト質細粒砂で、南北5.5m以上、東 西7.0m
以上の範囲に

分布している。この地層にはハマグリ・シオフキなどの二枚貝を中心に大量の貝殻が含
まれており、

少量の魚骨・獣骨も含む。二枚貝は閉じた状態のものはごく少量であり、食 用に剥いた
後廃棄された

ものであろう。土器類は極めて少なかったが、備前焼捕鉢底部や瓦器や平瓦の細片が出
土しており、
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北 壁 TP+3.0m

第1層:近現代の盛土層、攪乱埋土

第2層 :暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒～中粒砂層

第3層 :黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒～中粒砂層

第4層 :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質細粒～中粒砂層

第5層 :褐色(10Y R4/4)細粒砂質シルト層

第6層 :にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒～粗粒砂層

第6層

第3層

第5層

+2.0m

十1.Om

1: 50

5m

1 : 100

西 壁 TP+3.0m

N

SXOI

第2層

第3層

+1.Om

1:50

1 : 100

図 4 北壁 ・西 壁 断 面 図



15～16世紀 まで下るもの と思 われる。

調査区南端の西壁断面の観察によれば、第6層の水成
層

上面が南に段をなして低くなり、その上には第4層が
堆積

している。近代の基礎が支障となって第3層との関係
は断

面では確認できなかったが、もともと南西に低く落込
んで

いた地形を埋めるように貝殻を大量に含む地層が堆積
した

と考えられる。

SXOI出土の貝類 について

同定作業には現生標本と図鑑[吉良哲明1954]を利用し
て

おり、個体数に関して腹足綱は殻口数を、二枚貝綱は
左右

殻数の多数の方を原則として採用している。

土嚢2袋分の埋土サンプルを水洗選別した結果、手掘
り

採取分と合わせて6種、279個体の貝類が回収された(
表1・

2)。

貝種構成はハマグリが70%、シオフキが22%を占め、
そ

のほかカガミガイ・ツメタガイ・サルボウ・ムラサキガ
イ・

オオノガイが少量含まれる。いずれも食用となりうる
鍼水

性種で、おもに内湾の砂底域に棲息しているものであ
る。

個別の貝種を見ると、ハマグリは殻高計測値が18,O～
49.8

mmと大小個体を含み、平均値は30.3mmであった。

5m

1;150

図5 第5層上面平面図

一 1 ユ 」 一 E デ シ 2

\  1-一一一一一一く2
O 10の

1:4

図6 出土遺物

第3層(1～4)、SXOI(5)

表1 出土貝類種名一覧

腹足綱 Gastropoda

ツメタガイ NeveritaどGlossaulax) didyma (Roeding)

二枚貝綱 BiⅦ lvia

サルボウ Anadara (Scapharcaラsubcrertata (Lischke)

ハマグリ Meretrix lusoria (Roeding)

カガよガイ Dosini,a (P%acosoma) japonica (&e.'qe.)

シオフキ Mectya veneriformis Reeve

ムラ肯斗ガイ Soletellina diphos (tAnne')

オオノガイ Mya (Areno町 aノayertaria oonogai Makiya
ma
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表2 出土貝類一覧

遺構・層名 サルボウ ハマグリ カがミガイ シオフキ ムラサキガイ オオノガイ ツメタガイ 総数

SXOI 1 196 17 61 1 1 2 279

当遺跡における既往の調査を見てみると、SXO6-1次調査では13世紀前半の溝であるSDIOIから

267個体の貝類が出土しており、貝種構成はハマグリが73%、シオフキが24%を占めるなど、今回の

資料と近似している[池田2007]。

また、周辺の遺跡における調査を見てみると、当遺跡の東南東約1.2kmにある茶臼山古墳と、その

北約0.4krnにある伶人町遺跡では、廃棄された井戸に14世紀代の大規模な貝塚が形成されている。茶

臼山古墳(CU98-1次)調査ではSE11からハマグリ(46.7%)とシオフキ(39.5%)を主体とする約1万

個体が出土しており[池田2005]、西近畿文化財調査研究所による伶人町遺跡調査では、SQ103から同

じくハマグリ(68,2%)とシオフキ(29.6%)を主体とする約63万個体が出土している[西近畿文化財調

査研究所2006]。両遺跡の資料は自家消費用としては量が多く、時期や貝種構成の共通点が見られる

ことから、「蛤売」として名高い中世の「今宮商人」との関係が想定されている。

今回出土した資料はそれらの資料と貝種構成が近似しており、ハマグリやシオフキを主体とするこ

うした構成は調査地近海における貝相を表していると考えられる。また、当遺跡が「今宮商人」の本拠

地により近接して立地していることから見ても、その活動を反映したものである可能性があるといえ

よう(註1)。

3)まとめ

今回の調査では、これまでの発掘調査で確認されていた13世紀代の溝や14世紀まで下る畠作関係の

遺構に加え、新たに中世末期に最終的に埋った落込みを確認した。今回発掘された13～14世紀の畠作

に関係した地層には貝殻が確認され、SXO1埋土にも大量の貝殻が含まれていた。

調査地は旧今宮村に属し、大阪湾で獲れた生鮮の魚介類を平安時代から京都で特権的に販売してい

た「今宮供御人」と呼ばれた村人たちの生活圏内にあったと思われる。史料によれば、彼らの商業活動

の特権は戟国時代(16世紀代)には失われつつあり、今 回確認された15世紀代の大量の貝殻は、いまだ

活発な漁業と商業活動を行っていた時代の村人たちの生活を彷佛とさせる資料といえる。

註)

1)貝殻の同定・分析作業と報告文は当協会学芸員の池田研によるものである。

引用・参考文献

池田研2005、「中・近世における大坂城下町出土の貝類について」;大阪大学考古学研究室編『待兼山考古学論集

都出比呂志先生退任記念一』、pp.859 - 886

池田研2008、「敷津遺跡出土の貝類について」:大阪市教育委員会・大阪市文化財協会編『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2006)j、pp.291-292
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吉良哲明1954、『原色日本貝類図鑑』 保育社

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会繻2008、「敷津遺跡発掘調査(SXO6-1)報告書」:F大
阪市内埋蔵文化財包蔵

地発掘調査報告書(2006)j、pp.283-294

大阪市文化財協会2008、「大阪木津市場株式会社による建設工事に伴う敷津遺跡発掘調査(SX
O8-2)報告書」

西近畿文化財調査研究所2006、『伶人町遺跡発掘調査概要報告書』
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北壁断面(東端部)

第4層上面全景

(南から)

第5 6層上面全景

(南から)



川 区
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宮原遺跡発掘調査(MHO9-4)報告書

223



調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市淀川区宮原1丁目

48m

平成22年1月13日～1月18日

財団法人 大阪市博物館協会(旧大 阪市文化財協会〉

大阪文化財研究所次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は淀川と神崎川に挟まれ、淀川下流域に形成された砂堆上に位置する。この一帯は古代から

淀川の水利を背景に摂津と京都、西国を結ぶ水陸交通の要所となっており、砂堆上に堆積した土地を

利用し、早 くから開発が進んだ地域であった。調査地の周辺は中世荘園である摂津国西成郡宮原荘の

範囲に当ると推定されている。宮原荘は1220(承久2)年に「宮原田参町」、1280(弘安3)年に「宮原北

方庄内」などと記された文書があることから、13世紀には存在していたとみられる。最初の荘園領主

は奈良春日神社であったことが分かっているが、南北朝時代になると宮原荘・宮原北荘・宮原南荘に

分割され、宮原北荘は興福寺領となったようである。15世紀以降は西成郡守護による支配がしだいに

強まり、 これらの荘園は消滅していったとみられる。また、15～16世紀には、この地域は摂津地域の

戦略上の重要拠点であったことから、周辺の江口、十三、柴島、下新庄などに城館が築かれ、しばし

ば戦乱の舞台となった[新修大阪市史編纂委員会19881o

調査地は中世の集落遺跡である宮原遺跡の東北部に当る(図1)。これまでの調査で11～14世紀を中

心とした遺構・遺物が見つかっており、中世に荘園として営まれた「宮原荘」との関連が指摘されてい

る。MH99-3次調査地[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2001]では室町時代の東西方向の坪境

溝が検出され、埴輪や古代の土師器・須恵器が出土している。MHO9-2次調査地では15世紀代の井

戸が検出され、MH06-1・2次調査地[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008 a・b」では主に

12～15世紀代の遺物が出土しているが、荘園が存続した時期のみならず、古墳時代・古代に遡る遺構・

遺物も見つかっている。また、東側に隣接する西淡路1丁目所在遺跡では、WAO6-1・09-1次調

査地において古墳時代前期～鎌倉時代の遺構・遺物が見つかっており、古代～中世を中心とした周辺
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の遺跡地はさらに拡がるものと思われる[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会2008c, 大阪市文化

財協会2010]。

発掘調査に先立って行われた大阪市教育委員会の試掘調査では、地表下0.8m以下の地層において豊

臣期～江戸時代前期の遺構・遺物が検出された。そこで、これらの遺構・遺物の年代や性格、遺存
状

態を把握するため本発掘調査を実施することとなった。

調査では、線路脇の敷地に沿って北東一南西方向へ長辺16m×短辺3mの調査区を設定した(図2)。

事業者によって地表下0.8mまで重機による上掘り作業を行ったのち、1月13日から調査に着手した
。

以後は遺構と遺物の検出作業を行いながら人力により掘削を進め、実 測および写真撮影などの必要な

記録作業を併せて行い、、1月18日に現地におけるすべての作業を完了した。

調査および本報告で使用した水準値は東京湾平均海面値であり、本 文・挿図中ではTP+○mと表

記する。示北記号は座標北である。

2)調査の結果

1)層序(図3 ・4)

調査地一帯は平坦な地形であるが、周辺よりも高く、現 地表はTP + 3.7m前後であった。調査区の

全域で厚さ0.5mほどの現代盛土が認められた。また、 トレンチの南西端部は、既往の工事掘削により

大きく攪乱を受けていたため、調査対象となった遺物包含層は失われていた。現代盛土以下の地層
は

次のとおりである。

第1層は近代の盛土である。調査区の全域で認められた。第1a・1b層に細分できた。

第1a層は黒褐色(2.5Y3/2)の粘土混りシルト質細粒砂からなる盛土層で、中～大礫が多数含まれて

いた。層厚は北東側で約40cm,南西側で約20cmであった。

第1b層は暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)の粘土混り細粒砂からなる盛土層で、調査区中央で部分的に認

められた。層厚は10～15cmであった。

第2層は旧地表面を構成する近世～近代の地層である。江戸時代後期以降の陶磁器類を包含してい

た。中央付近に北東側に下がる高さ30cm程度の段が認められた。耕作地の区画に関係するものとみら

れる。第2a・2b層に細分され、段の高所に当る

南西側に第2a層、 北東側の低所に第2b層が堆積

していた。

第2a層は暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)のシルト質

細粒砂からなる作土層で、層厚は10～15cmであっ

≠:。径 5 cm程度の中礫をわずかに含んでいた。

第2b層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)のシルト質細粒砂

からなる作土層で、層厚は10～15cmであった。

第3層は中世～近世前半の遺物を含む作土層で

ある。後世の耕作によって削平を受けており、調

現代盛 土

図3 地層と遺構の関係図

4層

5層              \3a層
- ---- -- 一一 一一 一゙     「

1   1

! 6層 1
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攪乱

現代盛士
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2a層                                     l TP+30n
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図4 北西壁地層断面図
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輩溝群
A"TP+2.5m C     C'TP+2 5m

迄
兎
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SK85 SKO5

E' TP+2.5m G 1 G" TP+2 5m

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒砂質シルト 1:オリーブ褐色(2,5Y 4/3)シルト質極細粒砂

イ

※鋤溝等の遺構番号は省略

輩溝群

B"TP+25m D

輩溝群

D' TP+2.5m

SKOI

F 1「ITP+2.5m

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質細粒砂

※基盤層はいずれも第4層である

SK18

口  ,,1 H' TP+25m

1:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質極細粒砂 1;100

3m

図5 遺構平面・断面図



査区の南西側と北東側の一部で認められた。南西側の高所部の層を第3a層、北東側の低所部の層を
第

3b層と呼び分けた。

第3a層はオリーブ褐色(2.5Y 4/3)のシルト質極細粒砂～細粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は

5 cm程度であった。

第3b層はにぶい黄褐色(10YR4/3)のシルト質極細粒砂～細粒砂質シルト層で、土城の可能性があ

る落込みを人為的に埋めた地層である。層厚は5～10cmであった。

第4層は黄褐色(2.5Y5/3)のシルト質極細粒砂層で、マンガン粒を含む。上部は植物などによる擾

乱を受けていた。また、南西側は後世の耕作により上部は削平されていた。層厚は北東側で15cm前後
、

南西側で20～30cmであった。遺物は認められなかった。

第5層は黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂の河川成層である。ラミナが明瞭に観察された。層厚は中央部

で約35cmであった。

第6層は中央部において部分的な深掘りを行って確認した。黄褐色(2.5Y5/3)の中粒～細粒砂層で、

層厚は15cm以上であった。砂堆を構成する河川成層である。

n 遺構と遺物

a.第3a層下面の遺構(図5)

梨溝(図5):調査区の全域で第3a層下面の遺構である輩溝群を検出した。中央付近で確認された段

を境に北東側の低所では北東一南西方向の輩溝群が、南西側の高所では北西一南東方向の梨溝群が
そ

れぞれ認められた。輩 溝は幅0.2～0.3mで、埋 土は黄褐色または灰黄褐色のシルト質細粒砂～細粒
砂

質シルトであった。

土塘・小穴(図5):調査区の東北部、中央、西 南部でそれぞれ土壇・小穴群を検出した。埋 土は梨

溝と同様で、黄褐色または灰黄褐色のシルト質細粒砂～細粒砂質シルトが主体である。

調査区北東端部ではSK01～07・12・18・21、SP20を検出した。い ずれも円形または楕円形で、

規模は径0.3～0.4m,深さO.lm前後のものが中心である。

調査区中央ではSK46・47・85・86、SP49～51を検出した。SK85・86は不整形の大型土塘で、

SK85は長辺1.3m, 短辺1.Om,深さ0.2m, SK86は長辺・短 辺とも0.8m以上、深 さ0.2mであった
。

土採り穴の可能性がある。いずれも土師器・須恵器・瓦片などが少量出土した。SP49～51は杭痕と

みられる。

0           10cm

1:4

図6 出土遺物

調査区西南部ではSK71・73・76・84、SP67・77を

o 検81 ・838401長"9゚11162゚3"・620゚7
m1 深さ0.2mの規模であった。瓦片などが出土した。

b.遺物(図6)

第3a層下面の遺構からは土師器・須恵器・瓦器・瓦片

などが出土したが、多 くは細片であった。遺物に陶磁器

類が含まれないことから、第3層下面の遺構は中世後期

- 228 -



のもの とみ られ る。そ の他、 須恵器平瓶 1(図 6)は調査 区中央 の攪乱内か ら出土 した。 8世 紀代のも

のである。本 来は周囲の地層に包含 され ていたもの と思 われ る。調 査 区全体の遺物出土状況か らみて、

第3層 に包含 され ていた可能性が高い。

3)まとめ

今回の調査 の結果、 中世後期とみ られ る孕 溝 ・土 壇 ・小 穴 を調査 区全面で検 出した。こ れ らは耕作

遺構であることか ら、「宮原荘」の存続期間のうち後 ～末期に関係する遺 構群である可 能性が高い。ま

た、古代以前の遺物 も包 含 していることか ら、 この付近が古代には開発 が及んでいたことを示 してい

る。今 回の調査 では荘 園初期 に関係する遺構 ・遺 物は認 められ なか ったが、調査地は広大 な鉄道施設

の中にあ り、周 囲に地下構造 を持 つ建造物が少ないことか ら、一 帯には「宮原荘」に関わる遺 構 ・遺 物

が良好 な状 態で遺存 している可 能性が極めて高い。

今後 もこ うした発掘調査 による成 果を蓄積 しなが ら、中 世荘園である「宮原荘」の土地開発 の歴史的

変遷を明 らか にしてい く必 要がある。

引用・参考文献

新修大阪市史編纂委員会1988、『新修大阪市史』第2巻 大阪市

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2001、「丸紅株式会社による建設工事に伴う宮原遺跡B地点発掘調査(MH99-3)報告書」:『平成11年度大

阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

2008a, 「宮原遺跡発掘調査(MHO6-1)報告書」:『平成18年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

2008b, 「宮原遺跡発掘調査(MHO6-2)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2006)』

2008c, 「西淡路1丁目所在遺跡発掘調査(WAO6-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告

書(2006)』

大阪市文化財協会2010, 『西淡路1丁目所在遺跡発掘調査報告』
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調査地全景

(北から)

調査区東北部

遺構検出状況

(南から)

調査区西南部

遺構検出状況

(東から)



調査区南半

遺構完掘状況

(南西から)

調査区北西壁断面

(南東から

遺構完掘状況

(北東から)



Vll 東 淀 川 区
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東淀川区柴島二丁目における

柴島遺跡発掘調査(KNO9-1)完了報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市東淀川区柴島2丁目地先

16留

平成22年3月1日～3月3日

財団法人 大阪市文化財協会

文化財研究部次長 南秀雄、平田洋司
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1)調査に至る経緯と経 過

柴島遺跡は淀川のデルタ上に立地する(図1)。周辺の遺跡としては、北東に接するように古代の寺

院跡とされる摂津国分尼寺跡が、さらに北には中世の城館跡である柴島城跡伝承地がある。また、南

には古代～中世の寺院跡である薬師堂廃寺がある。摂津国分尼寺跡ではこれまで数件の発掘調査が

実施され、中世～近世の遺構・遺物が見つかっている。なかでも今回の調査地から東へ200mにある

KNOO-2次調査では鎌倉時代後半～室町時代の瓦や五輪塔台座とみられる石製品が見つかっており、

摂津国分尼寺との係わりも含めて、近隣に中世寺院があったことを示す資料として注目される[大阪

市文化財協会2002]。さらに視野を拡げると北北西800mには弥生～古墳時代の集落跡として崇禅寺

遺跡が、西南西900mには古墳時代前期の集落跡である西中島遺跡があり、古 墳時代以前においても

成果が期待される地域である。

今回の調査地では、事 前に大阪市教育委員会によって試掘調査が実施され、中世から近世前期の可

能性がある地層と小穴が確認されたため、発 掘調査を実施することとなった。試掘調査の結果から16

mfの調査区を設定し(図2)、現 地表下1.25mまで事業者側で掘削を行ったのちに調査を実施すること

となった。平成22年3月1日より調査を開始し、適宜、遺構検出・記録作業を行った。掘削はすべて

人力による。後述の第5層上面での調査を終えたのち、 自然堆積層である第5層内の遺物の有無およ

び堆積状況を探るため、現 地表下約2mまで調査地全域での掘削を行った。さらに部分的なトレンチ

の掘削により、現 地表下約3mまでの地層を確認し、現地における調査は3月3日に終了した。

調査および本報告で使用した水準値は東京湾平均海面値であり、本 文・挿図中ではTP+○mと表

記する。方位は図1・2は座標北、図 4は磁北である。

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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第0層

第1層

第2層

第3層

図3 地層と遺構の関係図

である。

2)調査の結果

1)層序(図3 ・4)

調査地の現地表面の標高はTP + 3.6m付近にある。調査

ではTP + 0.6mまでの地層を確認し、第0～6層に細分し

た。以下その概略を示す。

第0層 旧建物基礎による撹乱で層厚は30～120cmであ

る。調査区は旧建物の西南角付近に位置しており、調査区

内では本層直下が第5層であった。以下の第1～4層は遺

構埋土を除いては南西および北西の壁面で確認できたのみ

第1層 炭 焼土粒を多く含む黒色(2.5Y2/1)シルト質粗粒砂からなる現代整地層である。層厚は

10～15cmである。

E

o
.

『
+

E

o
.N
+

SKO3

S)KO2

NW

第 1層   第0層

3m

1:80

図4 平・断面図

TP+3.0m

+2.0m
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第2層 シルト偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/6)中粒砂～礫混りシルト質中粒砂からなる近代整地層で

ある。層厚は15～20cmである。本層上面では土塘が認められた。

第3層 炭・シルト偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)～黒褐色(2.5Y3/2)シルト質中粒砂からな

る整地層である。本層上面では土壇が認められた。第 3・4層は第5層上面検出遺構の年代観から19

世紀以降に位置づけられる。

第4層 シルト偽礫を含む黄褐色(10YR4/3)～褐色(10YR4/4)礫質中粒砂からなる整地層で、層

厚は25～40cmである。本層上面では土壇が認められた。

第5層 黄褐色(2.5Y5/6)中粒砂と細～中礫が互層となる河成層で、層厚は190cm以上ある。最上

部は細粒化しラミナは観察できない。本 層からは遺物が出土しなかった。。

n)遺構と遺物(図4・ 5)

遺構検出作業は第5層上面にて行った。ただし、先 述のように旧建物の基礎によって調査区内では

第5層自体も削平を受けており、実 際には10～20cm程度下がった時点での検出作業となっている。以

下におもな遺構について記す。

SEO1  直径1.1～1.2mの井戸側を有する深さ1.5m以上の井戸である。一部を検出したのみであり、

掘形の形状や規模は不明であるが、井 戸側に比して大きい。第 5層が崩落しやすい砂であるため掘削

に際しての作業スペースを確保する目的かもしれない。井戸側は失われていたが、内部より井戸瓦片

が出土しており、瓦組みであった可能性がある。

1は関西系陶器灯明皿で内面には灰白色の釉が施されている。2・3は肥前系磁器で2は小杯、3

は碗である。4は瀬戸焼磁器碗である。5は班平焼皿で、内外に黄色の釉が施されている。7は土師

器焙烙である。図示していないが、泥面子や土人形などの土製品のほか瓦片、鉄釘などが出土している。

遺物には18世紀代のものも多く含 まれる。

これらの特徴から遺構の年代は19世紀前半代に位置づけられよう。

SKO2  直径0.9mの平面形が円形の土塘で深さは0.4mである。埋土は2層に大きく分かれ、下部は

シルト偽礫を含む褐色(10YR4/4)中粒～粗粒砂の加工時形成層、上部は炭・シルト偽礫を含む黒褐色

(10YR3/2)礫混りシルト質中粒砂の機能時堆積層で

ある。

6は肥前系磁器碗である。ほかに土師器・瓦質土器・

肥前陶器・瀬戸美濃焼陶器・瓦・鉄片などが出土した。

19世紀代の遺構と考えられる。

SKO3  直径0.9mの平面形が円形の土壇で深さは

0.3mである。埋土は2層に大きく分かれ、下部はシ

ルト偽礫を含む褐色(10YR4/4)中粒～粗粒砂の加工

時形成層、上 部は暗オリーブ褐色(2.5Y3/2)シルト

質細粒砂の機能時堆積層である。土師器・焼締陶器・

肥前系磁器・瓦 が出土したが、いずれも細片で時期

「

ゞ ノ
20cm

図5 出土遺物実測図

SEOI( 1～5・7)、SKO2( 6 )
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を決するだけの資料はない。

SKO4  平面形がl.Omの円形の土城として検出したが、壁面の観察から直径1.9m程度
、深さ0.5m

以上に復元しうる。埋土は下部が褐色(10YR4/4)中粒砂、上部がシルト偽礫少量含む褐色
(10YR4/4)

礫質混り中粒砂である。遺物は出土しなかった。埋土は先述の遺構と比べると第5層に
近く、汚 れも

少ないため、時期が遡る可能性がある。

遺構としてはほかに柱穴・小穴がある。これらの埋土はSKO4に類似する。遺物は出土
しなかった。

3)まとめ

今回の調査では、小 面積ではあるが江戸時代の遺構を検出することができた。確実に18世
紀以前と

判断できる遺構は確認できなかったが、同時期の遺物も出土しており、集 落の一部であっ
たことは確

実であろう。また、SKO4など埋土に汚れが少なく、遺 物が出土しなかったものは中世に
遡る可能性

もある。

河成層である第5層の年代については出土遺物がなく明らかすることができなかったが、
崇禅寺遺

跡や西中島遺跡に近接することから、弥生時代もしくは古墳時代前期にまで遡る蓋然性は
高いと思わ

れる。また、第5層上部の堆積のようすからは大きく削平は受けていないと考えられ、周
辺には弥生

時代もしくは古墳時代の遺構が遺存しているかもしれない。

今後継続して調査を続けることによって第5層の形成年代をはじめ、各時代ごとの様相な
ど周辺遺

跡との関係を含めた柴島遺跡の実態に迫ることが期待できよう。
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地層断面

(東から)

遺構検出状況

(北東から)

遺構完掘状況

(北東から)



東淀川区小松四丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(KOO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市東淀川区小松4丁 目16

120ボ

平成22年2月3日～2月16日

財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀 雄、京 嶋覚
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は三宝寺跡伝承地の北500mの位置にある(図1)。三宝寺跡伝承地内での調査では中世寺院

の存在を推定させる軒瓦や一石五輪塔、土器・陶磁器が出土しているほか、縄文時代中・後期の土器

も出土しており、淀川の氾濫原の形成過程やそこでの人々の活動の歴史を物語る資料が出土している。

今回の調査地付近では発掘調査はなされていないが、事 前の試掘調査では4箇所の試掘地点のうち

2箇所で現地表下60～70cmに土師器細片を含む作土層が確認されたため、敷 地の北西部に南北5 m,

東西12m(北調査区)、南部に南北3 m,東西20m(南調査区)の調査区を設け発掘調査を行った(図2)。

重機による表土や攪乱壇の掘削を行うと、北 調査区

では全体的に試掘で確認された作土層が遺存してい

たが、南調査区では調査区の大半が深い攪乱で地層

が失われており、東 端部に若干の地層が遺存するだ

けであった。この作土層以下で人力による掘削およ

び記録作業に努めた。

2月16日に記録作業を終え、機 材撤収などの作業

を行って現場での作業を完了した。

以下にその結果を報告する。なお、図中の方位は

図1が座標北のほかは磁北を基準とし、標高はT.P.値

(東京湾平均海面値)で、本文・図中ではTP+○m

と記している。
図1 調査地位置図

道 路

50mト (
1 : 1,000

図2 調査区位置図
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第1層

第2層

SDO4                 SDO5

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

1)層序(図3 ・4)

第1層 :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)な

いしオリーブ黒色(5Y2/2)シルト質細

粒砂～シル ト質中粒～粗粒砂層で、 近

現代の盛土層および攪乱の埋土である。

層厚は40～50cmである。

第2層 :暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)な

いしオリーブ黒色(5Y3/2)細粒～中粒

砂質シルト層で、層厚は約10～15cmの作土層である。本層基底面ではSKO1・02、SPO3が
検出された。

本層中からは関西系陶器、丹波焼、肥 前系磁器、土 師器のいずれも細片が少量出土した。

第3層 :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質細粒～中粒砂層で、層厚は5～15cmである。近
世陶磁器

を含む作土層である。本層基底面ではSDO4・05が検出された

本層中からは関西系陶器、肥前系磁器、軟 質施釉陶器、土人形などの細片が少量出土した。

第4層 :オリーブ褐色(2.5Y 4/6)細粒～中粒砂層で、地山層と思われる水成層である。

ii )遺構と遺物(図4)

南調査区では大半が攪乱で掘削され東端部の東西4.5mの間だけ第1～4層の地層が遺存
していた

が、遺構は認められなかった。

a.第2層基底面検出遺構

北調査区でSKO1・02、SPO3を検出した。

SK01は東西1.lm,南北0.7m以上、0.4mの直に掘られた土壇である。埋 土は黄灰色(
2.5Y 4/1)シ

ルト質細粒～中粒砂である。

SK02は東西0.5m,南北が0.8mで、中央部がピット状に深くなっており、深 さは0.5
mである。埋

土はオリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒砂質シルトである。

SP03は直径0.2mの円形のピットで、深さは0.24mである。埋 土はオリーブ褐色(2.5Y 
4/6)細粒砂

質シルトで直径10cmの柱痕跡が確認された。

これらの遺構は北調査区の南西部に集中していることから、 この付近に建物などの遺構が
あった可

能性がある。遺構から出土した遺物はないが、第 3層から江戸時代末の遺物が出土してい
ることから、

幕末頃の遺構と思われる。

また、北 調査区東半部で鍬の痕跡を検出した。これらは第3層の耕作に伴うものであろう
。

b, 第3層基底面検出遺構

北調査区でSDO4・05を検出した。

SD04・05はいずれも幅0.5～0.6mの東西溝で、ほぼ平行しており、両 溝間の距離は約
3mである。

深さは0.05～0.08mで浅く、埋土は褐色(10YR4/6)を呈するシルト質細粒砂である。肥
前系磁器や土

師器の細片が少量出土した。
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TP+4am

SDO4
+3.0m

SKOI

1 : 100

地層遺存部分

1 : 150

5m

図4 上:北調査区平面・地層断面図、下:南調査区平面・地層断面図

両溝は耕作に係る溝とも考えられるが、約10尺の間隔でほぼ東西方向に掘られており、江戸時代の

道路などの遺構であった可能性も考えられる。

3)まとめ

今回の調査では、南調査区の大半で地層が破壊されていたこともあり、三宝寺跡伝承地で出土して

いる中世の遺物などは出土しなかったが、江戸時代の道路側溝の可能性のある溝を検出することがで

きた。中世から近世にかけてのこの地域の様相を窺わせる資料を新たに追加できたといえる。
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南調査区

第3層基底面東部

(東から)

北調査区

第3層基底而全景

(西から)

北調査区

北壁地層断面



三宝寺跡伝承地発掘調査(SPO9-1)報告書
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調査 個 所 大阪市東淀川区大桐3丁目54・56・59-1の一部・70-5

186

調査 面 積 約890留

調査 期 間 平成21年7月9日～9月15日

調査 主 体 財団法人 大阪市博物館協会(旧大阪市文化財協会)

調査担当者 大阪文化財研究所次長 南秀雄 松本啓子
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協会2003、松 尾信裕2002]。中世に入 ると人々の

活動はいっそ う活発となったようで、SP96-1・

01-1・02-1次調査や本遺跡に隣接するDTOO

-1次調査では中世の遺構 ・遺 物が見つかってい

る。こ のうちSP96-1次調査では14～15世紀の

輸入青磁や多量の瓦が出土 している[大阪市教育

委員会 ・大 阪市文化財協会1998、大 阪市文化財協

会2003]。また、近 世の溝や土塘もSP96-1・O2
図1 調査地位置図

IY-41 ,750 IY-41,700 IY-41,650            「一41 ,600

1 :1500

X-138,650

X-138,700

50m

図2 調査区の位置
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-1次などの調査で検出されている(図1)。

工事に先立つ大阪市教育委員会による試掘調査で地表下1,1m以下に中世の遺物包含層と溝とみら

れる遺構が確認されたため、協 議の結果、こうした地層の年代や遺構・遺物の分布状況を探り、 この

地域の歴史的変遷を復元するための基礎資料を得ることを目的に本調査を行うことになった。

調査は平成21年7月9日から開始した。図2のように調査地の中にA・B・Cの三つの調査区を設定し、

まずB・C区から着手した。地表下1.1mまでの地層を重機により除去し、以下、砂堆構成層までの
間

を、遺構・遺物の有無を確認しながら慎重に入力によって掘り下げ、実測図や写真等の記録を取った
。

7月23日にアジア航測株式会社に委託して基準点測量を行った。同年8月12日に両地区の調査を終え
、

埋戻しを行った。A区の調査は8月17日から取り掛かった。B・C区同様に地表下1.1mまでを重機で

除去し、以下を人力により調査した。同年9月12日にA区の調査を終え、 9月15日には埋め戻し、
機

材の撤収を含め、現 地におけるすべての調査を完了した。

本報告で示す北方位は世界測地系による座標北である。また、水準値はT.P.値(東京湾平均海面値)で、

本文および挿図ではTP+○mとした。

2)調査の結果

1)層序(図3～ 6)

各調査区の地層をもとに復元した本調査における基本的な層序は、以下のとおりである。

第0層 :最大層厚がA区では100cm, B区では90cm, C区では120cmの現代の造成に伴う整地層で

ある。重機で除去した。

第1層:全調査区に分布する作土層である。A区は焼土を含むオリーブ褐色の極細粒砂質シルト層

で、層厚は15～60cmである。B区はオリーブ黒色の砂質シルト層で、最大層厚は35cmである。C区

は褐灰色砂質シルト層で、層厚は15～60cmである。

本層の出土遺物から19世紀後半以降の近代の地層であることがわかった。

第2層 :全調査区に分布する作土層である。A区では粘土を含むにぶい黄褐色の砂質シルト層で、

最大層厚は45cmある。B区は黒褐色の砂質シルト層で、最 大層厚は30cmである。C区は灰色の砂質シ

ルト層で、最大層厚は10cmである。

A区では本層下面の水田とみられる落込みSK239が見つかり、水 田機能時の堆積層(黒褐色粘土質

シルト層)の上に、水 田廃絶後の黄褐色シルト質細粒砂を主体とする盛土があり、 ここから本層とほ

ぼ同じ時期の遺物が出土した。水田機能時の堆積層は層厚約20cm,盛土層は層厚約40cmである。

本層からは各調査区で瀬戸美濃焼磁器や関西系陶器土瓶など19世紀前半までの遺物が出土し、本 層

は近世後半～末葉の作土層である。

第3層:全調査区に分布する。A区では中央部から東半部にかけてところどころに作土層として残っ

ていた含砂オリーブ褐色粘土質シルト層で、最 大層厚は25cmである。A区中央部の第3層の上には、

下位にある第6層を母材とした盛土(含礫黄褐色シルト質砂層)がなされていたが、第2層のSK239な

どによって大きく削 られ失われていた。層厚は約70cmある。B区は第3a・3b層の2層に分かれる。第
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3a層はオリーブ褐色シルト質砂層で粘土を含む。最大層厚は35cmである。第3b層は暗灰黄色砂質シ

ルト層で、最大層厚は20cmである。C区は粘土を含む褐灰色砂質シルトの作土層で、層厚は残りの良

い北側で最大40cm,南側で最ス25cmある。

遺物はA・C区の第3層、B区の第3a層から17世紀前半までのものが出土した。第3b層はやや古く、

Ⅰ7世紀初頭までの遺物が出土した。

第4層 :本層はB区で確認された地層で、層厚15cmほどの黄灰色砂質シルト層である。本層から14

世紀代の遺物が出土した。

C区で14世紀代の遺物を含む遺構が検出されたので、A・C区でも本来は本層が存在したものと考え

られる。

第5層 :C区の南側の壁面でのみ確認された、砂 を含む褐～黄灰色粘土質シルト層である。最大層

厚は40cmである。C区は中央より南は大きく攪乱を受けているため、面 としての広がりは確認できな

かった。本層からの出土遺物はないが、本層を埋土とする遺構がC区の北半部の第6層上面で見つかり、

これらの遺構から古代～中世前半の遺物が出土した。

第6層 :A・B・C区の全面に広がる浅黄色の細粒砂で、ラミナが顕著である。層厚はA区が70cm以

上、B区が100cm以上、C区は80cm以上ある。今 回の調査において本層からの出土遺物はなく、吹 田砂

堆を構成する砂層と考えられる。

A区                  B区層序 層序        C区

第0層 第0層

SK201・229

第1層

第2層

: SE122・123

SK342など
第2層

SP304など SK458などSE202 SP452など

層序 凡例 時期 A区 B区 1 C区

第0層 現代 (整地層) (整地層) (整地層)

第1層 近代 含焼土オリーブ褐色極細粒砂質シルト オリーブ黒色砂質シルト 褐灰色砂質シルト

第2層 近世後半 にぶい黄褐色砂質シルト 黒褐色砂質シルト 灰色砂質シルト

第3層 一
b

去〒叫-i;P
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ii)遺構と遺物(図7～10)

調査区それぞれについて時期ごとに、見つかった主な遺構・遺物を記述する。

なお、本報告では第1層の遺構は100番代、第2層は200番代、第3層は300番代、第4層は400番代、

第5層は500番代を付けて記し、平 面・断面図とも必要に応じ、各層ごとに塗り分けて示した。

a.A区の遺構と遺物(図7・10,図版1・2)

近世前半の遺構

A区は第4・5層が分布しないので、近世前半の第3層の遺構が最も古い。

A区の東半でSK334などの耕作痕跡、中央部で第3層の上に第6層堆積物を母材とした盛土が見っ

かった。西半ではこの盛土の上から北側へと流れる溝SD312や、土 WSK313や埋桶SK335(図版1下

段)、小 穴SP318などが見つかった。

耕作痕跡は第3層の細粒砂を含むオリーブ褐色粘土質シルトを埋土とする第3層下面の遺構であ

る。幅 4～5mほどの間に長さ3.6m,幅0.5m,深さ0.1～0.3mの細い溝状のものが平行・隣接して掘

られたもので、これらはすべて北東一南西の向きである。A区ではこういった単位が少なくとも6箇

所見られた。これらのうち、SK334から土師器へそ皿や灰釉陶器といった中世末～近世初頭の遺物が

出土した。

土WSK313は幅2.4m,長さ3.0m以上、深さ0.25mで、埋土は粘土を含む灰色シルト質細粒砂である。

17世紀代の土師器焙烙が出土した。

SK335は直径50cm,深さ40cmの木桶を幅1.3～2.0mの土塘の中に埋置したものである。上位にある

SX229を除去して見つかった遺構である。出土遺物もなく、掘込み面はわからないが、掘形の埋土が

第3層に似るため、第 3層の遺構と考えた。

径が0.2～0.6mで深さがO.lmほどの小穴は、いずれも第3層に似た埋土をもっため、第 3層の遺構

と考えた。SP318は第3層上面の遺構であるが、他 の小穴で掘込み面のわかるものはない。

調査区中央部の第6層堆積物を積み上げた盛土は、西側は第2層のSK229に、また東側は第2層の

作土によって大きく削 られていた。上端で幅2.5rn,長さ8.0m,下端で幅4.0m,長さ6.0mの範囲で残っ

ており、高さは0.8mにも及ぶ。このため、第2層の上面でもこの盛土の上端を確認することができた(図

版1上段)。

溝SD312は調査区南端中央の盛土上では幅0.9mほどであるが、やや蛇行しながら北流し、調査地

の中央部では幅3.2mとなり、北西端では図4のb-b'断面やc-c"断面(縦断面)のとおり、西 寄り

に向きを変える。b-b"断面に記したように、SD312はまず粘土を含む暗灰黄色シルト質砂が堆積し、

流れが緩慢になると暗オリーブ褐色シルト質粘土が堆積する。さらにその上に浅黄色シルト質細粒砂

が堆積し、最 終的にSK239によって上部は削り取 られて失われている。南端から北西隅までの高低差

はl.Omある。埋 土から古代の土師器や須恵器、布目瓦、中世の瓦器などとともに18世紀後半の肥前

磁器が出土し、近世後半の溝であることがわかった。また、 これらとともに弥生時代後期の弥生土器

莞の底部(図10-1)が出土し、調査地付近にも弥生時代の遺跡が存在した可能性がある。
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近世後半の遺構

第2層は近世後半の作土層で、第2層下面で水田とみられる掘込みSK239と、第 2層が埋土の土壇

や耕作痕跡群を検出した。

SK239は第3層の盛土の上面から0.6mほどの深さで幅10m以上、13m以上にわたって平坦に掘り

込まれたもので、底 から約20cmの深さに黒褐色粘土質シルトが堆積し、この中に含まれる細粒砂の堆

積状況から水田と考えた。この上を西側から黄褐色シルト質細粒砂を主体とする土で約40cmの厚さの

盛土がなされ、この上面は東側の遺構とほぼ同じ高さとなっていた。

土WSK201は幅6,5m以上、奥 行きは1.8m以上の弧状の土壇で、調査区外に続く。19世紀前半の瀬

戸美濃焼磁器が出土した。SK202は幅2.6m,長さ2.4m以上、SK204は幅1.8m,長さ3.2mで、 どち

らも深さ0.4mの土壇であるが、第 3層の耕作痕跡と同様の遺構と考えられる。こういった耕作痕跡は

調査区の南端や東端でも見られ、このうちのSK229から関西系陶器の土瓶が出土した。SK229は幅1.O

m1 長さ1.8m以上、深 さ0.3mで、北東一南西方向の溝状の耕作痕跡である。

近代の遺構

第1層下面でも深さO.lmの溝状の耕作痕跡が多数見つかったが、第2・ 3層のそれとは方向が異な

り、すべて北西一南東方向である。第 3層の盛土が第1層下面でも露出しており、第 1層下面の耕作

痕跡はこの盛土の頂部まで及ばず、ここを境に東西2つの群に分けられる。これらの溝からは19世紀

中葉以降の近代の遺物が出土した。

また、第 3層の盛土上には井戸が3基掘られていたが、地盤の第3層が粘性のない砂であるため、

壁面の崩落がひどく、完 掘していない。このうちSE122・123から同じ19世紀代の遺物が出土したの

で、これらが第1層の遺構と考えたが、第0層基底面の遺構の可能性もある。SE122が直径約3.0m,

SE123が直径約2.2mほどの円形の井戸で、深 さは2.0m以上ある。

b.B区の遺構と遺物(図8・10,図版3・4)

中世の遺構

今回の調査で唯一第4層が確認されたB区では、第4層上面で溝SD401・402と、多数の土壇や小

穴を検出した。

溝SD401は、最大幅3.0m,長さ4.0m以上、深 さ0.6mの北東一南西方向の溝で、埋 土の上半部は水

成のオリーブ褐色砂質シルトが堆積し、下半部はオリーブ黒色シルト質粘土と黄灰色砂が互層となっ

て堆積していた。SD401の直上に第3b層の溝SD301が同じ方向で流れていたため、大きく削 られた

いた。SD401の出土遺物のうち土師器羽釜6・皿 2、瓦器椀10を図示した。14世紀代のものである。

溝SD402は、最 大幅2.7m,長さ9.0m以上、深さ0.9mの北西一南東方向の溝で、水 成の灰白色シル

トと黄灰色細粒砂が互層となって堆積していた。上半部は第3a・3b層の溝SD302・303が同じ位置に

流れていたため、大 きく削られていた。瓦器や青磁など中世の遺物の破片が出土した。

土ffflSK458は幅1.4m,長さ2.5m以上、深 さ0.5mの規模の長方形の土塘で、底面は平坦である。埋

土は含砂オリーブ褐色シルトである。土師器羽釜・皿、輸 入青磁、須恵器の破片が出土した。14世紀

代の遺構である。また同様の埋土をもつSK450から瓦器や土師器の破片とともに壁材が見つかった。
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写真1 B区SE302の井戸側出土状況

SK420は直径0.8m,深さ0.3mの円形の土城で、14

世紀代の瓦器椀9が出土した。SK405も同様の規

模のもので、埋土はいずれも含砂オリーブ褐色シ

ルト質粘土である。SK405の出土遺物のうち土師

器羽釜7・亮8を図示した。

SP453・447など多くの小穴を検出したが、 こ

れらの小穴は直径0.1～0.2m,深さ0.2mの規模で、

埋土は含砂オリーブ褐色シルト質粘土である。こ

れらの小穴の出土遺物のうち、SP445から出土し

た瓦器三足釜11を図示した。14世紀のものである。

中世末～近世前半の遺構

第3a層上面で溝SD302、井戸SE302、土WSK304と小穴を検出した。 また、第3b層上面では溝

SD301・303、土WSK342を検出したほか、多数の土塘や小穴を検出した。

第3b層上面のSD301は、下位の溝SD401とほぼ同じ位置にあり、SD401と同じ北東一南西方向の

溝である。最大幅が3.3m,深さ2.2m,長さは2.5m以上ある。埋土は水成のオリーブ褐色砂質シルトで、

近世前半頃の遺物が出土した。

SD303は下位の溝SD402とほぼ同じ位置にある同じ北西一南東方向の溝で、さらにこのSD303の

直上には第3a層上面の溝SD302が同じ方向に流れている。SD303は幅が最大4.5mあって、6.0m以上

の長さがある。深さは3.6mで、水成の灰オリーブ色砂質シルトと灰オリーブ色細粒砂が互層になって

堆積していた。

第3a層上面のSD302は5.0mの幅をもち、深 さは3.5m, 7.0m以上の長さがある。埋土は下から順に

水成のオリーブ褐色細粒砂質シルト、黄褐色砂質シルト、暗オリーブ色砂質シルト、暗黄褐色砂質シ

ルトが堆積していた。遺物のほとんどは最下部層から出土したが、SD303の埋土とよく似てぃたこと

から、 どちらに帰属するかを明確にすることができなかった。これらの遺物のうち、堺捕鉢12、肥前

磁器染付碗18、中国製の白磁碗13と青磁蓋14・鏑蓮弁文碗15および青花Ⅲ[20を図示した。白磁や青磁

は13～14世紀に日本で流通するもので、青花は16世紀末～17世紀初頭、肥前磁器は17世紀前半、堺捕

鉢は18世紀初頭頃のものとみられ、SD302は18世紀初頭頃で、SD303は14世紀の溝SD402とSD302

の間の時期の溝と考えられる。

SK303・304はSD302の西岸にある土壇で、直径0.3～0.4m,深さ0.3mの規模である。埋土は含砂

オリーブ褐色粘土質シルトである。SK304から瓦器椀や土師器皿3などが出土した。16世紀末頃まで

のものである。

SE302は直径2.8mの円形の井戸で、深 さは1.2mある。底部に板を円形に組み合せた直径0.8エ の井

戸側が置かれていた(写真1)。井戸側内から土師器皿・火入れ・火鉢・亮や、備前焼、近世瓦などの

破片が出土した。これらは近世前半のものである。掘形の埋土はオリーブ褐色砂質シルト、井戸側内

の埋土は上半部がオリーブ褐色砂質粘土、下半部は暗オリーブ褐色シルト質粘土である。
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このほか、第3層上面や下面では直径0.1～0.3mほどの小穴が多数見つかった。これらの埋土は砂

を含むオリーブ褐色粘土質シルトである。

近世後半の遺構

第2層下面では幅1.Om,長さ3,8m以上、深さ0.2mの耕作痕跡(SK240など200番台の遺構)と、径0.1

～0.5mの多数の小穴(SP224・232など)を検出した。第 2層下面の耕作痕跡はいずれも溝状で北西一

南東方向である。18世紀後半～19世紀前半の遺物が出土した。

このほか、深さ0.2～0.3mの第1層下面の掘込みSX121・137を検出した。19世紀後半以降の近代

の遺物が出土した。

c.C区の遺構と遺物(図9・10,図版5)

C区は調査区の東半が大きく攪乱されて失われている。このため、遺構・遺物を検出できたのは西

半部のみである。第 4・5層は、西 半部では第3層以上の地層によって削り取 られているため、第 6

層上面で第3層下面と同じ作業面で第4層 ・第 5層の遺構を検出した。

古代～中世の遺構

古代～中世の遺構は土壇や小穴がある。第 3層段階で大きく上部を削られているため、 どの遺構も

深さはO.lm未満で、第 5層に似た含砂褐色粘土質シルトが埋土である。

これらのうち土WSK501・502・508から遺物が出土した。SK501は幅0.7m,長さ0.6m以上の方形

の土塘で、古 代の須恵器や土師器が出土しだ。SK502は幅0.4m,長さ0.6mの土壇で、古 代の土師器

が出土した。SK502はSK501によって西端を壊されている。SK508は形がいびつな土壇で、長径1.lm,

短径0.7mで、平安時代の土師器の皿が出土した。遺物はいずれも破片で図化し得なかった。

中世の遺構

調査区西半部で中世の遺構は、溝SD463が見つかった。T字状に掘られた幅0.4m,深さO.lmの溝で、

北東端は幅が広く、0.9mである。埋土は褐色シルト質細粒砂で、炭や粘土を含む。水 の流れた痕跡は

見られなかった。土師器や瓦器三足釜といった14世紀代の遺物が出土した。

調査区東半部の南北両側の壁の断面で、第5層上面から掘り込む第4層の遺構SX401・402が見つ

かった(写真2・ 3)が、先にも述べたように大きく攪乱されているため、断面のみの観察で、遺構の

性格はわからない。SX401は幅1.4m,深さ0.6mで、埋 土はSD463と同じ炭や粘土を含む褐色シルト

質細粒砂である。SX402は幅1.6m,深さ0.8mで、埋 土はSX401・SD463と同じ炭や粘土を含む褐色

シルト質細粒砂である。

中世末～近世前半の遺構

中世末～近世前半の遺構には溝状のSD361や土WSK31 1などがある。 ともに耕作に関わる遺構と

考えられる。

SD361は幅0.2m,深さ0.3mで、埋土は黄灰褐色砂質シルトである。瓦器や土師器、備 前焼、瓦 、

壁材などの遺物が出土した。これらは近世前半までのものである。

SK31 1は幅7.0m,長さ2.0m以上の方形または長方形と考えられる土壇で、深 さは0.2mである。灰

黄褐色砂質シルトが埋土である。土師器皿・火鉢、瓦器、備前焼捕鉢・向付など、近世前半までの遺
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0           10          20cm

1 :4

図10 出土遺物実測図

A区SD312(1)、B区SD401(2・6・10)、B区SK405( 7・8)、B区SK420(9)、B区SP445(
11)、B区SD302・303(12

～15・18・20)、B区SK304( 3 )、B区第3層(4・16・17・21)、C区第3層(5・19)
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物が出土した。

近世後半の遺構

第2層下面で、第 1層下面の溝状の耕作痕跡(SD151など)と第2層下面の溝状の耕作痕跡(SD274・

277・278など)が検出された。

第2層下面のものは、幅0.3m,深さはO.lm未満のもので、北西一南東方向である。これらの埋土

は灰黄褐色砂質シルトで、SD274から関西系陶器土瓶、SD277から近世の土師器、SD278から近世

の土師器、肥前磁器、関西系陶器土瓶が出土した。近世後半の遺構である。

近代の遺構

第1層下面の耕作痕跡が近代の遺構で、SD151のような幅0.8mほどの北東一南西方向の溝5条が

これに当る。埋 土は灰褐色砂質シルトで、19世紀半ば以降の近代の遺物が出土した。

d.各層の遺物(図10)

各層の遺物のうち、A・B・Cの各調査区ともに存在する第3層の遺物を図示した。

土師器皿4、青 磁陰刻花文碗17・鏑蓮弁文碗16、縄 目タタキのある丸瓦21はB区の第3層、土 師器

皿5と肥前磁器皿19はC区第3層からの出土で、中世から近世前半までのものである。

市)遺構と遺物の検討

今回の調査での最大の成果であるB区の溝SD301～303・401・402と、C区壁面で見つかった第4

層の遺構との関係を見ておこう。

B区の溝SD301～303・401・402は、ほぼ直交する2本の溝が14世紀から近世前半まで、 2～3回

改修されながら継続していたことがわかった。ほぼ直交する位置にあることや、溝 の規模も大きいこ

とから、区画施設としての役割を担っていたものと考えられる。

今回、他 の調査区で、 これらに繋がる溝は平面的には見つけることは出来なかったが、C区壁面で

見つかった第4層のSX401・402は水の流れた痕跡こそ見つからなかったが、規 模・時期においては

B区のSD401・402に似た掘込みである。図 2にB・C区の溝の位置を落としてみると、直 接には繋

がらないことがわかるが、B区第4層の溝SD401・402が人工に掘った区画施設であるなら、C区の

SX401・402も同様の役割をもつ遺構の可能性が考えられる。

3)まとめ

今回の調査では、近世後半以降に大きく削られてはいるものの、本 調査地を含め付近には近世前半

の生活面が広範囲に残っていることが確認された。このほか、14世紀代の生活面や、古代～中世前半

の遺構もあったことが分かった。なかでも14世紀から近世前半にわたり、同 じ位置に溝が掘られ続け

ていたことは、本 調査地周辺の都市景観の変遷を復元する上での大きな手がかりとなる。

今回の調査で直接三宝寺との関連を示す遺構は検出されなかったが、三宝寺の存在した時期の遺構・

遺物を検出することができた。今後、周辺の調査結果と合わせて、更 なる検討を加えてゆきたい。

- 261 -



引用 ・参 考文献

井上正雄1922、『大阪府全志』巻三、p.399

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1998、「大阪経済大学による建設工事に伴う発掘調査(SP96- 1 )J :[平成8

年度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 - g

大阪経済大学2002、『東淀川の歴史と美術』

大阪市文化財協会2003、「三宝寺跡伝承地の調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-2001・2002年度一』、pp.l27

-136

大阪市文化財協会2009、『大阪市都市整備局による瑞光第2住宅増築工事に伴う三宝寺跡伝承地発掘調査(SPO8- 2 )

報告書』

西成郡役所編1915、『西成郡史』、p.316
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A区全景

(第2層下面、北西から)

A区SK335埋桶

(東から)

A区中央部

第3層の盛土と

第1・3層の遺構

(南西から)

図
版



A区北西半の遺構

(第3層下面、北西から)

A区北西壁断面

(東端、SD312付近、南から)

A区SD312(南から)

図
版

二



B区全景

(第2層上面、南西から)

B区 SD402

(南西から)

B区 SD401

(南西から)

図
版

三



B区南半の遺構

(第4層下面、南 西から)

B区SD401断面

(南から)

B区SD302・303・402断面

(南東から)

図
版
四



C区全景

(第6層上面、南東から)

C区北西壁断面

(南東から)

C区第2層下面の遺構

(北西から)

図
版
五
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旭区清水四丁目における

森小路遺跡試掘調査(MSO9-6)報告書
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調査 個 所 大阪市旭区清水4丁目8

調査 面 積 1留

調査 期 間 平成21年12月14日～12月15日

調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄、黒田慶一
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大阪市営地下鉄今里筋線清水駅舎の北東で、内環状線の東側に当る。森小路遺跡は内環状

線西側一帯で多くの発掘調査が実施され、弥生時代前～中期の居住域・墓域、古墳時代中期の居住域

などが見っかっている。しかし近年は内環状線東側あるいは道路敷内で、MS89-50・01-26・09-

3次調査が実施され、弥生時代のピット群(MS89-50・09-3次)や溝(MSOI-26次)、古墳時代中

期の土城(MS89-50・01-26次)、中世の井戸(MSO9-3次)などが検出され(図1)、遺跡は内環状

線の東側にも拡がることがわかってきた。

試掘調査は12月14日に着手し、人力で現地表下1.5mまで掘削した。写真撮影と図面作成を終え、

15日中に埋戻し、撤収作業を行い、調査を完了した。

現地での図面作成には磁北を使用し、標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP̂ ○mと記している。

2)調査の結果(図2・3)

敷地中央を1m四方(図2)、現地表下1.5mまで掘削したが、全 てコンクリート片を多く含む暗灰黄

色粗粒砂層(図3)であった。地下鉄清水駅舎建設時の埋戻し土と考えられ、当地は駅舎建設の付帯工

事の際に掘削されたものと思われる。

調査区

閣

図1 調査地位置図

5

1:200

図2 調査区位置図

10m
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北壁

0  2  \ ゎ 1

/

1:コンクリー ト(舗装)とバラスト

2:コンクリー ト片を多く含 む

暗灰黄色粗粒砂

1:30

図3 地層断面図

3)まとめ

地下鉄今里筋線清水駅舎建設に伴う調査としては、駅舎南部

分のMSOI-26次調査があり、古 墳時代中期の土壇を検出する

などの成果を挙げている。一方、当地は駅舎建設当時は遺跡範

囲外であったことから、調査を行わずに建設工事されたものと

思われる。
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調査風景(南西から)

調査区(南から)

調査区(南から)



IX 阿 倍 野 区
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阿倍野区天王寺町北三丁目におげる建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(TGO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市阿倍野区天王寺町北3丁目128-1

約170ポ

平成22年3月5日～3月15日

財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、松本啓子
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1)調査に至る経緯と経過

調査地はJR関西本線(大和路線)天王寺一東

部市場前駅間の線路のほぼ中間地点から北約

100mの位置にあり、 上町台地の東斜面に位置

している。現地表の標高は約5mである。

調査地は既知の遺跡ではないが、南約500m

の地点には旧石器時代から中世にかけての複

合遺跡の桑津遺跡があり[大阪市文化財協会

1998]、西500m地点付近には難波京朱雀大路跡・

難波大道跡[太阪市文化財協会1997」が通ると推

定されている(図1)。このため、本調査地でも

同様の時期の遺構・遺物の出土が見込まれた。

大阪市教育委員会による試掘調査で、地表下

約1m以下に遺物包含層の可能性がある地層と

上面に遺構が見られたため、関係諸機関との協

議を経て、こうした地層・遺構面の年代や遺構・

遺物の分布状況を明らかにして、 この地域の歴

史的変遷を復元する基礎資料を得ることを目的

に、本調査を行うことになった。

調査は敷地の東部に東西5 m,南北34mの調

査区を設定し(図2)、平 成22年3月5日から開

始した。 近代以降とみられる地表下1.Omまで

の地層を重機によって除去し、 ここから地表下

1.5mまでの間の地層を人力によって掘り下げ、

遺構・遺物の検出に努め、写真や実測図などの

記録を取った。平成22年3月15日に発掘作業を

終えて調査区を埋め戻し、同日、機材などを撤

/ /

一/ 一 一

SDO2～04

) SKOI Qk (x
\-/

1- 0
d n o

極細粒砂
灰色 1

シルト質砂
. 7  ← 〆

: - [二賢11-灰オリーブ色シル ト質砂
. .′・レ / 一 ′

". ′. . , ] 〕 .1藺!1冫)ご4や,.′ . 二. : ・.. ..
粘土質シルト

灰色 1
粗粒砂質シルト

黒褐色砂質シルト

灰色砂質シルト

褐色細粒砂

第0層

第1層

収して調査を完了した。

なお、本報告書で用いた水準値はT.P.値(東京  第2E

湾平均海面値)で、図・文中ではTP+○mと記

している。また、方位は座標北を基準にしている。
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図 3 地層 と遺 構 の関係
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TP+5am

第0層

〈弟1層・SI(05埋土〉

1:含炭・粘土灰 オリーブ色(5Y 4/2)砂質シルト

2:含炭・砂・粘土灰 オリーブ色(5Y4/2)シルト

3:含炭・砂 オリ,ーブ黒色(5Y3/2)粘土質シルト

4:含粘土・炭・砂暗灰黄色(2.5Y 4/2)粘土質シルト

5:含粘土灰 オリーブ色(5Y4/2)極細粒砂

<SKOI埋土〉

6:含粘土・酸化鉄黄褐色(2.5Y5/6)シルト質砂～細粒砂

+4 0m

十30m

十20m

+10m

1 50

図 4 西壁 地 層 断 面 図



砂質シル トか ら中部の砂質シル ト、上 部の粘土質シル トヘ

と漸移的に上方細粒化する地層で、 層厚は115cmある。上

半部には巣穴化石が見られた。

第2d層は黒褐色の砂質シルト層で、層厚は6 cmである。

第2e層は灰色砂質シル ト層で、層厚は1 18cmである。

第2f層は褐色の均質な細粒砂層で、層厚は↓2cm以上ある。

ii)遺構と遺 物 写真1 第2a層上面の巣穴化石

本調査では第2a層の上面で遺構が検出された(図5)。

SKOIは調査区北半に拡がる浅い土塘で、東西3m以上、

深さは一定でないが、もっとも深いところで0.l8mである。

ていて、 酸化鉄の斑紋が見られ た。

耕作痕跡と考 えられる。SKOIから近

世後半の遺物が出土 したが、 このう

ち図6に丹波焼の壺底部6を示 した。

SDO2はSKO1の東側にあって、 こ

れと並行する耕 作溝で、 幅が0.2m,

長さが8.0m以上、深さは0.05mほど

である。埋 土は灰色粘土を含む黄灰

～灰白色の砂質シル トである。近 世

の土師器や瓦、 肥前磁器 7が 出土 し

た。18世紀後半以降の遺構である。

SDO3・04は埋 土 が 灰 白～ 灰 色

の粘土質シル トの耕 作溝 で、 方向

はSDO2やSKOIとほぼ平行である。

SDO3が幅0.4m以上、長 さ1.5m以上、

最深 部 で0.l7m, SDO4が 幅0.3m,

長さ2.0m以上、 最深部でO.lOmの規

模である。

SKO5は調査区中央にある水溜状の

大きな土壇で、SKOIの南西端を壊 し

て掘られていた。規 模は南北14.5m

以上、東 西1.8m以上で、西側の,調査

区外に拡がっている。深 さは0.7m以

上ある。層 序の項で述べた第1層の

灰オリーブ色のシル トが 主体の整地

南北15m以上で、底が凸凹しているので

粘土を含む灰黄褐色の砂質シル トで埋まっ

-150.420

5

1 : 200

図5 遺構平面図
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(   ノ 3

20cm

図6 出土遺物

SD02(7)、SK:01(6)、SKO5( 1～5 ・8)

土で埋まっているが、この整地土は水分を多く含み、非常にしまりが悪くて崩れやすい。

出土遺物のうち、土師器皿3・焙烙5、軟質施釉陶器皿4、肥前磁器碗8は近世後半～末のもので、

SKO5の時期を示す。また、これらに混って須恵器の杯蓋1・瓶または腺の底部2といった古代以前の

遺物が出土した。

市)遺構と遺物の検討

今回検出したSKO 1とSDO2～04は遺構の長軸がほぼ同じ方向を向き、似 た埋土であることから、

同時に機能した可能性が高い。遺物は少ないが、それによるとこれらの遺構は近世後半以降の耕作痕

跡と考えられる。SKO5はSKO1を壊して設置された水溜状の遺構で、遺物も近世末期のものを含むこ

とから、SKOIとSDO2～04よりもやや新しい近世末期以降のものと考えられる。

今回検出した遺構に中世以前の古い遺構は見られなかったが、SKO5の埋土の中に古墳時代後期の

須恵器杯蓋1や古代以前の須恵器底部2が混ることから、本調査地周辺に古代以前の遺跡が存在した

ことが窺える。

本調査地の基盤層である第2層が未固結の砂であり、上町台地の斜面に位置するため、近世以前に

遺跡が営まれたとしても流水による浸食や後世の開発による破壊を受けやすく、残 りにくい状況で

あったものと考えられる。

3)まとめ

今回の調査では、近世後半以降の土地利用の様子を窺い知ることができた。また、出土遺物に古代

や古墳時代のものが含まれることから、本調査地周辺にこれらの時代の遺跡が存在する可能性が指摘

できる。さらに、当地域の基盤層である上町層が海浜成層であることもわかった。今後の調査成果も

含め、さらなる検討を加えてゆきたい。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1997、『難波大道亦発掘調査報告』

1998、『桑津遺跡発掘調査報告』
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調査地全景

(第2b層上面、北から)

地層断面

(東から)

第2a層上面の遺構

(北から)



× 住 吉 区



住吉区帝塚山中三丁目における建設工事に伴う

帝塚山古墳群発掘調査(TZO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

住吉区帝塚山中3丁目7-2

345留

平成21年9月25日～10月21日

財団法人 大阪市博物館協会

大阪文化財研究所次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大阪市南部の住吉区に所在し、大阪市域の中央を南北に延びる上町台地の南西側に位置す

る(図1)。調査地から西へ300mほどで台地の西端に至り、縁辺に沿っで比高約10mの急崖が続くが、

東側は河内平野に向かって緩やかに下降する斜面地を形成している。

調査地は帝塚山古墳群の東辺に当る。大阪市内で数少ない前方後円墳で、国指定史跡である帝塚山

古墳は調査地から南西へ約200mのところにある。ほかにも周辺には、北側に聖天山古墳や丸山古墳、

南側に二本松古墳や弁天塚古墳などが存在する。また、調査地付近には、これら以外にも既に消滅し

た古墳があったことを窺わせる小字名がいくつか認められ、周辺に土地開発が及ばなかった近代以前

までは数多くの古墳が残されていた可能性が指摘されている[上田宏範1988」。実際、調査地の東側

300mで2004年に行われたTEO4-1次調査では、全長約30mの帆立貝形前方後円墳が埋没した状態

で発見された[大阪市文化財協会2005]。万代古墳と命名されたこの古墳は、出土した須恵器や埴輪か

ら5世紀後半～6世 紀初頭に築造されたとみ られる。

これまで調査地の周辺では、TZ80-1・86-2・95-2・05-1・08-1次調査が実施されてぃる。

帝塚山古墳の墳丘裾部で行われたTZ80-1・86-2・95-2次調査では、周濠の可能性がある落込

みが検出されており、古墳に共伴する埴輪も出土している。また、TZO5-1次調査では、近世の粘

土採掘壇から奈良～平安時代の須恵器や統一新羅時代の陶質土器などが出土しており、古代の集落も

周辺に営まれていたことが明らかとなっている。

2009年4月10日に本調査地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下0.2～0.8mで地山層

が検出され、地山上面で土塘などの遺構が確認された。また、調査地は地籍図などを元に復元された「大

X-152,800

50m

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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帝塚古墳」の東辺に位置していたことから、古 代以前の遺構・遺物が包蔵されている可能性があった。

そこで、同年9月25日から本発掘調査を実施することとなった。

調査区は、敷地内の南北2箇所に分けて設定した(図2)。北区は南北12m×東西15mの発掘区と東

側へ延びる4 mX 15mのトレンチを併設した。南 区は3mX35mの東西方向に延びるトレンチを設定

した。アスファルトの切断・撤去作業を行った後、重機により現代盛土を除去し、以下は遺構と遺物

の検出作業を進めながら人力により掘削を進めた。併せて実測および写真撮影などの記録作業を適宜

行い、10月21日に現地におけるすべての作業を完了した。

調査および本報告で使用した水準値は東京湾平均海而値であり、本 文・挿図中ではTP+○mと表記

する。北方位は座標北である。

2)調査の結果

1)層序

調査地は南側がわずかに低い平坦地で、現 地表はTP+14.0～14.5mであった。

南区ではアスファルトと下位の路盤材を除去したところ、ほぼ全面で地山面が露出した。後述する

遺構埋土以外は現代より古い遺物包含層は残されていなかった。北 区では北側と東側の2箇所で、近

代以降に埋められた落込みが認められたが、それ以外は現代盛土の下位で近世の作土層が断続的に認

められた程度で、南区と同様に大半が地山面まで削平を受けていた。主 として北区の北東壁(全長約

30m)で確認された現代盛土以下の地層は次のとおりである(図3 ・4)。

第1層は灰色(10Y 4/1)～オリーブ灰色(5Y3/1)の細礫を含む細粒砂質シルトまたはシルト質細粒

砂の盛土層で、層厚は約60cmであった。北 区の北側と東側でそれぞれ認められた落込みSX35・36を

最終的に埋めた盛土層で、複 数の岩相が認められたが同時期に形成されたものである。下部は地山層

を母材とした粘土質シルトの偽礫が多数含まれていた。近代以降の地層とみられる。

第2層も近代以降の盛土層である。第2a～2c層に細分できた。

第2a層は黄灰色(2.5Y 4/1)の細粒砂質シルトの盛土層で、北 区のS×35の東縁部に厚く堆積し、周

辺にも断続的に認められた。層厚は10～20cmであった。SX35の東縁部では地山の偽礫を多く含 む。

第2b層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)の粘土質シルトの盛土層で、 地山の偽礫を含む。 層厚は約10cmで

SX35の東縁部のみで認められた。

第2c層はオリーブ黒色(5Y3/2)の細粒砂質シルトの盛土層で、地 山の偽礫を含む。層厚は約15cmで

あった。S×35を埋めた初期の盛土層である。

現代盛土
2層

5層    粘土採掘

図3 地層の模式断面図

第3層 はオリー ブ黒色(5Y3/1)のシル ト層で、

SX35内に堆積した水成層である。ラミナが顕著であ

る。層厚は10～20cmであった。近代の地層である。

第4層はSX35・36内に堆積した地層で、 第4a～

4c層に細分できた。出土した陶磁器から近世末から

近代にかけて堆積した地層とみられる。
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一一\-
13.0m     第6b層

第2a層

アスファル ト

現代盛土

攪乱
第2a層

第5層       第6b層

0              60m

1 : 2,000

図4 北区北東壁の地層断面図

SX36

第1層

第4a層

第6b層・゙ど一一
13.0m

1:50

1 : 100

※水平方向の縮尺は1 : 100,

垂直方向の縮尺はi:50である。

第4a層はオリーブ灰色(5GY5/1)シルト質極細粒砂～シルト質細粒砂層である。層厚は60cm以上で

ラミナが顕著に認められた。

第4b層は緑灰色(5G5/1)の細粒砂質シルト層で、SX35の西縁部でのみ認められた。細粒化した地

山の偽礫を多数含む。層厚は20～40cmであった。

第4c層は灰色(7.5Y5/1)の極細粒砂質シルトで、細粒化した地山の偽礫を含む。第 6層に由来する

斜面堆積層が流出して再堆積した地層とみられる。層厚は約40cmであった。SX35の西縁部でのみ認

められた。

第5層は黄灰色(2.5Y5/1)の細粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は10cm程度であった。一部で

細かく砕かれた偽礫中にラミナが認められた。近世の地層とみられる。南 区では本層が粘土採掘塘の

埋土として認められた。

第6層はいわゆる地山層であり、更 新世堆積物である。

第6a層はオリーブ灰色(5GY5/1)の粘土質シルト層で、層厚は30～40cmであった。

第6b層は浅黄色(2.5Y7 /3)のシルト質細粒砂層で、層厚は20cm以上であった。
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ii )遺構と遺物

a.南区の遺構と遺物

粘土採掘壇(図5 ・6):南区の全域において、 アスファル トを剥いだ直下の地表面であ
る第6a層の

地山上面で、方格状に掘り込まれた粘土採掘WSKO2～3Jを検出した(図5)。江 戸時代の
遺構である。

埋土はシルト質細粒砂～細粒砂質シルト層で、第5層またはそれに類似した岩相であっ
た(図6)。東

西方向に並列させた方形の土壇が規則的に配置されており、土 壇の配列は南北に6列を
確認すること

ができた。形状は、南北約1.5m,東西1～2 m,深さ0.1～0.2mのものが大半である。
各土壇からは

土師器・須恵器・瓦・近世陶磁器などが出土した。須 恵器杯蓋1(図9)はSK19から出
土した。 6世

紀中頃のものであろう。土 師器鍋把手3(図9)はSK23から出土した。奈 良時代のものと
みられる。

SXOI (図7):南区の中央で落込みSXOIを検出した。埋土は近代以降の地層であった
。幅約9.0m,

深さ2.0m以上で、発掘区の制約から掘削深度に限界があり、底面は確認できなかった。
下部の地層は

水成層であることから、水 利施設としての溜池であった可能性が嵩い。出土遺物は土師
器・須恵器の

ほか、瓦・近世陶磁器・土人形などがある。下位の水成層は19世紀以降に堆積した地層
とみられる。

須恵器杯蓋2(図9)は上位の近代以降の埋土から出土した。 6世紀中頃のものである。8
～12(図9)

はいずれも下部の水成層から出土した。8は堺・明石系描鉢、9は肥前陶器皿、10は肥
前磁器の御神

酒徳利である。外面に星梅鉢紋が描かれている。陶磁器類の多くは18世紀後半～19世紀の
ものが多い。

11は素焼の香炉蓋、12は土人形である。

b.北区の遺構と遺物

粘土採掘壇(図8):北区の西半側で第6a層の地山上面において第2層基底面検出遺構であ
るSK32

～34を検出した。粘土採掘壊とみられる。いずれも埋土は第5層と同じ細粒砂質シルト
またはシルト

質細粒砂である。南 区と同様、江戸時代の遺構である。SK32は北区西半のほぼ中央で
検出された溝

状の土壇である。東西約5.0m,南北約1.5m,深 さ約0.25mを測る。SK33は南西壁面際で
検出された。

南北1.5m以上、東 西約4.5m,深さ約0.5mで、平面は不整形な方形を呈する。埋土中か
ら土製管状土

錘4(図9)が出土した。SK34は南北約1.7m-,東西約0.9m,深さ約0.lmの楕円形の土壇
である。

SX35(図4・8):北区の北側で検出した東西13.0m以上、南 北5.0m以上、深 さ約1.4
mの不整形な

落込みで、北側へ大きく拡がるとみられる。底部の堆積層が水成であることから、溜池
であった可能

性が高い。出土遺物から近世に掘削され、近代以降に埋められたとみられる。5は肥前
陶器皿で上部

の埋土から出土した。6・7は肥前磁器の染付碗で6は上部の埋土、7は下部の水成層か
ら出土した。

いずれも18世紀後半のものとみられる。

SX36(図4・8):北区の東端で検出された落込みで、東側に大きく拡 がるとみられ
る。形 状か

ら見ると溝の可能性もある。東西幅6.0m以上、深 さ約0.8mであった。近 世に掘削され
、近代以降

に埋め戻されている。

3)まとめ

今回の調査の結果、近世に掘削された粘土採掘壇と溜池とみられる落込みを検出した。特
にSXOI・
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SKO5 17
TP-H3.8m

1:灰黄褐色(10YR5/2)細粒砂混り粘土質シルト
2:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒砂

3:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂質シルト

4;褐色(10YR4/4)細粒砂混り粘土質シルト

5:灰黄褐色(10YR5/2)細粒砂混り粘土質シルト

6:地山の偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR5/3)

細粒砂混り粘土質シルト

7:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂混り粘土質シルト

8:褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂

9;にぶい黄褐色(10YR5/3)細粒砂質シルト

10:にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫混りシルト質細粒砂

11:にぶい黄褐色(10YR5/3)細粒砂質シルト

1:地山の偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR5/4)細礫混りシルト質細粒砂

2:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒砂

3:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒砂

SK13 SK12 SK1 1
TP-H3.8m

1:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂

2:地山の偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/4)細粒砂質シルト

3:オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質細粒砂

4:地山の偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂質シルト

5

C

υ

7
l

;地山の偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒砂混り粘土質シルト

:細礫を含むにぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒砂

:褐色(10YR4/4)細粒砂質シルト

SK23

1:暗仄黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/3)細礫混り細粒砂

3:暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒砂質シルト

4:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂混り極細粒砂質シルト

5:地山の偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂

6:暗灰黄色(2.5Y4/2)極細粒砂質シルト

7:地山の偽礫を含む浅黄色(5Y7/4)極細粒砂質シルト

SK24 SK25

TP+13.8m

8;にぶい黄褐色(10YR4/3)細礫混り細粒砂質シルト

9:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂

10:地山の偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒砂質シルト

11:にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫・細粒砂混り粘土質シルト

12:褐色(10YR4/4)細粒砂質シルト

13:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂
14:地山の偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂

15:細礫を含むにぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂質シルト

16:地山の偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/4)細粒砂質シルト

17:地山の偽礫を含む灰白色(5Y7/2)細粒砂質シルト

1m

1:20

図 6 南 区粘 土 採 掘 壇 断面 図



ぃ       現代盛土
、1

TP+13.om

-H2.0m

2m

1:にぶい黄橙色(10YR6/4)粘土混り細粒砂質シルト
2;にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～粗粒砂

3:にぶい黄橙色(10YR6/4)シルト質粘土

4:オリーブ灰色(2.5GY5/1)細粒砂質粘土

5:明黄褐色(10YR6/8)シルト質粘土

6:にぶい黄褐色(10YR5/3)極細粒砂質シルト

7:灰黄褐色(10YR5/2)シルト質細粒砂

8:灰黄褐色(10YR5/2)粘土混り極細粒砂質シルト

9:にぶい黄褐色(10YR5/3)極細粒砂質シルト
10:灰黄褐色(10YR5/2)シルト混 り細粒砂

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

:灰黄褐色(10YR5/2)粘土質中粒砂
:灰黄褐色(10YR6/2)粘土質シルト
:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質極細粒砂

:灰黄褐色(10YR5/2)粘土混りシルト質細粒～極細粒砂

:褐灰色(10YR5/1)粘土質極細粒砂

:褐灰色(10YR5/1)シルト質極細粒砂

:褐灰色(10YR4/1)粘土混りシルト質細粒砂
:灰黄色(2.5Y6/2)粘土質シルト

;暗オリーブ灰色(2.5GY3/1)細粒砂混りシルト質粘土
:暗灰黄色(2.5Y5/2)極細粒砂質粘土

1:50

21:にぶい黄色(2.5Y6/4)粘土質シルト

22:にぶい黄色(2.5Y6/4)極細粒砂混り粘土質シルト

23:にぶい黄色(2.5Y6/4)粘土混り極細粒砂質シルト

24:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂

25:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粘土

26:暗オリーブ灰色(5GY4/1)粘土質中粒砂(水成)

27:オリーブ黒色(75GY3/1)細粒砂質粘土

図 7 南 区 SXOI平 面 ・断 面 図



コンクリート基礎

10m

1 : 150

図8 北区検出遺構平面図



Q-④
図9 出土遺物実測図

SX01(2・8～12)、SK19( 1 )、SK23( 3 )、SK33(4)、SK35( 5～7)

35・36の溜池や水路などとみられる落込みは、古墳の周濠が後世に利用されている可能性があったた

め、慎重に検討を行ったが、中世以前に遡る古い堆積層や埴輪などの遺物を認めることはできなかっ

た。いずれの遺構も近世になって掘削されたものと思われる。しかし、若 干ではあったが、古墳時代

や古代の遺物が包含されていたことから、調 査地とその周辺に当該期の集落の存在を想定することが

できよう。また、近世の方格状に配置された粘土採掘塘は、周辺地からも同様の遺構が見つかってい

ることから、大 規模な土採り作業が近世に行われていたことを示している。

今後もこうした発掘調査による成果を蓄積しながら、当地域における土地開発の歴史的変遷を明ら

かにしていく必要があろう。

参考文献

上田宏範1988、「大阪市域の古墳」:『新修大阪市史』第1巻、大 阪市、pp.351 - 424

大阪市文化財協会2005、 『帝塚山東遺跡発掘調査(TEO4-1)報告書』
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南区粘土採掘壇検出状況

(南東から)

南区西半粘土採掘塘

完掘状況(東から)

南区東半粘土採掘塘

完掘状況(北から)



南区SXOI南西断面

(北から)

北区東半完掘状況

(西から)

北区SX36完掘状況

(南から)



北区北東壁の地層断面

(西から)

北区SK33南西壁の

地層断面(北東から)

北区西半完掘状況

(北西から)



刈 東 住 吉 区
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東住吉区桑津四丁目における建設工事に伴う

桑津遺跡発掘調査(KWO9-2)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市東住吉区桑津4丁 目61

28ボ

平成22年3月29日～3月31日

財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、黒 田慶一
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1)調査 に至 る経緯と経過

桑津遺跡は東住吉区桑津・駒川・西今川・北田辺に拡がる弥生時代から江戸時代にかけての複合遺

跡で、戦前から大阪府下を代表する弥生時代の遺跡として知られている。調査地は遺跡の東北部に位

置する(図1)。調査地周辺の既調査として、西方60mには飛鳥時代の呪符木簡や掘立柱建物群、井戸

が検出されたKW91-8次調査地、北 方50mには埴輪を伴う古墳時代遺構や、飛鳥時代の掘立柱建物

が見つかったKW86-2次調査地がある。

住宅建設に伴い、2010年2月12日に行われた試掘調査で、古 代の遺物包含層と地山上面で遺構が確

認された。この結果を受け、工 事に先立って発掘調査を実施することになった。敷地内の南端に、敷

地南辺に平行するように調査区を設定して(図2)、2010年3月29日から本調査を行った。調査はまず、

重機によって現代盛土層と近代整地層を除去した後、以下を人力によって掘り下げた。遺構や遺物の

検出に努めるとともに、それらの平面図や断面図の作成、写 真撮影などの記録作業を行った。3月31

日に埋戻し作業を含めた現地におけるすべての作業を完了した。

図1 調査地位置図
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本書の平崩図の方位は、図1のみ公共座標北を、他

の平面図は磁北を基準にしている。当地の磁北は座標

北に対して、 6度 4分西偏である。標 高はT.P.値(東京

湾平均海面値)で、本文・図中ではTP+○mとした。

図2 調査区位置図

1;400

10m

2)調査の結果

1)層序(図3・4・7)

第0層 :現代盛土層である。層厚は10～15cmである。

第1層:層厚 5～10cmのオリーブ褐色(2.5Y 4/3)シ

ルトからなる近代整地層である。

第2層 :層厚7～15cmのオリーブ褐色(2.5Y 4/5)粘

土質シルト偽礫からなる近代整地層である。

第3層 :層厚40cmの明黄褐色～黄褐色(10YR5.5/6)

粘土質シルトで、下部の5～10cmは斑鉄が顕著で、明

黄褐色(10YR6/6)を呈す。中世の遺物を含む。

第4層 :層厚30cmの粗粒砂を含む粘土質シルト層

で、上部はマンガン斑文により細礫状に結晶化し、暗褐色(10YR3/4)を呈
し、 中部はにぶい黄褐色

(10YR5/3)、下部は還元され褐色または暗褐色(10YR5.5/ 4)を呈する。柱穴
SPO6・08・09は本層中

第4層

SPO6・OS・09

SKO7・SPIO～14

第5層

図 3 地層 と遺 構 の関 係 図

南 壁

TP+4.0m

..- /  1層

SPOI          3      SPO3

第0層

。。   第一2層フ

第5層
SPO6

東 壁

TP+4.0m

+3.Om

( ＿j

2m

1:50

;暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト

:粗粒砂含む褐色(10YR4/6)粘土質シルト

:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト

:褐色(10YR4/4)粘土偽礫

:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト

:粘土偽礫含む明黄褐色(10YR6/6)・にぶい黄褐色(10YR7/3)粘土質シルト

:灰黄褐色又はにぶい黄褐色(10YR4/2.5)シルト

図 4 南 壁 ・東 壁 断面 図
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へS型4     漏 5

:]一旦PIO

O          SPO9

SPOり       SBO3

SPOI

図 5 平面 図

から掘り込 まれている。古代の土器が多数出土した。須恵器杯蓋4・6、同杯身5・8・9・12～14、

同鉢の口縁部と思われる7、同壺の高台と思われる11、土 師器高杯10が見つかった。14は焼きの良い

土師器の可能性もある。飛鳥～奈良時代に属するものである。

第5層 :明黄褐色(10YR6/8)粗粒砂質粘土の地山層で、多くの柱穴・土城は本層上面で検出された。

ii )遺構と遺物(図5～ 7)

a.飛鳥時代の遺構

SBOI  SP05・12からなる掘立柱建物として復元した。SPO5・12の柱の芯々間は2.35mを測る。

柱痕跡の直径は15～20cmである。SPO5からは須恵器杯蓋1が出土した。方 位はほぼ正方位を示す。

7世紀中葉に属する。

SBO2  SP01・03・04からなる東西棟と考えられる掘立柱建物で、梁側の柱の芯々間はl.l5m,桁

側の芯々間は2.l0mで、柱痕跡の直径は10～15cmを測る。方位は座標北に対して西に6度振る。

SBO3  SP06・08・09からなる掘立柱建物として復元した。柵列である可能性もある。芯々間は1.5

～2.0mでばらつきを見せる。柱痕跡は直径10～15cmである。方位は座標北に対して西に3度振る。

SKO7  調査区西端で検出された南北2.0m以上、東 西1.Om,深さ0.1～0.2mの灰黄褐色またはにぶ

い黄褐色(10YR4/2.5)シルトを埋土とする土城である。

このほか、柱穴SP02から脚台を持つ須恵器壺3、SPO7から須恵器杯身2が出土した。SPO2は上

面で柱痕跡を見つけられなかったが、壺 3の破片を礎板のように配していたことと、南 壁断面に柱痕

跡がなかったことから、壺 3の破片の検出位置が柱あたりと考えられる。また壺3は脚台の付け根に

直径0.8cmの円形のスカシがあり、 復元すると7個のスカシをもつと考えられる。7世紀後葉の土器

である。

3)まとめ

当地の周辺ではKW91-8次、86-2次のように、飛鳥時代の掘立柱建物が検出されることが多い。

今回も3棟が見つかったが、敷地南辺は公共座標の正東西に近く、南 辺に平行に入れたトレンチに沿
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SPO4
SE        NW

TP+3.0m

1.褐色(10YR4/4)粘土質シルト

2:褐色(10YR4/4)粘土質シルト

3:黄褐色(10YR5/6)粘土

SPO5
SPO8

TP+3.0m W TP+3.0rn

1:褐色(10YR4/6)粘土質シルト

2:褐色(10YR4/4)粘土質シルト

3:黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト

1;暗褐色(10YR3/3)粘土質シルト

2.黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト

SPO9

W TP+3.0m

褐色(10YR4/4)粘土質シルト

褐色(10YR4/4)粘土質シルト

.褐色(10YR4/6)粘土質シルト

SPII

SPIO          E    w

E       W TP+3.0m               TP+3.0m

褐色(10YR4/6)粘土質シルト

1:褐色(10YR4/6)粘土質シルト

2:褐色(10YR4/6)粘土質シルト

3:黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト

SP14

TP+3.0m

SP12

TP+3.0m

1:褐色(10YR4/4)粘土質シルト

2:黄褐色(10YR5/6)粗粒砂質粘土

SP13

N            S
TP+3.0m

1;にぶい黄褐色(10YR5/4)粘土質シルト

2;褐色(10YR4/6)粘土質シルト

1:褐色(10YR4/4)粘土質シルト

2:褐色(10YR4/6)粘土質シルト

3:黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト

図6 遺構断面図

1:20

1m

20cm

図 7 出土 遺 物 実 測図

SPO2(3)、SPO5( 1 )、SP07(2.)、第4層最 下部 (4～ 6)、第 4層 (7～14)
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うように建物が検出され、公共座標北に対してO度～6度西偏することがわかった。KW91-8次の

掘立柱建物群が座標北に対して東に41度振り、KW86-2次の掘立柱建物が座標北に対して東に12度

振るのに対して、今 回のは正方位もしくはそれに近い西偏のものであることがわかった。
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東南部柱穴

SPOI～03

(北から)

SPO2(北から)

調査区全景

(西から)



SPO4(南東から)

SPO3(北から)

spo5(北から)



X 平 野 区
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平野区平野元町における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(HNO9-1)報告書
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調査 個 所 大阪市平野区平野元町9-4・9-5・9-6・41-4

42-1・42-7・42-8・42-9・42-10・42-11

調査 面 積 60m'

調査 期 間 平成21年7月7日～7月10日

調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南秀雄、平田洋司
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1)調査 に至る経緯と経過

調査地は中世～近世の集落遺跡である平野環濠都市遺跡の北側に位置する。建設工事に先立つ大阪

市教育委員会による試掘調査の結果、現地表下1.6～2.0mにおいて耕作土とみられる遺物包含層が認

められたため、周知の遺跡の範囲外ではあるが、発掘調査を行うこととなった。

調査区は、旧建物の基礎が及ばない敷地中央やや東寄りに設定した。南北10m,東西6mである。

平成21年7月7日より重機による掘削を開始した。重機による掘削は後述の第3層上面までとし、そ

れ以後は人力による掘削で調査を進めた。遺構検出作業と平行し、図面作成・写真撮影などの記録作

業を適宜行い、 7月10日埋戻し作業を含む撤収作業を終え、現 地における調査を完了した。

調査および本報告で使用した水準値は東京湾平均海面値であり、本 文・挿図中ではTP+○mと表

記する。方位は図1・2は座標北、図 3は磁北である。

2)調査の結果

1)層序(図3)

現地表面の標高はTP+4.7～4.8mである。調査では、現 地表下約2.7m, TP+2.0m付近までの地層

を確認した。以下、その概略を示す。

第1層:現代盛土および撹乱で層厚は120～130cmある。

第2層 :細粒砂偽礫含むオリーブ黒色シルト質細粒砂からなる作土層で層厚は20cmある。ご く一部

で遺存するのみであった。後 述のSDOIは第3層上面で検出したものであるが、埋 土に本層に由来す

るとみられる偽礫が認められることから、本 層以上から掘込まれた遺構である。本層からは遺物が確

25,000

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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O
杭跡

5m

地層と遺構との関係

第1層

SDOI)箆2層
-t3ト爾ヅ

E

1 : 100

図3 地層断面図および検出遺構平面図

認できていないため、時期は不明であるが、近世以降の作土層と判断した。

第3層:暗オリーブ灰色シルト質細粒砂～灰色細粒砂などからなる河川堆積層である。層厚
は160

cm以上である。本層以下は部分的な掘削による。遺物が出土しなかったため時期は不明であ
る。北に

下がる傾斜した堆積構造を示すことから旧平野川に関係するものといえる。

ii)遺構と遺物(図3・4)

遺構検出作業は第3層上面にて行った。溝1条、土壇2基などを検出した。

SDOI  調査地南端に位置する東でやや甫に振る方位の溝である。第 3層上での遺存分、
幅1.2m,

深さ0.2mを検出したが、壁向の観察からは幅2、5m以上、深 さは0.7mで第2層よりも上位に
掘込み面

があると推定される。また、肩部付近では加工時に形成されたと推定される凹凸が顕著に認
められる。
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図4 SDOI出土遺物実測図

埋土は下部は滞水していたことを示すオリーブ黒色シルト質細粒砂で、上位0.5mほどは偽礫を多く含

み人為的に埋戻されている。

出土遺物には国産陶磁器類のほか瓦片がある。1は土師器鉢である。外 面はハケ調整、内面はナデ

調整が施されているが、概 して粗雑な作りである。2は堺焼捕鉢である。3は肥前系陶器鉢でいわゆ

る刷毛目唐津である。4は関西系陶器の蓋で、上面には灰オリーブ色の釉薬と白泥による絵付が施さ

れている。5～8は肥前磁器である。5・6は染付碗である。7は青磁で畳付部分は露胎である。8

は仏飯器で脚裾部および脚部内面が露胎である。9は硬質の平瓦片である。

これらの遺物は18世紀代のものがほとんどであるが、図化しえなかったものの中には瀬戸焼磁器と

みられる破片など一部19世紀に降る可能性があるものを含み、18世紀代を中心とした長期間にわたっ

て使用された溝と考えられる。また、一重網目文の肥前磁器碗のように17世紀代に遡る破片もあるこ

とから、掘削が17世紀代に遡る可能性がある。

SKO2  直径1.Om,深さO.lmの平面形が円形の土壇で、底 は平坦である。埋土は暗オリーブ褐色シ

ルト質細粒砂である。輪郭に沿って腐食した木質が認められ、桶状のものを埋めていたと考えられる。

切合い関係からSDOIより古い。また、埋 土に第2層を含まないことから第2層よりも古いと推定で

きる。出土遺物はなく時期は不明であるが、近世の遺構であろう。

SKO3  直径1.2m,深さ0.3mの平面形が円形の土壇で、底は比較的平坦である。直径0.9mで木質

が遺存し、SKO2同様、桶 を埋めたものと推定できる。埋 土は加工時に形成されたシルト偽礫を多く

含む暗オリーブ灰色細粒～中粒砂である。埋土に第2層を含まないことから第2層よりも古いと推定

できる。出土遺物はなく時期は不明であるが、近世の遺構であろう。

その他の遺構として、調査地ほぼ全域で杭が認められた。詳細は不明であるが、近代以降の建物基
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礎に係るものであろう。

3)まとめ

今回の調査地では新しい時期に大きく削平を受けていたものの、江戸時代の溝と土壇とを検出する

ことができ、調査地周辺が当時の生活域に当っていたことが明らかとなった。また、遺物が出土せず

堆積時期は確定できないものの、旧平野川に由来する第3層が連続的に厚く堆積していることから、

本層の拡がりと平野環濠都市遺跡の立地を考慮すると、比較的早い段階で当地は地表面になったと推

定される。

今後の周辺での調査の蓄積により、平野環濠都市遺跡北側における旧平野川と関連した陸地化の時

期や土地利用のようすが次第に明らかになることが予測される。
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調査地遠景(南から)

調査地全景(北から)



平野区平野市町三丁目における

平野環濠都市遺跡試掘調査(HNO9-2)報告書
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調査 個所 大阪市平野区平野市町3丁目77-1ほか(地番)

調査 面積 4留

調査 期間 平成21年10月27日

調査 主体 財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 文化財研究部次長 南 秀雄 田中清美

一 310 -



1)調査に至る経緯 と経過

調査地は、国道25号線が平野川左岸を越えた地点から北西約140mに位置しており(図1)、1694(元

禄7)年に描かれた『平野大絵図』によれば久宝寺八尾街道が平野環濠都市遺跡に入る市ノロ北方の環

濠(関東池)の東側に当る。

本調査はこれまで本格的な発掘調査が行われることのなかった当地区の基礎的な資料を得ることを

目的に実施した。

調査は10月27日に平野川沿いの長細い敷地のほぼ中央部に一辺約2mの調査区を設定した後(図

2)、現 代の整地層(第0層)および各層を重機と人力を併用しながら掘下げて、調査区の東 .南壁面

の写真撮影および断面実測を行った。当日、機 材の撤収を含めすべての調査を終えた。本報告の平面

図は座標北を基準に作図した。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)であり、本 文・挿図中ではTP+○m

とした。

2)調査の結果

1)層序

本調査では真砂土からなる層厚約80cmの第0層(現代整地層)以下約2.0mまでの各層を確認した(図

3)。

5,000

図1 調査地位置図

Y-40,4601

20m

図2 調査区位置図
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東壁

N S

I  アスファルト

焼土  Ⅱ 反 肋

4                +4.0m
5  ,  水道管

0:にぶい黄褐色(10YR5/3)真砂土

1:アスファルト・路盤材・攪乱土

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒～中粒砂

3:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂～にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質中粒砂

4:にぶい黄褐色(10YR4/3)極細粒砂質シルト

5:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂

南壁

アスファル ト

旧道路面 \    \,       0

シル ト

陶器を含 む

TP+5.0m

+4.am

0:にぶい黄褐色(10YR5/3)真砂土

1:アスファルト・路盤材

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒～中粒砂

3:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂～にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質中粒砂

4:にぶい黄褐色(10YR4/3)極細粒砂質シルト

5:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂

1:50

図3 東・南壁地層断面図
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11Ll

300m

図4 平野環濠都市遺跡旧街区推定範囲図

第1層:炭・焼土および道路の路盤材からなる整地層で、アスファルトを含む。層厚は約25cmある。

調査区の中程、現地表下1.4mに水道管を埋設した攪乱穴があった。

第2層:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂層で、層厚は10～20cmある。現代の整地層である。

第3層:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂～にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質中粒砂層で、層

厚は10～30cmある。本層はにぶい黄褐色(10YR4/3)シルトの偽礫を多く含む整地層で、江戸時代の

平瓦の細片が出土した。

第4層:にぶい黄褐色(10YR4/3)極細粒砂質シルト層で、層厚は10～50cmある。本層は敷地の西

側から平野川に向かって傾斜した盛土層である。

第5層:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂層で、層厚は20～30cmある。本層も盛土層で、調査

区の北寄りから東に向かってやや傾斜していた。19世紀代の陶器片や瓦質竃、平瓦の細片を含む。
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n)遺構と遺物

本調査では第3～5層からなる平野川旧河道の左岸堤防の一部を確認した以外に明確な遺構は見ら

れなかった。また、遺物も堤防の盛土層から19世紀代の陶器や平瓦の細片が出土したのみである。

3)まとめ

当地は平野環濠都市遺跡の旧街区推定範囲図(図4)から見て、関東池の東側、平野川旧河道の左岸

堤防上に位置することが確認されたほか、第3～5層は出土遺物などから、19世紀以降の堤防の盛土

層に相当すること、現在の平野川は前身の平野川旧河道にほぼ重複しているものと思われる。

参考文献

大阪市文化財協会2009、『大阪市南部遺跡群発掘調査報告』pp.93-103
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東壁地層断面(西から)

南壁地層断面(北から〉



平野区平野馬場一丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(HVO9-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市平野区平野馬場Ⅰ丁 目16-4

150ml

平成22年1月5日～1月14日

財団法人 大阪市博物館協会

大阪文化財研究所次長 南秀雄、池田研
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1)調査に至る経緯と経過

本調査地の周辺には、中世から近世にかけての集落跡である平野環濠都市遺跡ならびに同遺跡B地

点、古代から中世にかけての社寺跡である長楽寺跡、弥生時代から中世にかけての集落跡・墓域.散

布地である加美遺跡・加美西1丁目所在遺跡・平野寺前遺跡など、数多くの遺跡が分布している(図1)。

なかでも、南東約1krnに位置する平野環濠都市遺跡は、中世の後半に繁栄した自治都市としてその名

を知られており、近年の調査でも町を二重に取り囲んでいた環濠の一部が検出されている[大阪市教

育委員会ほか2009]。

今回の調査地では建設工事に先立ち、大阪市教育委員会が試掘調査を実施したところ、現地表面下

50cm以下で近世以前のものとみられる遺構面が確認されたことから、本調査を行うこととなった。

1月5日に開始した調査では幅3 m,長さ50mの調査区を設定した後、両端に基準杭を、調査区内

には南東端の基準杭から10m毎に杭を打設し、1～5区の地区割りを行った(図2)。現地表面下約50

cmまでの現代盛土・作土層については重機で掘削し、それ以下を人力で掘削した。調査の過程では耕

作に伴う溝群・井戸など近世の遺構を検出したほか、瓦器・中国製磁器・肥前陶磁器など中世から近

世にかけての遺物が出土した。1月14日には調査に係るすべての作業を終了した。

なお、本調査で使用した水準値はT.P.値(東京湾平均海面値)で、図中の北方位は図1が座標北、そ

の他は磁北である。

図1 調査地位置図

30m

1 : 1 ,000

図 2 調査 区配 置 図
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2)調査の結果

1)層序(図3 ・4)

第0層 :暗灰黄色(2.5Y 4/2)礫混り砂質シルトを主体とする現代盛土である。

第1層:近代～現代の作土層で、第1a層と第1b層に細分される。第1a層は灰色(5Y 4.5/1)
砂質シル

トからなり、炭 化物を含む。本層の下面では耕作溝を検出した。第1b層は褐色(10YR4
/4)極細粒～

細粒砂質シルトからなる。

第2層 :19世紀代を中心とする近世の作土層で、第2a・2b・2c層に細分される。第2a層
はオリー

ブ黒色(10Y3/1)砂混りシルト質粘土からなり、 炭化物を含む。1 ・2区の図5に示す
範囲に分布し

第1a層

第1b層 耕作溝

第2a層

第2b層

ほか耕作溝

第3a～3c層

図3 地層と遺構の関係図

ていた。第2b層は2区を除く調査区のほぼ全域に分布しているが、

3区では耕作によりよく撹拌されていて、灰色(5Y5/1)極細粒砂

混り粘土質シルトからなる。下面では耕作溝を、層内では土壇を検

出した。一方、1・4・5区では黄褐色(2.5Y5/3)シルト質極細粒

砂からなり、あ まり撹拌されておらず、下位層との層理面は不明瞭

である。第2c層は灰色(5Y 4/1)極細粒砂質シルトからなり、 2区

にのみ分布する。

第3層 :調査区全体に分布する水成層で、第3a・3b・3c層に細

分される。第 3a層はオリーブ灰色(5GY5/1)シルト～極粗粒砂か

らなり、 本層上面ではSEIOを検出した。 第3b層はオリーブ黒色

(7.5Y3/1)粘土、第3c層は緑灰色(7.5GY5/1)中粒～極粗粒砂から

なる。

ii )遺構と遺物(図3・5・6)

a.第3層上面の遺構

SEIO  第3層上面で検出した17世紀後半～18世紀ころの井戸である。直径は3.lm,
深さは0.9m前

後である。井戸側は確認されなかったが、中粒～極粗粒砂からなる第3c層まで掘込まれ
ており現在も

湧水が激しい。素掘りの耕作用取水井戸と考えられる。埋 土は灰色極細粒～細粒砂質シ
ルト層、第3b

層起源の粘土偽礫を多く含 む暗青灰色極細粒～細粒砂層、暗青灰色シルト～極細粒砂層な
どからなり、

人為的に埋戻されている。埋 土からは土師器・須恵器・瓦器・肥前陶器などが出土した。
13は東播系

須恵器鉢で、12世紀末～13世紀初のものである。5は肥前陶器刷毛目碗で、底 部内面を
蛇ノ目状に釉

剥ぎしている。17世紀後半以降のものである。

b.第2b層内・下面の遺構

3・5区の第2b層下面ではSDO1～04など、南北方向に延びる近世の耕作溝を検出し
た。第2b層を

埋土としており、SD○1が幅0.7m,深さが0.04mで、他の溝は幅が0.2～0.4m,深さは0.02m
前後である。

SDOIは他の溝と比して規模が大きく、 また酉側では第2b層の作土化が進行していなか
ったことなど

から、土 地利用の境界を示す遺構の可能性がある。

3区の第2b層内では土WSKO5 ～07を検出した。SK05は直径が0.7m,深さは0.l8m,SK
O6は直径
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TP+4.0m

1区 2区 3区

第0層

第2a層

第2C層

SEIO

第2a層 +30m

E
3区 4区 5区

TP+4.0m

第3a層

第1b層

第2b層

r SKO7

第2b層

第3a層

十3.0m

TP+4.0m

十30m

第1a層:灰色(5Y 4.5/1)砂質シルト(炭化物を含む)

第1b層:褐色(10YR4/4)極細粒～細粒砂質シルト

第2a層:オリーブ黒色(10Y3/1)砂混りシルト質粘土(炭化物を含む)

第2c層:灰色(5Y5/1)極細粒砂混り粘土質シルト～黄褐色(2.5Y5/3)シルト質極細粒砂
第3a層:オリーブ灰色(5GY5/1)シルト～極粗粒砂

第3b層:オリーブ黒色(7.5Y3/1)粘土

第3c層:緑灰色(7.5GY5/1)中粒～極粗粒砂

+2.0m

:50

図 4 南西 壁 地層 断 面 図

1 : 100

十20m

:50



が0.6m, 深さは0.l5m, SKO7は直径がl.55m, 深

さは0.36mで、 いずれも埋 土は第2b層起源の灰色

(5Y5/1)粘土質シルトからなり、極 細粒砂の偽礫を

含む。 これらの土塘のうち、SKO5からは土師器が

出土している。

c.第1a層下面検出遺構

Ⅰ区の第1a層下面では東西方向の耕作溝を検出し

た。溝 は幅が0.2～0.3m,深さは0.03m前後である。

iii)包含層出土の遺物(図6)

第1a・1b層:土師器・須恵器・瓦器、瀬戸美濃焼

陶器・関西系陶器・肥前磁器のほか、平瓦・井戸瓦、

ガラス・金属製品などが出土した。4は第1a～1b層

から出土した瓦器椀である。12世紀後半から13世紀

前半ころのものである。

第2a層:土師器・須 恵器・備前焼捕鉢・丹波焼描

鉢・瓦 質土器・肥前陶器・瀬戸美濃焼陶器 ・関西系

陶器・軟質施釉陶器・中国製白磁 ・瀬戸美濃焼磁器

のほか、ゆずでんぼの蓋や神輿とみられるミニチュ

ア土製品、火 打石、黒碁石、丸瓦、キセル、桃 核な

どが出土した。1はTK217型式に属するとみられる

須恵器杯身である。14は備前焼描鉢である。15世紀

後半ころのものであろう。2・3は肥前陶器で、2

は皿で、3は三島手の鉢である。2はオリーブ色の

釉を施しており、高 台際から高台内部にかけては露

胎としている。底 部内面には胎土目跡がある。15は

関西系陶器鍋の把手である。12は中国製白磁端反皿

の高台部とみられる。端 部は露胎としており、砂 が

付着している。15世紀後葉から16世紀代にかけての

ものであろう。10は瀬戸美濃焼磁器染付皿で19世紀

のものである。

第2b層:土師器・須恵器・瓦器・丹波焼捕鉢・瀬

戸美濃焼陶器・肥前陶器・軟質施釉陶器・肥前磁器・

瀬戸美濃焼磁器のほか、桟瓦・軒丸瓦などが出土し

た。6・9は肥前陶器碗である。6は灰白色の釉を

全体に掛けており、高 台端部には目跡が残る。9は
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SDOI
W            E

1

TP+3.0m

1:灰色(5Y5/1)極細粒砂混り

粘土質シルト(第2b層)

SDO3

E    W

17 TP+3.Om

1:灰 色(5Y5/1)極細粒砂混り

粘土質シルト(第2b層)

SKO5

1:灰色(5Y5/1)粘土質シルト(極細粒砂偽礫を含む)

SKO6

ζゝ=一、,に、込二j TP+3.0m
1:灰色(5Y5/1)粘土質シルト

(極細粒砂偽礫・焼土・炭化物を含む)

0           50cm

1:20

SKO7

TP+3.0m

1 :灰色(5Y5/1)砂混り粘土質シルト(極細粒砂偽礫を含む)

2:灰オリーブ色(5Y6/2)極細粒～細粒砂

SEIO
NE

TP+3.0m

1 :灰色(7.5Y5/1)極細粒～細粒砂質シルト(粘土偽礫を少量含む)

2:暗青灰色(5BG4/1)極細粒～細粒砂(第3b層起源の粘土偽礫を多く含む

3:暗青灰色(5BG4/1)シルト～極細粒砂(粘土偽礫を少量含む)

O

図6 遺構断面図

1:3

10cm

図 7 遺物 実 測 図

第2a層(1- 3 ・10 - 12 - 14 - 15)、第1a～1b層(4)、SEIO(5 ・13)、第2b層(6 ・9・11)、第2c層(7 ・8)
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オリーブ黄色の釉を施しており、高 台際から高台内部にかけては露胎としている。11は
瀬戸美濃焼磁

器染付碗である。

第2c層:土師器・須恵器・肥前陶器・肥前磁器のほか、平 瓦、桃核が出土した。7は肥前陶器
碗である。

灰黄褐色の釉を全面に施しており、底 部内面は蛇ノ目状に釉剥ぎしている。8は肥前磁
器染付碗であ

る。19世紀代のものである。

3)まとめ

今回の調査では19世紀を中心とする近世の作土層が分布していることを確認するとともに
、南 北あ

るいは東西を指向する溝群や井戸など耕作に伴う遺構を検出した。近世以前の地層は後
世の耕作によ

り削平されたとみられるが、包含層や遺構からは飛鳥時代の須恵器、中世の瓦器や中国
製白磁などが

出土しており、今 後、周辺地域における調査が進展すれば、古 代から中世にかけての遺
構が検出され

ることが期待される。

引用文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009、「平野環濠都市遺跡発掘調査(HNO7-1)報告書」:『大
阪市内埋蔵文化

財包蔵地発掘調査報告書(2007)』、pp.36 1- 365
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第2b層下面耕作溝検出状況

(南西から)



Xlll 西 成 区
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西成区天下茶屋北二丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(TCO9-1)報告書
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調査 個所

調査 面積

調査 期 間

調査 主体

調査担当者

大阪市西成区天下茶屋北2丁目16他6筆

160ポ

平成22年2月22日～3月2日

財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、小倉徹也
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1)調査に至る経緯と経過

天下茶屋北2丁目遺跡は2009年度に新たに発見された遺跡で、調査地は阪堺線の今船駅の西側に位

置する(図1)。

大阪市の中央西寄りをほぼ南北に延びる上町台地の西側に当り、西斜面の傾斜変換点から450m西

に位置する。現地表面の標高はTP+2.8m前後で、東の上町台地上の高所(阿倍野交差点)との比高は

約15mである。

本遺跡の周辺には、東の上町台地上に阿倍野筋南遺跡、南東の台地西側斜面近辺に聖天山古墳と丸

山通2丁目所在遺跡、北西の大阪海岸低地に長橋遺跡などが所在し、いずれも本遺跡から700mの距

離にある。このうちの阿倍野筋南遺跡では弥生時代末～古墳時代前期の建物跡や溝、土壇などが多数

検出されており、その時期の集落の存在が確認されている。また、この中で、南斎場建設工事に伴っ

て実施されたAS98- 2次調査では、多数の管状土錘や飯蛸壺、鉄製刺突具といった漁具が出土して

おり、上町台地上から海へ漁労のために赴いていたことが推測されている[大阪市文化財協会1999]o

本調査地は大阪市教育委員会によって2009年9月29日に試掘調査が実施され、海浜成砂層上位に古

代とみられる遺物包含層が確認された。この試掘結果を受け、建設工事に先立って発掘調査を行うこ

とになった。

調査着手前に、事業者側によって現地表下約1.25mまで、現代盛土層から近世盛土層までの重機掘

削が行われ、調査は敷地内の南端に東西20mx南北8mの調査区を設定して行った(図1)。遺構や遺

物の検出に努めながら人力で慎重に掘下げ、平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を行い、

3月2日に現地における作業を完了した。

Y -4!:i,!:iUυ

1:1,0000

図1 調査地位置図

,000

図 2 調査 区位 置 図
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以下、本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)、方位は図1・2が座標北を、図4・

6は磁北を基準にしている。

2)調査の結果

1)層序

現地表下2＿2m (TP +0.6m)までの地層を観察した。その結果に基づいて本調査地の層序を組み立て

た。以下に各層の岩相や特徴を記し、層序表を表1、北壁地層断面図を図3に示す。

第0層 現代の盛土および攪乱層で、層厚は50～140cmである。

第1層 上部は現代の作土層、下部は客土層で、層厚は上部と下部を合わせて20cm以下である。

第2層 黒褐色の粗粒～中粒砂からなる現代～近代の地層で、上 部は作土層、中・下部は盛土層で

ある。層厚は上部～下部を合わせて90cm以下、下部上面でSDOIを検出した。

第3層 上部は黄灰色の粗粒～中粒砂からなる近世の盛土層で、下部は黄灰色の中粒～粗粒砂から

なる海浜の堆積層である。層厚は上部が15cm以下、下部が5 cm以下で、東部北壁の一部にのみ分布す

る。層厚が薄いため下部の堆積構造は正確ではないが、分級がよく、泥 を含まず、また、堆 積層の粒

表1 層序表

TCO9-1層序 1 岩相 1土色l層厚cm1自貰P 遺構 1 おもな遺物 時代

沖

積

層

難

波

累

層

1-

取

上

部

第0層 現代盛土および攪乱層 50～

140

1蝉

現代

第1層

上部:暗褐・黒褐色粗粒～中粒砂 (シルト・炭を含む) [作土]
10YR3/2

10YR3/3

L

≦20

下部:黄灰色粗粒～中粒砂 [客土コ10YR4/4

第2層

上部:黒褐色粗粒～中粒砂 (シルト・炭を含む) [作土]10YR3/1

≦90

-←SDOI

j現代～
近代中部・黒褐色粗粒～中粒砂 (中礫・炭を含む) [盛土〕11o,え。,1

下部:黒褐色粗粒～中粒砂 (炭・瓦・漆喰を含む) [盛土]10YR3/1

第3層
上部:黄灰色粗粒～中粒砂 [盛土」10YR4/4 ≦15

ク ロ し U ti

▼SKO3 近代～近世

下部:黄灰色中粒～粗粒砂 [海浜成?]10YR4/3 ≦5 」 肖 々 ト

?

上

部

a

第4層

b

灰色中粒～細粒砂 (上面で巣穴(φ.lcm.d:5cm)を観察) [海浜成]2.5Y4/3 ≦5
1 木 八

1(古墳?)

黒褐色中粒～細粒砂 [古土壌コ10YR2/2
≦25

飯蛸壺・土錘・

布留式亮・弥生土器
古墳初期～
弥生後期末

第 5層 1

上部:黄灰色極粗粒～粗粒砂 (上方細粒化する) [海浜成]10YR4/3

15～35

、 串 c ←

弥生後期
以前

中部:灰・黄灰色粗粒～中粒砂 (上方細粒化する) [海浜成]25Y5/3

下部:褐色中粒～細粒砂 [海浜成]

第6層

く西部〉

上部 :黒色 細 粒砂質シルト～シルト

(植物遺体含む,下半:上方細粒化)
 黒色粘土;シルト [湿地成コ

〈東部〉

:(t丼→ 状 シ)

25Y2/1

(中部)

10YR2/1

20～35\・-′

1 木 八

中部:黒褐色中粒～極粗粒砂 {(上方粗粒化する)

下部:黒色粘土質シルト 1

第7層 灰褐色粗粒～中粒砂 (シルト・極粗粒砂～細礫を含む, [m浜成]
分級悪いが全体的には上方細粒化する,植物の根が目立つ)

10YR4/2 〉20 l
←:上面の遺構 △:地層内の遺構 ▼:基底面の遺構
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子の密度が低い(締まっていない) 後述する第4a層上面で観察された巣穴を埋める堆積物であること

と前述の特徴から、海浜の堆積層と考えた。上面でSEO2を、上部基底面でSKO3を検出した。

第4層 第4a・4b層に区分した。調査区西部および東部北壁の一部に部分的に分布する。第4a層は

灰色の中粒～細粒砂からなる海浜の堆積層で、層厚は5cm以下である。第4b層は黒褐色の中粒～細粒

砂からなる古土壌である。層厚は25cm以下である。第4a層は上位の第3層下部と同様に、層厚が薄い

ため堆積構造は正確ではないが、分級がよく、泥 を含まず、堆積層の粒子密度が低いといった特徴を

有する。第4b層は分級が悪く、擾乱が認められた。第4a層上面で直径1 cm程度の巣穴を観察した。本

層からは布留式期の尭や飯蛸壺、土錘などが出土した。このうち、飯蛸壺は東または西に口縁部を向

けた状態で出土したが、紐などは認められなかった。

第5層 海浜の堆積層で、上部は黄灰色の極粗粒～粗粒砂、中部は灰色ないし黄灰色の粗粒～中粒

砂、下部は褐色の中粒～細粒砂からなる。上～下部を合わせた層厚は15～35cmである。上～下部は分

級がよく、泥を含まず、堆積層の粒子密度が低く、また、不鮮明ではあるが平行なラミナが認められた。

上部および中部では上方細粒化が観察された。

第6層 調査区西端部で上・中・下部に区分した。上部は上半部が灰色細粒砂の薄層を挟む黒色の

細粒砂質シルトからなり、下半部が黒色のシルト～細粒砂質シルトからなる。植物遺体を含み、下半

部には上方細粒化が観察された。中部は上半部はシルト・細～中礫を含む粗粒～極粗粒砂からなる分

級の悪い堆積層で、下半部が黒褐色の中粒～粗粒砂からなる。上方粗粒化が観察された。下部は黒色

の粘土質シルトからなる。中部砂層の層厚は調査区西端で厚く、東側へ薄くなる。調査区西端部を除

く大部分では上～下部は収斂して極細粒～細粒砂を含む黒色の粘土質シルト層で、層厚は20～35cmで

ある。上～中部では東へ緩やかに傾く平行ラミナ、下部では水平な平行ラミナが観察された。西端部

では上部約5 cmに植物遺体(葦)を顕著に含んでいた。上部上面で直径1～2 cm ,深さ3～5 cmの巣穴

が観察される、湿地の堆積層である。

第7層 シルト・極粗粒砂～細礫を含む灰褐色の粗粒～中粒砂からなる海浜の堆積層で、層厚は20

cm以上である。堆積構造は不明瞭で分級は悪いが、全体として上方細粒化が認められ、植物の根の痕

跡が顕著であった。

貢)遺構と遺物

平面的な遺構の検出作業は第4b層上面および第6層上面で行った。検 出遺構平面図を図4、SKO3

断面図を図5、SEO2立面・断面図を図6、出土遺物実測図を図7～8、土錘計測表を表2、蛸壺計

測表を表3に示す。

a.遺構

近代～近世

SKO3  調査区東部南端において、第5層上位の第3層上部基底面で検出した土壇である。平面で

検出した部分はわずかで、主に南壁断面で観察した。東西長3.0m,深さは最大で0.4mで、遺構の南

部分は調査範囲外であった。埋土は上部が黒褐色のシルト～粘土質シルト、下部が植物遺体とシルト

を含む中粒～粗粒砂である。埋土からは遺物は出土しなかった。
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SEO2  第3層上部上面で検出した井戸で

SEO2

SDOI

2m

1:40

図4 検出遺構平面図

ある。井 戸側は板材を一辺0.8mの正方形に

組み合わせ、 内側四隅に杭を打ち込んで構

築されていた。遺 構上部の大部分は重機掘

削時に失われていたが、南壁断面の観察か

ら第3層上面の遺構で、深さは約1.Omであっ

た。埋土は下底付近に灰色シルトからなる機

能時堆積層が層厚0.2mで堆積しており、 そ

の上位は第2層によって埋め戻されていた。

埋土の機能時堆積層からは肥前磁器の破片

が出土した。

近代以降

SDOI  第2層下部上面の遺構で、西部で

確認した溝である。方 向はほぼ東西で、深

さは0.4 ～0.5mであった。幅は1.6 ～5.0mで、

中央部が狭く、 南側および北側へ広くなっ

ていた。肩 部付近に沿うように杭が打ち込

まれており、 自然流路を利用したものとみ

られた。埋 土は中粒～粗粒砂と細粒砂質シ

ルトの互層で、やや乱れた流れ(乱流)の部分

も認められるトラフ型ラミナが観察された。

また、杭 の列びからSDOIの上位にも溝が存

在したものとみられたが、重機掘削時に失

われていた。

b.各層出土遺物

遺構から出土した遺物で図化できる遺物

はなく、 ここでは各層準から出土した遺物

について述べる。

出土遺物の中で地層の時代を示す土器は

第4b層から出土した1・2・5・6で、その

他は遊離資料である。

1・壺・10・11は古式土師器で、1は高杯

とみられ、 2は有段高杯、10は複合口縁壺、

11は広口壺である。3・4は弥生土器尭で、

3は弥生後期末頃、4は畿内第Ⅲ様式古段階
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図5 SKO3断面図

第0層

1:40

第0層

W 正 栓珀

SW

TP+2.0m

層   TP+1.Om

表2を参 照 され たい。

20～67は飯蛸壺で口縁

部付近に円孔 を1つあ

けている。 個体数にし

て100点以上出土してお

り、 その中で完形品と

して復元して、 図化で

きるものを図 8に示 し

1:20

1m

た。 出土層準および計

測値などについては表

3を参照されたい。 底

部が尖り気 味の形態の

ものが大半を占めるが、

やや丸底のものも認められた。また、 口縁部付近には貝殻によるナデの後、横 方向のナ
デが見られ、

条痕のあるものもある。なお、釣鐘形の蛸壺は出土しなかった。

図6 SEO2の立向・平面図
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表2 土錘計測表

掲載番号 形状 遺存状態 長さ(cm) 直径(cm) 孔径(cm) 重量(g) 焼成 1出土層準

13 管状土錘 完形 6.15 2.50 1.45 43.4 土師質 第4b層以上

14 管状土錘 90%(一部欠) 5.40 2.65 1.35 (44.0) 土師質 第0層

15 管状土錘 完形 5.40 2.50 1.35 35.4 土師質 第0層

16 管状土錘 90%(一部欠) 5.50 2.55 1.20 (36.4) 土師質 第0層

17

18

管状土錘 ほぼ完形 5.35 2.35 1.20 (46.6) 土師質 第0層

管状土錘 完形 5.80 2.70 0.95 (28.6) 土師質 第4b層

19 管状土錘 ほぼ完形 7.85 2,65 1.70 55.6 土師質 第4b層

):完形ではないが、参考値として掲載
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図8 飯蛸壺実測図

(出土層準は表3を参照)

1:4

20印

334



表 3 飯蛸壺 計 測表

掲載番号1出土層準/遺構1 口径(cm) j 高さ(cm)1 孔径(cm) 1 重量 (g) 1遺存状態

20 第5層以上 5.5 1 9.6 1.4 1 (131.7) ほぼ完形

21 第5層以上 4.リ 10.8 1.0 123.4 完形

22 第5層以上 1 4.9 $ 10.2 : 1.2 1 195.7 1完形

23 第5層以上  4.4 9.8 1.2 1 157.7 完形

24 第5層以上  5.5 10.0 1 1.3 1 (154.2) ほぼ完形

25 SDOI 1 5.0 10.5 1.1 210.0 完形

26 第4b層  5.3 10.4 1.2 201.1 完形

27 第4b層 : 4.6 8.9 1.2 129.3 完形

28 第4b層 1 4.9 10.2 1.2 (178.8) 1ほぼ完形

29 第4b層 5.0 9,6 1.4 (161.5) 1ほぼ完形

30 第4b層 5.2 1 9.8 1 1.5 (152.7) 1 ほぼ完形

31 第4b層 5.1(残存) 1 9.4 0_9 (↓39.1) 1ほぼ完形

32 第4b層 5.2 1 9.3 1.2 (133.3) 11ほぼ完形

33 第4b層 5,1(残存) 1 9.3 0.9 (134.8) ほ ぼ完形

34 第4b層 4A 1 8.3 1.1 (121.1) ほぼ完形

35 第4b層 5.0 9.6 1.2 (142.5) Ⅰほぼ完形
36 第4b層 5.3 8.6 1.1 128.0 Ⅰ完形
37 第4b層 5.8 8.9 0.9 (170.9) Ⅰほぼ完形
38 第4b層 5.4 9.4 1.1 (139.1) 1ほぼ完形

39 第4b層 5.2 9.2 1.1 (173.7) ほぼ完形

40 第4b層 4.7 9.4 1.5 (122.1) ほぼ完形

41 第4b層 5.4 9.4 1.2 (144.7) ほぼ完形

42 第4b層 4.0 9.2 1.1 (110,6) ほぼ完形

43 第4b層 5.4 8.8 1.2 (130.3) ほぼ完形

44 第4b層 4.9 10.1 1.1 192.2 1
完形

45 第4b層 4.2 9.4 1.2 (132.6) ほぼ完形

46 第4b層 5.9 10.6 1.4 (196,5) ほぼ完形

47 第4b層 4.5 7.9 1.1 114.4 1完形
48 第4b層 4.7 9.5 0.9 157.8 Ⅰ完形
49 第5層以上 4.4 9.5 1.2 口縁 部1/3欠損

50 第5層以上 4.5 8.9 1.0 口縁 ～体部1/3欠損

51 第5層以上 5.1 9.5 1.0 口縁 部1/3、体 部一部欠損

52 第4b層 4,5 9.5 1.0 -  1

口縁 ～体部1/4欠損

53 第4b層 ] 4.5(残存) 9.9 1.1 口縁 ～体 部1/3欠損

54 第4b層 1 5.3(残存) 10.3 1.3(推測) 口縁部1/2以上、体部1/3欠損

55 第4b層 4.1(残存) 9.6 1.0(推 測) 口縁 部3/4欠損

56 第4b層 5.5(残存) 10.4 1.2 口縁 ～体 部1/3欠損

57 第4b層 4.4 9.5 1.1
1

口縁 ～体 部1/4欠損

58 第4b層 4.2(残存) 9.1 1.1(推 測) 1 - 口縁 部4/5欠損

59 第4b層 5.0(残存) 8.4 1.1 口縁 ～体部2/5欠損

60 第4b層 { 4.3 8.9 1.1 口縁 ～体 部1/2欠損

61 第4b層 4.0 7.3 0.9(推測) 口縁 ～体部1/5欠損

62 第4b層 5.3 9.1 1.2 160.4 完形

63 第4b層 4.4 8.6 1.2 130.8 完形

64 第4b層 4.8 9.1 1.2 (118.6) ほぼ完形

65 第4b層 5.6 8.9 0.9 1 - 口縁 ～体 部1/4欠損

66 第5層以上 3.8 7.4 1.2 1 (69、9) ほぼ完形

67 第4b層 5.0 8.0 1.0 1 - 1口縁 ～体部1/2欠損
):完形ではないが、参考値として掲載
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3)まとめ

今回の調査で得られた成果を以下にまとめる。

特筆すべきは古墳時代前期に属する多数の飯蛸壺が出土したことである。大 阪府南部の和
泉地域の

土器様相をまとめた[西村歩2003]の下田Ⅱ-2式新相～下田Ⅲ式に当る蛸壺C(註1)に
形態が類似す

るとみられ、蛸 壺Cが庄内式併行期中段階～布留式期に当ることからも、年代観に矛盾
しない。阿倍

野筋南遺跡における管状土錘の重量は15.4～106.9 gで、30～40 gにモードをもつ正規分
布を示す[寺

井誠1999]。今 回出土した管状土錘も概ねこの範噴に含まれている。また、冒頭でも述
べたように、

調査地東側、上町台地上のAS98- 2次調査地では古墳時代前期に属する多数の管状土
錘や飯蛸壺、

鉄製刺突具といった漁具が出土しており、本 調査地で出土した飯蛸壺とも時期が一致し
ている。調査

地周辺に調査例がなく、近辺の集落については明らかでないが、上町台地上から海岸へ
漁労のため赴

いていた可能性は高いと考えられる。

次に、第6層中部の砂層が西側に層厚を増すとみられることから、調査地西側に砂の高ま
りがあっ

たと予想される。この砂の高まりによって第6層上部の湿地の堆積層が累重し、 さらに
第5層の海浜

成層、第4b層の古土壌、第4a層の海浜成層と互層状に積み重なっている。このことから
古墳時代前期

を含めたその前後の時期にも、調査地付近は海からの影響を受ける海浜付近に位置して
いたと推定さ

れる。

本遺跡における他の調査の例はなく、遺 跡の状況については明らかではない。本調査地の
結果を含

め、今 後行われる本遺跡を含めた周辺調査の結果を合わせて検討していくことが必要である。

註)

(1) 西村歩氏は蛸壺の分類を、丸底を蛸壺A1 平底を蛸壺B1 A・Bより小形で細身、尖底気味を蛸壺Cと分類して

いる[西村2003]。
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北壁地層断面

(南西から)

第6層上面検出状況
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第4b層上面検出状況

(西から)



第4b層遺物出土状況

(西から)

SKO3断面

(北から)

SEO2完掘状況

(北から)

1111―



平成 21 年度 大阪 市 内 埋 蔵 文 化 財

包 蔵 地 発 掘 調 査 報 告 書

発行日 平成23年 3月31日

発 行 大阪市教育委員会

(財)大阪市博物館協会大阪文化財研究所

編 集 大阪市教育委員会文化財保護担当

(大阪市北区中之島1-5-20)

印 刷 株式会社 フォーラムK


